
公益社団法人 名古屋青年会議所

設立70周年記念誌

公
益
社
団
法
人 

名
古
屋
青
年
会
議
所

設
立
70
周
年
記
念
誌

「持続可能な名古屋をつくろう！！」
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名古屋青年会議所設立趣意書

設立趣意書2

名古屋青年会議所設立趣意書

ＪＣ三信条
TRAINING（修練）
地上最大の宝は個々の人格にあり
SERVICE（奉仕）
社会への奉仕は人生最大の仕事である
FRIENDSHIP（友情）
友情は国家主権に優先する

綱領
われわれＪａｙｃｅｅは
社会的・国家的・国際的な責任を自覚し
志を同じうする者相集い力を合わせ
青年としての英知と勇気と情熱をもって
明るい豊かな社会を築き上げよう

ＪＣ宣言文
日本の青年会議所は
希望をもたらす変革の起点として
輝く個性が調和する未来を描き
社会の課題を解決することで
持続可能な地域を創ることを誓う

JCI Vision
To be the leading global network of
young active citizens

JCI  Mission
To provide development opportunities 
that empower young people 
to create positive change.

The Creed of junior chamber International
We Believe;
That faith in God gives meaning 
and purpose to human life;
That the brotherhood of man transcends 
the sovereignty of nations;
That economic justice can best be won by
free men through free enterprise;
That government should be of laws rather than of men;
That earth's great treasure lies in human personality; and
That service to humanity is the best work of life.

※２０２０年１１月５日に開催された公益社団法人日本青年会議所
第１６５回総会決議により改訂されました。

ＪＣＩクリード・ＪＣＩミッション・ＪＣＩビジョン・ＪＣ宣言文・綱領・ＪＣ三信条 3



理事長挨拶

平素は公益社団法人名古屋青年会議所の活動につきまして、多大
なるご理解とご協力を賜りまして、誠にありがとうございます。
名古屋青年会議所は、70 年前の 1950 年にまだ戦災から癒えきっ

ていない名古屋のまちを良くするために23 名の青年によって設立され、
以来、名古屋のまちのため、市民のために、まちに根ざした活動を続
けてまいりました。
本年度、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の影響により、
名古屋青年会議所の活動も、当初の予定から大幅な変更を余儀なく
されました。他方、WEB会議の急速な普及やリモートワークをはじめと
した多様な働き方等、時代はまさに転換期を迎えています。
また、少子高齢化が叫ばれて久しく、我々青年世代の人口は減少
の一途を辿っています。私たち青年会議所も、この時代に合わせたあ
り方を追求していかなければなりません。このまま公益社団法人として
活動を続けていくべきなのか、現在の会員数は適正なのか、また定款・
諸規程はどのように整備していくべきなのか。今後も持続的に名古屋の
まちに貢献していくために、我 自々身のあり方も見直していかなければな
りません。
一方で、私たちは、決して歩みを止める訳にはいきません。大変な
時代だからこそ、私たちがその役割を十分に果たしていかなければなり
ません。名古屋青年会議所の70 年間の歩みを継承し、さらに運動を
進化させていく礎とすべく、本誌を発刊させていただくこととなりました。
本誌発刊に当たり、改めて先輩方が築き上げられてきたものに支えられ
て今の私たちがあるということを実感すると共に、感謝の思いを新たに
した次第です。
我々名古屋青年会議所は、持続可能な名古屋をつくるべく、これか

らもできっこないことに挑戦し続けます。皆様には、これまでと変わらぬ
ご支援とご協力をお願い申し上げ、70 周年記念誌発刊の御礼の挨拶
とさせていただきます。

光 田　 侑 司

公益社団法人 名古屋青年会議所
第70代 理事長

理事長挨拶4

中 北　 智 久

歴代理事長代表
第 21 代 理事長

歴代理事長代表挨拶

名古屋青年会議所は、終戦間もない1950 年、初代大隈孝一理
事長をはじめとする23 名の青年によって設立されました。本年度、70
周年という大きな節目を迎えることができたことを心から嬉しく思うと共に、
名古屋青年会議所をお支えいただいております関係者の皆様に、改
めて御礼申し上げます。
私たちが現役の頃、初代大隈孝一理事長からは、「早熟な大人に

なる勿れ」と教えられました。また、「波紋を追いかけるのではなく、波
紋を起こす一石を投じる活動を」とも教えられていました。当時の青年
会議所活動は、どちらかというと会員の自己成長という側面が強かった
のですが、それだけではなかなか社会から認知されなかったことから、
社会奉仕の側面を重視し始めた頃でもありました。
そのような青年会議所活動を通じて社会を客観的に見ることができ

た経験や、会員同士の交流を通じて知ることができた他の業界の動向
等は、青年会議所を卒業した後も、自身の社業に活かすことができた
と実感しています。そして、青年会議所で知り合ったかけがえのない
仲間たちとは、現在でも交流を続けています。
現役会員の皆様にも、青年会議所をしっかりと理解し活用して、自

分自身の成長・社業の発展につなげていただければと思っております。
名古屋青年会議所の活動が今後も持続的に発展し、名古屋のまちが
より魅力あるものとなっていくことを心より祈念いたしますと共に、関係者
の皆様には引き続きのご支援・ご協力をお願い申し上げ、歴代理事長
としての挨拶に代えさせていただきます。
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ご祝辞

公益社団法人名古屋青年会議所が、設立 70 周年を迎えられましたことを、心からお祝い申し上げます。
名古屋青年会議所は、1950 年の設立以来、70 年の長きにわたり、「明るい豊かなまち」の実現を目指

して自己研鑽及び多彩な活動に取り組まれ、ひとづくり・まちづくり運動の先駆者として、地域の活性化に大
きな成果を上げてこられました。これもひとえに歴代役員並びに会員の皆様の御尽力の賜物と厚く感謝申し
上げるとともに、深く敬意を表する次第です。

設立 70 周年の節目となった今年度は、「持続可能な名古屋をつくろう!!」のスローガンのもと、活動を展
開されてこられたと伺っております。愛知県としましても、本県最大の強みである「産業力」を生かしながら、
経済・社会・環境のそれぞれの分野における調和のとれた地域の持続的成長を重要視しております。2019
年 7 月には内閣府から「SDGs 未来都市」の選定を受け、2020 年 3 月には「SDGs 政策パッケージ」を
作成いたしました。同パッケージに掲げる2030 年における愛知県のあるべき姿及び SDGs の達成に向けて
政策を進めるため、「貧困をなくそう」や「産業や技術革新の基盤をつくろう」等の 17 のゴールを定め、
地域一丸となって取り組んでおります。会員の皆様におかれましても、持続可能な名古屋、そして愛知の実
現に向け、是非とも協働して取り組んでいただきたく存じます。

国内外の経済は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響を受け、現在大変厳しい状況でありますが、引
き続き、感染防止対策に取り組むとともに、愛知の産業力と人材力の強化、そして地域振興と雇用の安定
に向け、全力を挙げて取り組んでまいります。 

愛知県では、2022 年秋のジブリパーク開業、2023 年度のスタートアップ支援の中核拠点となる「ステーショ
ンAi」の開設、そして 2026 年のアジア競技大会の開催など、ビッグプロジェクトが控えております。これら
をしっかりと前に進め、一つでも多くの明るい話題を提供し、日本を、そして世界を、ここ愛知から盛り上げ
てまいります。

会員の皆様には、地域を牽引する若きリーダーとして、引き続きお力添えを賜りますようお願い申し上げます。
最後に、名古屋青年会議所のますますの御発展と会員の皆様の御健勝、御活躍を祈念いたしまして、

お祝いの言葉といたします。

公益社団法人名古屋青年会議所の創立 70 周年、誠におめでとうございます。また、日頃より
名古屋市政の各般にわたり格別のご支援とご協力をいただき、深く感謝します。

名古屋青年会議所は、1950 年の創立以来、「明るい豊かな社会」の実現を目指して、政治・
経済・社会・文化等に関する調査研究・フォーラムの実施や、社会奉仕事業及び青少年問題に
関する事業等を通じて、当地域の発展に多大な貢献をされてきました。貴会議所と歴代の役員を
はじめとする関係者の皆様方のたゆまぬご努力に対し、心から敬意を表します。

さて、貴会議所の今年度のスローガンは、「持続可能な名古屋をつくろう!!」だと伺っています。
昨今の新型コロナウイルス感染症の影響下において、新しい生活様式への戸惑いや先の見えな
い不安がある中、本市としても、感染症対策と社会経済活動の両立を図りながら、当地域の持
続的な発展を見据えた施策に全力で取り組んでまいる所存です。次世代のリーダーである貴会議
所の皆様方においても、70 周年を契機に、持続可能な名古屋の創造に向けて、より一層活躍さ
れることを期待しています。

なお本市では、今年度、経済所管部門を見直し、イノベーションの創出や成長産業の振興な
どに機動的に取り組むため、経済局を新たに設置しました。また、本年 7 月には、名古屋・愛知
及び浜松地域が国の「スタートアップ・エコシステムグローバル拠点都市」に認定されました。新
型コロナウイルス感染症の影響を打破するためにも、新しい組織のもと、ナゴヤ圏域のものづくり産
業と基礎研究の集積から生まれるディープテックを活かして、世界に通じる新たなイノベーションをこ
の地域から生み出すなど、産業の持続的な発展につながる施策を推進してまいりたいと考えていま
すので、関係者の皆様方には、今後とも、より一層のご理解、ご支援をよろしくお願いします。

貴会議所の今後ますますのご発展と、関係者の皆様方のご健勝ならびに一層のご活躍を心よ
り祈念します。

愛知県知事

大 村　 秀 章

名古屋市長

河 村　 た か し
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ご祝辞

公益財団法人名古屋青年会議所が、創立 70 周年を迎えられましたことを、心よりお慶び申し
上げます。コロナ禍において、多くの方々が不安を抱くなか、明るい未来の名古屋のために挑戦
を続ける名古屋青年会議所の皆様方に深く敬意を表します。

名古屋青年会議所は、昭和 25 年 8 月、戦後間もない混乱期に、名古屋の再興・発展を目指
し設立されて以来、70 年に亘り、地域貢献につながる数多くの事業を進めてこられました。

光田理事長は、本年度の活動スローガンを「持続可能な名古屋を作ろう!!」とされ、少子化・
高齢化が進む社会変化への対応や名古屋がより魅力的な街となるよう各種事業を展開されておら
れます。特に「人財」というキーワードのもと、外国人や女性、障がい者等、様 な々人材の活用・
育成はもとより交流人口の拡大を目指して活動されておられる姿は大変頼もしく感じます。

新型コロナウイルス感染症が、全世界で猛威を振るい、経済・社会・外交など、様 な々面にお
いて大きな影響を及ぼしておりますが、未来の名古屋を担う若い皆様が、自己研鑽や修練に励ま
れつつ社会奉仕活動・地域貢献活動にも積極的に関わられ、次世代のリーダーとしての資質向
上や相互の連帯感、友情を深められていることは大変心強く存じます。青年会議所の皆様が、
必ずやこれからの名古屋の活力の源になっていただけるものと期待しております。

最後に、名古屋青年会議所がこの創立 70 周年という大きな節目を契機といたしまして、今後さ
らなる発展を遂げられ、引き続き地域経済の一翼を担われますよう祈念いたしまして、お祝いの言
葉とさせていただきます。

名古屋商工会議所 会頭

山 本　 亜 土

この度、公益社団法人名古屋青年会議所が創立 70 周年の佳節を迎えられますことに、衷心
よりお喜びを申し上げます。創立から今日に至るまでご尽力されてこられました先輩諸兄姉の皆様
のご功績に敬意を表するとともに、その誇り高き「志」を受け継ぎ、自己の修練と社会への貢献
に邁進されております、現役会員の皆様にお祝いを申し上げます。

70 年前の設立当時の創始の精神から、これまでの歴史を振り返る。そして地域の明るい未来
について考え、今起きている変化を起点に新しい社会を切り拓く節目となる年に、その灯を絶やさ
ず青年会議所運動の展開に邁進されております皆様のご活動とご功績に敬意を表する次第でご
ざいます。目まぐるしく情勢が変わりゆく中だからこそ、社会に大きなインパクトをもたらす運動が、こ
れからも全国各地で求められます。青年会議所にとって一つの転機である節目の年には、これま
での運動を検証した上で、共感をもたらす中・長期的なビジョンを描くことが必要であります。魅力
あるビジョンはたくさんの若者に夢と希望を与え、誰からも求められる魅力ある組織へと進化するこ
とができます。私たちの運動の成果を最大限に発揮するとともに、あらゆる運動において多くの共
感を集めることが組織の拡大につながり、より盤石な組織体制を構築することができるのです。

挑戦する前から無理だと決めつける、そのような先入観は捨て、大きな夢を語り、仲間を集めて、
共に未来を創りましょう。自分の信じた道を貫くことが「真実一路」であり、奇跡とは努力と挑戦
の連続の先に起きる成果であります。我々は、必ずより良い変化を起こすことができるのです。

結びに、名古屋青年会議所のますますのご発展と会員の皆様のご活躍、さらには皆様の運動
が、愛する地域において素晴らしい成果が発揮されますことを心より祈念申し上げます。

真実一路 軌跡を紡ぎ、奇跡を起こそう!

石 田　 全 史

公益社団法人 日本青年会議所
第69 代会頭
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ご祝辞

公益社団法人名古屋青年会議所が本年で創立 70 周年を迎えられましたこと、東海地区協議
会を代表して心よりお慶び申し上げます。戦後間も無い1950 年に全国で6番目の会員会議所と
して設立され、70 年という長きにわたり「明るい豊かな社会」の実現に向けて、貴青年会議所
が紡いでこられました歴史とご功績、先輩諸氏から連綿と受け継いでこられました高い志に深く敬
意を表します。
貴青年会議所におかれましては、節目となります本年度、世界を震撼させるＣＯＶＩＤ-19の感
染拡大の影響により、これまでとは大きく異なる青年会議所活動に強いられているとは存じますが、
そのような中でも光田侑司理事長の下、「持続可能な名古屋をつくろう!!」をスローガンとして掲げ、
様々な趣向を凝らし、力強く運動を発信されていることに敬意を表します。また現況にも屈せず、
素晴らしい創立 70 周年記念式典を開催されたことは、全国各地の青年会議所に勇気を与え、
時代の先駆者としての姿を示されたと感じております。
今後も社会へ大きなインパクトを与え、市民への意識変革をもたらし、「明るい豊かな社会」を
実現すべくさらなる運動を展開されることをご期待申し上げます。周年とは、創立の志に立ち返り、
次代の運動指針を打ち出す絶好の機会でありますが、70 年という長きに亘り歴史と伝統を紡いで
こられた皆様であれば、必ずや新たな時代を切り拓き、素晴らしい成果を残すことが出来ると確信
しております。
結びに、創立 70 周年を契機に持続可能な名古屋の実現に向けて、貴青年会議所の益々の

ご発展と先輩諸氏、並びに現役会員の皆様の益々のご活躍をご祈念申し上げましてお祝いの言
葉といたします。
新たな時代へ向け、共に歩んでまいりましょう。

この度、公益社団法人名古屋青年会議所が創立 70 周年の節目を迎えられますことを、愛知
ブロック協議会二千余名の会員と共に心からお慶び申し上げます。平素より愛知ブロック協議会の
運動に対し、格別のご理解とご協力をいただいておりますことに厚く御礼申し上げます。
まずもって、終戦間もない1950 年 8月の設立以来、「明るい豊かな社会」の実現に向けて、
名古屋の地に根ざした活動を実践し、輝かしい功績を積み重ねてこられた歴代理事長をはじめと
する先輩諸兄並びに会員の皆様のご尽力に深く敬意を表します。設立当初は23名だったメンバー
も現在は788 名となり、愛知ブロック協議会はもちろん、全国においても大きな存在感を示すと共に、
リーディングLOMとしての役割や責務を全うし、JC運動を力強く牽引していただいておりますこと
につきましても重ねて敬意を表します。
設立から70 年を迎える本年度、光田侑司理事長の掲げる『持続可能な名古屋をつくろう!!』と

いうスローガンの下、経済・人財・国際という3つの要素を軸に、少子化とそれに伴う超高齢化社
会の到来に伴って生じる様 な々問題や課題に対して、臆することなく当事者意識をもって立ち向かい、
このコロナ禍においても、WEB等を活用し、途切れることなく効果的なJC運動を展開していただい
ておりますことに、心からの敬意を表します。また、これらの運動は、JC以外とのパートナーとの経済・
人財・国際という多面的かつ横断的な連携により、より進華したJC運動となっております。これらは、
光田理事長の力強いリーダーシップと卓越した組織力の賜物であると、深く感銘を受けております。
そして、これらの素晴らしい運動の数々が、我々の祖父母世代、そして親世代がしてくれたように、未
来の子供たちのために、これから数十年先の持続可能な名古屋の発展の礎になることを確信しております。
結びに、創立 70 周年を契機とし、10 年後、その先の未来に向けて、貴青年会議所と会員の皆

様が、より一層の飛躍を遂げられますことを心よりご祈念致しまして御祝のご挨拶とさせていただきます。

鳴 海　 宏 樹

曽 根　 香 奈 子

公益社団法人日本青年会議所
東海地区協議会

２０２０年度会長

公益社団法人日本青年会議所
東海地区 愛知ブロック協議会　

２０２０年度会長

ご祝辞10
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理事長　大隈　孝一

第1年度 （１９50～51）

■主要事業 1950年8月1日の夕刻、名古屋の青年経済人23名が
固唾をのんで見守る中、創立総会をもって名古屋青年会議所は誕生し
ました。
名古屋は、日本で初めて青年経済人の集まりが結成された土地柄で

す。昭和10年に誕生した｢Nagoya Junior Chamber of Commerce｣
がそれで、戦後は財界の親睦団体｢若葉会｣として発展的解消を遂げて
いました。戦後5年が経ったこの年、日本並びに名古屋経済の建設と復

興に向けて再び青年経済人たちが手を挙げたのでした。
名古屋商工会議所会頭の伊藤次郎左衛門氏より提案を受けた大隈孝

一氏ら5名が発起人となり、17名の会員の参加を得て創立されました。
東京・大阪の大経済圏をはじめ各地でJC創立の動きが活発化するな

ど、青年経済人たちの前向きな姿勢が新しい時代の到来を予感させた
この年。初年度は1年足らずではあったものの、日本全国、世界へと友
好の輪を広げた劇的な1年でした。

専 務 理 事 磯部　鎌一
監　　　事 高橋　守彦 竹中　泰弘 八代健三郎
理　　　事 青木　賢三 樋田　耕平 井元　啓太 上遠野達三郎 神野　三男 中村　達郎 竹田　吉男 
 富田　　孝 遠山　孝三

理事長　神野   三男

第2年度 （１９51～52）

■主要事業 1950年に勃発した朝鮮動乱は1951年に入って急速に
終結、2年目を迎えた名古屋JCは「奉仕」に重点を置き、名古屋の発展
につくすための事業に積極的に取り組んでいきました。
戦争の傷跡が生々しく感じられていました。そうした“ふるさと・名古
屋”のまちに大々的に美化キャンペーンを提唱、市民からも惜しみない
協力が寄せられて大きな運動に発展しました。
10月24日には名古屋市公会堂に市民を招待して、運動の趣旨を

PR。この時の神野理事長のスピーチはラジオで全国放送されました。
そして11月3日には、たくさんの市民の参加を得て、名古屋で戦後初と
なるモーターパレードを実施しました。
1950年に名古屋JCが創設されたのと同時期に、東海地域にも次々

とJCが誕生していきました。1951年末までに浜松、岐阜、一宮、豊橋
に誕生し、これを受けて11月11日、東海地区青年会議所の第1回懇談
会が名古屋商工会議所で開催されました。

専 務 理 事 磯部　鎌一
監　　　事 春田   正策 盛田   和昭 杉浦   勝一
理　　　事 安藤   壽彦　 青木　賢三 樋田   耕平 井元   啓太 兼松   昭二 大隈　孝一 釈         治 
 白木   信平 竹中   泰弘 富田      孝 八代健三郎 

理事長　青木　賢三

第３年度 （１９５２～５３）

■主要事業 名古屋にも空の玄関となる名古屋空港が1952年3月に
開港するなど、国際社会復帰と経済発展へ新たな一歩を踏み出しました。
5月メーデーではデモ隊と警官隊が皇居前で激突。産業を見れば、今後

の発展に対して決定的に電力が不足していました。
名古屋JCでは前年度に引続き電力委員会を設置し、電力会社や行政に

広く提言活動を行いました。安定して供給される環境づくりをめざして、た
ゆまぬ努力がなされました。

1953年4月、モンテンルパ収容所を慰問しました。戦犯として投獄さ
れている愛知・岐阜・三重出身者6名のもとへ留守宅家族の声の便りなど
を届けました。まだ国交のなかったフィリピンと日本の間に、JCの機構を
通じて交流の一端がつながれました。
日本JCの副会頭も務めていた青木理事長が、全国会員の親睦会開催

を提唱、その第1回全国会員大会の主管を名古屋JCが務めることになり
ました。

専 務 理 事 磯部　鎌一
監　　　事 樋田   耕平 白木   信平
理　　　事 荒川宗三郎 井元   啓太 川円   武彦 小島鐐次郎 三輪   隆康 鈴木   英一 寺沢   栄一 
 遠山   孝三 豊田幸吉郎
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理事長　豊田幸吉郎

第４年度 （１９５３～５４）

■主要事業 前年度に日本JCで決定された「第1回全国会員大会」の
名古屋開催を成功に導くために実行委員会を組織し、全力を挙げて取
り組むことになりました。特に、運営方法は白紙の状態で名古屋JCに委
任されており、次の3原則を提示しました。（1）参加は会員個人の資格
でなされること。（2）自由討論形式で、JCメンバーが意見を発表したり、
JC活動を報告できるようにすること。（3）華美に流れず、青年らしく知
的な内容の大会にする。

こうして11月7日、第1回全国大会を迎え、メイン会場の名古屋商工
会議所に各地30JC、会員155名が集まりました。
開会式に続いて全員が5分間スピーチで自己紹介、JCの活動状況や
今後の運動の方針を報告し合い、意見交換会を行いました。
当時は加入会議所53、会員総数2512名。
第1回全国会員大会を記念して、名古屋駅から桜通りに参加者全員

で500本ものプラタナスを植樹しました。

監　　　事 竹中   康浩 川円   武彦
理　　　事 荒川宗三郎 伴      充弘 服部   英一 中部政次郎 杉浦   勝一 角   嘉久次 鈴木   英一 
 八代健三郎 横井英太郎 

理事長　八代健三郎

第５年度 （１９５４～５５）

■主要事業 1954年6月19日、名古屋テレビ塔が完成しました。高
さ180mもあって当時としては日本一の高さの建物です。
“名古屋のシンボル”を目の前にした5年度のメンバーたちは、日本そ
して名古屋を愛する気持ちを素朴に表現する機会をつくろうと日章旗
掲揚運動を展開しました。
西ドイツのフランクフルトJCと協力し、児童画を交換して互いの国を
理解し合うための展覧会を開く計画がスタート。締め切り日には618点

もの応募がありました。優秀作品60点が、フランクフルトへ送られまし
た。子供たちの心がこもった絵画は、西ドイツ各地で展覧され、日独の国
際親善に大きく貢献。
祝日に日の丸を掲げる家はまだ少なかったため、日章旗掲揚運動が
展開されました。1955年4月28日、大きな日章旗が、テレビ塔に掲げ
られ、名古屋の空高く翻りました。テレビ塔が日本一なら、日章旗も
6m×4.5mといわゆる十畳敷きの巨大さです。

副 理 事 長 荒川宗三郎 
監　　　事 中部政次郎 杉浦   勝一
理　　　事 安藤   壽彦 伴      充弘 服部   英一 井元   啓太 蟹江   一忠 白木   信平 釈         治 
 竹中   康浩 塚原   文平

理事長　荒川宗三郎

第６年度 （１９５５～５６）

■主要事業 前年度に企画した「日独児童画展」は、西ドイツ各地で大きな
反響がありました。いよいよ日本でも、西ドイツ（当時）の子供たちの絵画を一
堂に集めての親善展覧会が行われます。1955年12月10日から5日間の会
期で開かれた展覧会には多くの市民が訪れました。
さて、JC年度が変更されて単年度1月～12月となったため、6年度は1年

6か月の活動となりました。年度はじめに「奉仕」を活動のポイントに置くこと
が確認されました。

交通安全を願って伏見交差点に信号機の設置、名古屋駅前にプラタナス植
樹、授産所慰問、さらにフィリピンJCとの親善交歓、戦火の南ベトナムへの医
療団派遣など、とても1年半でこなしたとは思えないほど精力的な活動です。
なお、資金集めの一助にと例会会場に「ニコボックス」が置かれたのもこの

頃です。会員の早退・遅刻・慶事などの時に、自ら進んで“ニッコリ笑って寄金箱
に入れる”という制度。メンバーたちのさまざまな楽しい思い出を刻みながら、
昭和30年代後半まで続きました。

副 理 事 長 竹中   康浩 
監　　　事 服部   英一 盛田   慶吉 八代健三郎 
理　　　事 安藤   壽彦 伊藤      寛 兼松   昭二 前田   直純 盛田   和昭 内藤   明人 中部政次郎 
 白木   信平 角   嘉久次 鈴木   英一
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理事長　白木   信平

第７年度 （１９５７）

■主要事業 1957年最大の課題は、何と言ってもJCI世界会議が東
京で開催されたことです。日本の青年は戦中、戦後を通じ15年以上の
間、世界との交流がありませんでした。89か国が加盟し、35万のメン
バーの青年団体JCIの世界会議が日本で開催されることは画期的な意
義があったのです。
各国のJCがリーダーシップトレーニングを極めて重視しており、カナ

ダの代表から“How to lead the Conference”というテキストを入手

し、翌年日本JCにLT委員会を創設。当初委員長に任命された折にも随
分役立ちました。
オーストラリアのニューカッスルJCから相談を受け、ペンフレンド交
換の橋渡しをする事業が行われました。
緊急対策が必要となってきた交通事故防止に対して、名古屋JCでは

サービス委員会が中心となって、交通安全映画を製作することになりま
した。交通安全道徳の欠如による事故をなくすことが目的です。

副 理 事 長 服部   英一 
監　　　事 安藤   壽彦 前田   直純 内藤   明人 
理　　　事 阿部   鋼一 広瀬      隆 伊藤   栄一 小島鐐次郎 三輪   隆康 盛田   家弘 小栗   稔也 
 釈         治 杉浦   勝一 鈴木靖一郎

理事長　中部政次郎

第８年度 （１９５８）

■主要事業 今年度は、国際的な活動を行うと共に、内部の充実を図る
ための事業が進められました。
内部の改革としては、年齢制限を正式に40歳までと定め、副理事長

を1名から3名以内と増員することで体制の強化を図りました。さらに
会員が安定して活動に参加できるよう、会員の経営意識の向上をめざし
た経営セミナーを開催することになりました。
JCIアジア地域会議の席上、名古屋JCは栄えある優秀ローカルJC賞

を受賞しました。日本JCの創立メンバーとして積極的に推進した拡大
運動・ローカル活動・国際親善事業が評価されたもので、これが国際会議
での初受賞となりました。さらに11月16日～22日にアメリカ・ミネア
ポリスで行われた世界会議には国際舞台での名古屋メンバーの活躍は
目立っていたらしく、中部理事長にミネアポリス市の名誉市民が与えら
れるというエピソードもありました。

副 理 事 長 安藤   壽彦 
監　　　事 服部   英一 高木   武彦
理　　　事 阿部   鋼一 小島鐐次郎 前田   直純 盛田   家弘 内藤   明人 榊      由信 沢田   裕之 
 新森   昭男 釈         治 角   嘉久次 鈴木   正治 鈴木靖一郎 塚原   文平

理事長　盛田   慶吉

第９年度 （１９５９）

■主要事業 名古屋市とロサンゼルスの姉妹都市提携、日本JC副会頭
に白木信平元理事長が就任など、非常に明るい話題でスタートした9年度
でしたが、伊勢湾台風で死者5,000人に達するという、明治以降の日本で
最大の台風災害となりました。会員全員が被災者でした。
後半は被災者への支援が中心となりましたが、その他にもさまざまな社

会奉仕活動を行いました。皇太子殿下ご成婚の記念植樹、青少年不良化防
止を願った標語入りの時計塔設置、名古屋城へのくずかご寄贈、大日章旗

の新調などがそれです。
東海地区協議会の下に愛知県協議会（現愛知ブロック協議会）が結成さ

れたのもこの年です。
9年度の経営セミナーはリーダーシップトレーニング委員会が企画し、運

営しました。年度の初めに会員にアンケートをとり、関心の高い話題を中心
に組んだプログラムです。その内容は、1位／賃金の決め方と退職金、2位
／経営の継承について、3位／貸借対照表・損益計算書の見方など。

副 理 事 長 内藤   明人 釈         治
監　　　事 安藤   壽彦 中部政次郎 角   嘉久次 
理　　　事 伴      充弘 兼松   昭二 蟹江   一忠 小島鐐次郎 国枝   寅雄 前田   直純 佐橋弘一郎 
 新森   昭男 杉浦   勝一 鈴木   正治 鈴木靖一郎 吉村   太郎
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理事長　服部   英一

第１０年度 （１９６０）

■主要事業 政治の激動期を迎えた1960年。1月19日の日米新安
全保障条約の調印、6月10日のハガチー事件、国会デモは連日のよう
に起こり、子どもたちの間で「デモごっこ」遊びが流行するほどでした。
このような不安定な社会情勢の中で10周年を迎えた名古屋JCは、
改めて「精神的実践的な民主社会の建設者の集まり」であることを確認
し、1年間を行動三原則にのっとって事業を展開することとしました。
この年は、なんといっても華やかに挙行された10周年記念事業が目

を引きます。子どもたちの交通安全を願った「安全通学よい子のつど
い」では、メンバー自らプラカードを持って、子どもたちと一緒に街頭を
パレードしました。
また、8月1日に行われた記念式典には来賓の他300余名が参加し、

この席で名古屋市長に“大地球儀”建造の目録が進呈されました。これ
は、「名古屋の少年少女がすこやかでたくましい精神を養い、国際的な
視野を広めてほしい」という願いを込めて寄贈するものです。

副 理 事 長 内藤   明人 杉浦   勝一
監　　　事 盛田   家弘 佐橋弘一郎 釈         治 
理　　　事 伴      充弘 伏原幹一郎 蟹江   一忠 小島鐐次郎 前田   直純 岡本   英造 鈴木   正治 
 鈴木   忠源 田中   一徹 上田   耕三 山崎   照彦 吉村   太郎

理事長　安藤   壽彦

第１１年度 （１９６１）

■主要事業 第2次池田内閣がスタートした1961年の日本は、生活水
準の高まりによって高度成長時代を迎えていました。このような経済・社会
情勢を背景に、“新しい10年の歴史を刻む第1歩の年となる”ことを踏まえ
て、内部充実と組織強化の2点を挙げ、強力に推し進めました。
方策として創設されたのが経済活動委員会と会員訓練委員会です。
会員相互の融和と理解、先輩である特別会員との交流を一人ひとりが自

由な立場で学習するグループです。働く人々の考え方を調査したり特別会

員の会社や家族を訪問し、時間をかけて貴重な意見や体験を学びとりまし
た。
日本JCの標準定款を採用したのもこの年度です。会費納入期限の設置

や直前理事長の採用、総会の定員数など、名古屋JCにふさわしい規約を
残しつつも日本JC運動の流れに沿うように改正されました。
会員たちは10グループに分かれ、先輩である特別会員の会社や家庭を

それぞれ月1回ずつ訪問し、1年にわたってJC活動の精神を学びました。

副 理 事 長 前田   直純 中部政次郎 鈴木   正治 
監　　　事 服部   英一 内藤   明人 杉浦   勝一 
理　　　事 伴      充弘 小島鐐次郎 中北   智久 永井      譲 沢田   裕之 新森   昭男 白木   信平 
 釈         治 鈴木靖一郎 鈴木   忠源 吉村   太郎 

理事長　内藤   明人

第12年度 （１９６２）

■主要事業 内部の充実に努めた前年度をさらに昇華させるべく、12
年度は外部に積極的に働きかける事業を多く展開しました。
名古屋市の発展の方向づけを探求した試みです。今年度のメイン

テーマを「10年後の名古屋」とし、経済活動委員会が主担当委員会と
なって調査提言活動を行ったのです。
社会の公器としてすぐれた事業を推進していくことを目的として活動

を展開してきましたが、10月26日、いよいよ社団法人名古屋青年会議

所設立総会が開催されることになりました。東京、大阪に次いで全国3
番目の社団法人格の取得となりました。
社会改良委員会が中心となって都市美化運動を推進し、市教育委員
会の協力を得て小学生15万人に、〈みんなのまちです。よごしません！〉
と書かれた誓いのしおりを配布しました。学校での美化運動の普及度を
調査するためにアンケートを実施。学校の適切な指導のもとで着々と子
どもたちの美化意識が育っていることが分かりました。

直前理事長 安藤   壽彦 
副 理 事 長 小島鐐次郎 吉村   太郎 鈴木   忠源 
監　　　事 白木   信平 前田   直純 鈴木   正治 
理　　　事 高木   武彦 林   永治郎 岡本   英造 伏原順一郎 伴      充弘 塩野      要 田中   一徹 
 榊         明 兼松   昭二 伊藤次郎左衞門 国枝   寅雄 今井   亮次 小栗   稔也 永井      譲 
 盛田   家弘 杉浦   勝一
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理事長　鈴木   正治

第13年度 （１９６３）

■主要事業 高度経済成長路線を突き進む日本。東京オリンピックを
翌年に控えた東京では都市高速道路や競技場建設が進み、都市景観は
大きく様変わりしていきました。
こうした中、13年度では精神面を重視した活動方針を決定し、会員一
丸となって地域社会づくりに邁進しました。その方針とは、「JC理念の
再把握」「組織の強化」「国際的視野の養成」「温かい心を地域社会に」
「精神面のバックボーンの探求」の5つです。

名古屋JCの草創期から地道に取り組んできた地域の美化運動。13
年度から始まったJCデー統一事業において、名古屋JCでは都市美化
をテーマに選んで9月3日、杉戸清名古屋市長を招いて座談会を開きま
した。
JC活動が高く評価されるにつれて大きな団体へと成長し、それに
伴ってローカルJCと日本JCとのコミュニケーションが悪化する懸念が
生じてきました。

直前理事長 内藤   明人 
副 理 事 長 小栗   稔也 沢田　裕之 鈴木靖一郎 
監　　　事 小島鐐次郎 鈴木   忠源 吉村   太郎 
理　　　事 塩野      要 中北   智久 富田   和夫 国枝   寅雄 後藤   敏男 伏原順一郎 滝上   賢一 
 伊藤次郎左衞門 天野   源博 岡本   英造 森村   和正 高木   武彦 川瀬   雄司 安藤   壽彦
 林   永治郎 前田   直純 釈         治 白木   信平 

理事長　小島鐐次郎 

第14年度 （１９６４）

■主要事業 14年度はアジアで初めてのオリンピックが東京で行われ
る年であり、外国からの観光客が名古屋を訪れることも予想されること
から、総合的な美化運動を展開しました。
この事業には社会改良委員会が中心になって計画を練り、名古屋市
やCBC放送の協力を得て、メンバー全員が参加して取り組みました。
キャンペーンテーマは「みんなで町を美しく」です。テレビ番組を使って
スポットキャンペーンの放送、公共意識を高めるためにポリ袋配布、花と

緑で町を飾る花いっぱい運動、そして市民清掃デーに決められた4月
15日には、メンバー自身が率先し、ほうきを持って名古屋駅前を早朝か
ら清掃しました。このような活動は市民に大きな共感を与えました。
都市美化運動の一環として植樹と花いっぱい運動を展開しました。5

月15日にメインストリートで「花のパレード」を実施、6月1日には名古
屋テレビ塔周辺で、花の種をつけた色とりどりの風船を青空に放ちまし
た。

直前理事長 鈴木   正治 
副 理 事 長 富田   和夫 伊藤次郎左衞門 国枝   寅雄 
監　　　事 安藤   壽彦 内藤   明人 鈴木靖一郎 
理　　　事 森村   和正 今井   亮次 青島   邦夫 天野   道造 林      純蔵 斎藤鍵太郎 林      光雄 
 森田   和彦 加藤   嘉紀 水野   金平 永井      譲 志水   正弘 中北   智久 久世   武志
 服部   英一 吉村   太郎

理事長　吉村   太郎

第15年度 （１９６５）

■主要事業 右肩上がりの発展を続けてきた日本の経済基調は、ここ
へきて安定の方向に向かい始めました。
そうした社会情勢の中、創立15周年を迎えた名古屋JCでは、「JCの
基本理念の再確認」「JAYCEEらしく行動しよう」「公共精神の高揚」
「JC活動は全員の手で」「国際的視野を身につけよう」の5項目を基本
行動方針に掲げ、事業を展開していきました。
企業の社会性の意識調査、毎月の事業会社訪問による実施調査、有

名人色紙展から得た収益金で車椅子を名古屋市に寄贈するなど、数々
のすばらしい功績をあげました。
15周年を記念する式典は多数の来賓を迎えて盛大に挙行されまし

た。主張を掲げて猪突猛進するよりも、一人でも多くの仲間と一緒に、
全国的なネットワークを生かしながら運動を進めていこう－JAYCEE
の精神をいまいちど振り返り、かみしめて、派手でなくとも確実な奉仕
活動を行った1年でした。

直前理事長 小島鐐次郎 
副 理 事 長 森村   和正 加藤   嘉紀 中北   智久 
監　　　事 安藤   壽彦 伊藤次郎左衞門 国枝   寅雄 
無任所理事 富田   和夫 
理　　　事 今井   亮次 井上   文夫 池山   辰己 角   富之助 荒川   卓治 堀田   逞二 久世   武志 
 辻      幸広 水野   金平 杉本   邦彦 伏原   靖二 井上   雅之 林      光雄 佐橋弘一郎
 内藤   明人 服部   英一 志水   正弘 
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理事長　富田   和夫

第16年度 （１９６６）

■主要事業 1966年、時代は、後になって経済の高度成長期と呼ばれ
る段階に入っていました。この年度のJCは創立の精神を受け継ぐと共
に、運動の志向を従来の奉仕活動から経済問題に移し、青年経営者の集
う経済団体としてのJCをめざすことにしました。
年間を通す思想として「誇りある日本人としての社会連帯感」を掲げ、

それにかかる諸問題を取り上げました。戦後もすでに20年、私たちは新
時代を構築するに足る新しい価値観を探りたいと考え、再び日本人とし

ての誇りを持ち、その連帯意識を強めたいと考えたのです。
年間を通し運動の助言者として、当時の日本経済新聞の論説委員長・

武山泰雄氏を迎えました。同氏は新年の定時総会、2月並びに10月の例
会で「日本経済の進路及びその対応」について講演されました。
この年成立した中部圏開発整備法にちなみ、市長レベルの初会合とし
て中部9県下の市長座談会を主催しました。席上九鬼四日市市長が初め
て公害問題を取り上げるなど、貴重な論議に富む大会となりました。

直前理事長 吉村   太郎 
副 理 事 長 青島   邦夫 永井      譲 天野   源博 
監　　　事 服部   英一 安藤   壽彦 伊藤次郎左衞門 
無任所理事 加藤   嘉紀 林      光雄
理　　　事 林      純蔵 広瀬      隆 伊藤   鑛一 天野   道造 綱島      彰 岩田      孝 池山   辰己 
 堀田   逞二 田中丸福男 首藤   康文 大脇   錠一 久留宮歓人 水野   金平 川村   悌弍
 伏原   靖二 立木   秀明

理事長 伊藤次郎左衞門

第17年度 （１９６７）

■主要事業 17年度は、中部圏の開発整備におけるさまざまな問題や課
題を研究・討議し、一般の人々の視点から豊かな中部をつくろうと活発に事業
を展開した1年でした。
その中心となったのがキャラバン隊の派遣です。中部圏内のJCの所在地

である各市を訪問し、JCの友人たちと共に地域問題や中部づくりを話し合お
うという壮大な試み。45JCの友人たちと語り終えました。
その一方で2月・4月・9月と3回にわたって講演会やパネルディスカッショ

ンを開催し、広域的かつ長期的な視点から地域づくりを学びました。「中部圏
内青年会議所合同例会」は、これら事業の集大成と言えます。多数の来賓を
迎え、参加JCは38にものぼりました。募集した論文の入賞者2名の表彰式を
はじめ、第2部の討論会ではJCの面々が若さあふれる意見を闘わせました。
このような地域に密着しつつ地域の未来を考える一連の活動は幅広い支

持を集め、日本ＪＣ経済活動優秀賞・ＪＣＩ最優秀ＬＯＭ賞（ニュージーランド賞）
を受賞しました。

直前理事長 富田   和夫 
副 理 事 長 今井   亮次 田中丸福男 林      純蔵 
監　　　事 青島   邦夫 小島鐐次郎 国枝   寅雄 
無任所理事 天野   道造 
理　　　事 斎藤鍵太郎 塩内   長俊 杉野峯一郎 伊藤   鑛一 伊藤   泰弘 近藤      徹 伏原   靖二 
 井上   雅之 首藤   康文 木村      茂 久留宮歓人 長谷川真弘 神谷   信清 堀田   逞二
 柏木   順壱 綱島      彰 尾関   武弘 鈴木   勝義

理事長　国枝   寅雄

第18年度 （１９６８）

■主要事業 “明治100年”を迎えた1968年の日本は、世界第3位の
驚くべき経済発展、いざなぎ景気の到来、その一方で労働力の逼迫や物
価値上がりなどが発生し、不安定で多様な経済状況が現れていました。
全国に広がる公害対策が急務の課題となりました。
バランスを失ったかに思える社会に対して、良識ある社会人としての
役割をきっちりと果たしていこうとエネルギッシュに活動しました。
働く青少年のためのJC文庫の創設は、その特徴的な事業と言えま

す。愛知県内16のJCに地道に協力を求めて、愛知青少年協会にたくさ
んの図書を寄贈したのです。
このような活動を内外に伝えるのがJCニュースですが、札幌で行われ
た全国大会で見事に最優秀広報誌賞を受賞しました。18年度のスロー
ガンである「最適社会の建設」を踏まえた編集方針が高く評価された結
果です。また、JCI世界会議（アルゼンチン・マルデルプラタ）にも出品され
てJCIワールド広報誌最優秀賞受賞という、ダブルの栄誉に輝きました。

直前理事長 伊藤次郎左衞門 
副 理 事 長 池山   辰己 綱島      彰 堀田   逞二 
監　　　事 天野   源博 田中丸福男 富田   和夫 
理　　　事 伊藤   泰弘 奥村   匡司 長谷川真弘 神谷   信清 松尾   宗倫 鈴木   勝義 三木   庸行 
 近藤      徹 西野田嘉生 中村   嘉孝 川村   悌弍 天野   源治 林      幹治 久留宮歓人
 浦野      勉 首藤   康文 八神   弘雄 柏木   順壱 森      博一 小島鐐次郎 伊藤   鑛一
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理事長　林      純蔵

第19年度 （１９６９）

■主要事業 19年度では、年度初めから2つの大きなテーマが掲げられていま
した。1つは1970年代の方向を見定めること、もう1つが来年に開催される日本
JC全国大会の準備です。
安保条約改定期を来年に控えて学生運動は過激化し、経済界からも秩序ある民

主主義社会発展に向けて活発な提言活動が行われていました。繁栄のためには若
者のバイタリティと連帯が不可欠として、新時代の担い手にふさわしい行動をとる
ことを1年の指針としました。

そこで、この年のJCデー統一事業のテーマは「国の安全と防衛について国民的
合意の担い手になろう」と定められました。政治家と政治学者3名が講師となって繰
り広げられた日米安保体制の実態を知ろうという企画に、市民も多数参加しました。
今年度は、経営開発委員会の活動に対して日本JC最優秀経済開発賞が授与さ

れました。日本JC最重点事業である「経営意識の刷新と企業の体質改善を敢行し
よう」に焦点を合わせ、優良企業100社訪問報告にまとめるなど70年代を生き抜
く経営者像を探求した調査研究活動が評価されたものです。

直前理事長 国枝   寅雄 
副 理 事 長 水野   金平 綱島      彰 近藤      徹 久留宮歓人
監　　　事 富田   和夫 天野   源博 永井      譲 
無任所理事 堀田   逞二 
理　　　事 塩内   長俊 奥村   匡司 黒川   勇司 松尾   宗倫 柴山昌比浩 伊藤   泰弘 安藤      勉 
 鈴木   勝義 宮地   国行 長谷川真弘 神谷   弥甫 三木   庸行 八神   弘雄 森      博一
 加藤      守 首藤   康文 浦野      勉 伊藤   鑛一 木村      茂 伊藤次郎左衞門 川村   悌弍 
 池山   辰己

理事長　綱島      彰

第20年度 （１９７０）

■主要事業 新しい時代の幕を開けた1970年は、名古屋JC創立20
周年の記念すべき年でもあります。
10月16日に行われた20周年記念式典には杉戸名古屋市長、土川
名古屋商工会議所会頭ら来賓をはじめ、歴代理事長が全員出席するな
ど多数の参加者があり、つつがなく華やかに挙行されました。記念祝賀
会には常陸宮同妃両殿下もご臨席されました。
翌17日～18日は第19回全国会員大会です。全国から続々とJCの

仲間たちが歓迎ムード一色の名古屋へやってきました。常陸宮同妃両
殿下来臨のもとに始まった開会式典から分科会、閉会式へとよどみなく
進行させ、無事に会期を終えました。
成功させたいという熱意で何度も何度も予行演習を繰り返した会員

たち。そして今大会から導入された副主管制度により、共に努力した四
日市・大垣・豊田JCの仲間たち。苦労も多々あっただけに、あたたかく固
い友情はその後も揺るぎないものとなりました。

直前理事長 林      純蔵 
副 理 事 長 三木   庸行 松尾   宗倫 川村   悌弍 伊藤   鑛一
監　　　事 天野   源博 加藤   嘉紀 田中丸福男 
無任所常任理事 伊藤次郎左衞門 
常 任 理 事 鈴木   勝義 伊藤   泰弘 木村      茂 加藤      守 柏木   順壱 
無任所理事 中北   智久 杉野峯一郎 堀田   逞二 
理　　　事 長谷川真弘 浦野      勉 黒川   勇司 日下      守 柴山   正彦 立木   秀明 小林   一夫 
 天野   源治 荒川   邦雄 川村   敏雄 宮地   国行 伴      正雄 森田   元夫 八神   弘雅
 岡村   明吉 

理事長　中北   智久

第21年度 （１９７１）

■主要事業 21年度は、歴史の重みと伝統に支えられて、未来を指向
するJC運動の真価を問われる年であるとの自覚に立って各種事業を推
進しました。目標は創立以来変わらず「明るい豊かな社会の建設」です。
メンバー全員が自らを律し、例会や委員会はもとより各種会合にも積極
的に参加し、出席率の良さは例年を上回る優秀さでした。
今年度は最重点課題として「心の問題」「アジアの問題」「地域社会の
問題」を取り上げ、解決の糸口を探るべく果敢にチャレンジしました。中

でもアジアの問題、特に日中関係については画期的な進展がありまし
た。7月に名古屋港に中国船「建設号」が入港した際には、名古屋JC15
名が2時間にわたって中国側と対話の機会を持ちました。訪中視察を実
現させることはできませんでしたが、中国研究会は引き続き継続される
ことになりました。
地域社会の問題としては、交通問題に取り組んでCO検査などを行
い、9月のJCデー統一事業を成功に導きました。

直前理事長 綱島      彰 
副 理 事 長 首藤   康文 黒川   勇司 木村      茂 八神   弘雄
監　　　事 伊藤   鑛一 林      純蔵 三木   庸行 
常 任 理 事 伊藤次郎左衞門 川村   悌弍 松尾   宗倫 
無任所理事 柴山   正彦 鈴木   勝義 森      博一 久留宮歓人
理　　　事 天野   源治 奥村   匡司 林      俊郎 伊藤   与朗 井上   喬詞 井上   文夫 小林武千代（丈紘） 
 大隈   圀彦 田口義嘉壽 一柳      鎨 小林   一夫 上村   晋也 青山   正幸 宮地   国行
 西村   嘉紘 
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理事長　伊藤   鑛一

第22年度 （１９７２）

■主要事業 急激な会員の拡大に接し、名古屋JCは1つの転換期にさしかか
ろうとしていました。22年度は自己啓発を進めながら、同時に地域社会の都市
環境の改良に取り組み、青少年との心のふれあいに尽力した1年となりました。
自己啓発の最大の機会である経営セミナーの今年度のテーマは「日本の原

点～日本人の未来像を探る」です。会員をはじめ161名もの参加者があり、2日
間にわたって熱心に受講していました。
都市の自然環境面では、リモートセンシング方式によって緑樹の活力度を調

査しました。その結果、市内唯一の天然林といわれる熱田の杜では樹木の老齢
化が著しく、環境良好と思われている東山地域でさえ針葉樹の育成が困難と
なっていることが分かりました。画期的で意義あるこの調査は市民の間にも大
きな反響を呼びました。
この他、青少年と共に行動する“ヤングブルー作戦”に基づいた「若者のつど

い・リズムの祭典」の開催や、日本JCアジア青年の船の名古屋でのサヨナラ
パーティーなど、青少年との交流に印象深い事業がありました。

直前理事長 中北   智久 
副 理 事 長 伊藤   泰弘 松尾   宗倫 長谷川真弘 田口義嘉壽
監　　　事 伊藤次郎左衞門 林      純蔵 三木   庸行 
無任所常任理事 川村   悌弍 
常 任 理 事 川村   敏雄 大隈   圀彦 小林   一夫 天野   源治 西村   嘉紘 加藤      守 杉野峯一郎 
無任所理事 久留宮歓人 
理　　　事 南舘   欣也 坂         誠 森      博一 伊藤   修策 堀田   日夫 安藤   龍彦 谷沢   光治 
 恒川   義朗 大橋   忠泰 小林武千代（丈紘） 一柳      鎨 荒川   邦雄 田嶋   好博 高岡   次郎
 大島　清（規伃志・喜十郎） 伊藤   政弘 高村   博三 

理事長　久留宮歓人

第23年度 （１９７３）

■主要事業 日本経済は活況を呈していましたが、原料不足や資源の枯渇が社
会問題となり、インフレ対策として打ち出された金融引き締め策によって不況感が漂
いはじめました。
そのような中、経済人にも人間尊重の福祉社会実現をめざして企業と地域社会の

調和ある関係が必要となってきました。そこで23年度は、隣人の幸せを願う人間愛、
福祉社会実現のための新しい価値観、社会連帯を根底にした事業を展開していきま
した。

メインテーマ“あおい地球”は創造性と輝く未来の象徴です。壮大なテーマを掲げ
る一方で、アンケートによる樹木の実態調査や植樹など、緑を保護育成する公園緑化
キャンペーンなどを通して住民と一緒になって地域社会づくりに積極的に取り組み
ました。
奉仕の精神に裏打ちされた団体であるだけに、会員一人ひとりがJCの使命を認

識していなければなりません。そこで7月6日から10日間の日程で初の社会経済視
察団をカリフォルニアに派遣、米国企業の新しい社会的側面を訪問調査しました。

直前理事長 伊藤   鑛一 
副 理 事 長 堀田   日夫 杉野峯一郎 宮地   国行 川村   敏雄
監　　　事 林      純蔵 松尾   宗倫 川村   悌弍 
無任所常任理事 田口義嘉壽 
常 任 理 事 大島　清（規伃志・喜十郎） 小林武千代（丈紘） 高村   博三 安藤   龍彦 安井   隆豊 南舘   欣也
無任所理事 木村      茂 
理　　　事 町田   重夫 山本   光夫 細野   恭弘 吉田   春樹 山本   祥二 祖父江義弘 神谷   信清 
 稲川   守彦 堀場   正武 伊藤   勝彦 千田      毅 酒井   善弘 森      光雄 加藤   千麿
 日下 　　守 西村   嘉紘 一柳　　鎨 

理事長　田口義嘉壽 

第24年度 （１９７４）

■主要事業 物価狂乱のパニック状態を引き起こした石油危機に襲わ
れたこの年、24年度は、「快適な社会の建設」をめざしてより実践的な
活動を活発に行った1年でした。
生活水準の向上と急激な都市化により、10年後の深刻な水不足と水
質悪化が叫ばれたため、プロジェクトチームを発足させて水問題に取り
組みました。従来は陸からの定点観測中心だった水質汚濁の調査では、
めざましく進歩し始めたばかりのリモートセンシング方式を使って空か

らも総合的に調査。この模様や結果は中日新聞夕刊の第1面トップ記事
で掲載されるなど、大きな注目を集めました。
全員参加で行われるJCデー統一事業の全体テーマは「ラブ・ナゴヤ」

と設定し、“愛”をキーワードにした催しを多彩に展開。目の不自由な人も
安心して歩けるよう音響信号機の設置をめざしてチャリティーで資金を
集めるなど、地域社会づくりに貢献しました。同様に、身障者の方たちが
安心して働ける環境をつくろうと、雇用バンク設立を実現させました。

直前理事長 久留宮歓人 
副 理 事 長 南舘   欣也 柏木   順壱 大隈   圀彦 小林   一夫
専 務 理 事 西村   嘉紘 
監　　　事 伊藤   鑛一 川村   悌弍 宮地   国行 
無任所常任理事 木村      茂 
常 任 理 事 森      博一 柴山   正彦 森田   素生 安井   隆豊 青山   正幸 加藤   千麿 上村   晋也 
無任所理事 小林武千代（丈紘） 鈴木   勝義
理　　　事 杉浦日出夫 春日   文明 青山   良雄 森      武保 舟橋   櫌光 細野   恭弘 岡田   克己 
 立木   秀明 松岡   浩一 清水   昌一 山口   直樹 伊藤   善朗 川口   将二 鶴田   欣也
 立松   悦治 浜田      武 待井   雄介 長谷川士郎 菅家   久栄 佐藤   静彦
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理事長　木村      茂

第25年度 （１９７５）

■主要事業 政治意識への高まりが社会全体に広がった時期に遭遇し
た25年度は、会員に自主的な政治参加を呼びかける一方で、創立25
周年記念事業プロジェクトに邁進した1年となりました。
記念式典と前夜祭の開催、記念誌「若い樹はさらに」発刊、タイムカプ

セルの制作、JCデー統一事業、経営開発シンポジウムなどです。
記念式典は4月6日愛知県文化講堂で、地元官財界人や韓国・フィリ

ピンJC代表ら約1,300名が参加して盛大に挙行されました。席上、記

念誌の発刊式とタイムカプセルの贈呈式がありました。そのタイムカプ
セルは直径79cm重さ360kgで、2000年の名古屋JC50周年に開
封されることを誓い、8月31日に科学館前に埋設しました。
記念事業の一環として行われたJCデー統一事業では「教育」を取り
上げ、父親不在などPTA問題などをテーマに区民集会を開いたり、8月
30日には「日本の教育の課題」をテーマに永井道雄氏、中村メイコ氏ら
を講師に迎えて討論会を開きました。

直前理事長 田口義嘉壽 
副 理 事 長 高村   博三 鈴木   勝義 山口   直樹 小林武千代（丈紘）
専 務 理 事 森      博一 
監　　　事 久留宮歓人 川村   敏雄 柏木   順壱 
常 任 理 事 高岡   次郎 青山   良雄 松岡   浩一 伊藤   善朗 鶴田   欣也 浜田      武 細野   恭弘 
 吉田   春樹 川村   悌弍 
無任所理事 杉野峯一郎 広瀬      武 春日   文明 
理　　　事 田嶋   好博 高村   武彦 平野鉄二郎 西村   光雄 神谷   弥甫 高桑   秀幸 丹羽   一征 
 杉本   仁至 野嵜東太郎 古川   爲之 白木      喬 早川   和夫 宮下幸二郎 早川   東助
 杉山   恭彦 長谷川林平 青木   泰樹 佐藤   善乙 坂         誠 大河内正雄 村瀬雄一郎 

理事長　川村   悌弍

第26年度 （１９７６）

■主要事業 1976年は名古屋JCにとっては、25年の歴史に次の四半世紀を
積み上げるための記念すべき第1歩を記す年です。
活動にあたって、3つの事業方針と4つ運営方針が立てられました。〈事業方針〉

「低成長経済下における企業社会の存立と繁栄を守るために自由主義経済体制の
基盤を再確認しよう」「国際緊張下における連帯意識と国家の自立性のあり方を考
え、今後の政治理念の確立に積極的に参画しよう」「青少年問題を通じて教育と文
化の指向性を探り、あわせて日本の将来への展望を開こう」の3点と、〈運営方針〉

「良き市民、良き企業人になるための訓練を」「組織の分割化と効率的な運営への
配慮を」「会員数の拡大」「社会と企業に、より信頼されるJC運動」の4点です。
社会的危機の本質を探ろうとした2月例会、日本の伝統文化を見直して未来を

探る3月例会、ヨーロッパ型経営を洞察する4月例会など、いずれのテーマも本年
の社会情勢を端的に表しています。とりわけスト権ストに関するパネルディスカッ
ションが行われた10月例会は、名古屋JCが政治問題に積極的に足を踏み入れた
記録に残る出来事でした。

直前理事長 木村      茂 
副 理 事 長 大島　清（規伃志・喜十郎） 加藤   千麿 安藤   龍彦 松岡   浩一
専 務 理 事 杉本   仁至 
監　　　事 久留宮歓人 杉野峯一郎 南舘   欣也 
特 別 顧 問 田口義嘉壽 
無任所常任理事 広瀬      武 
常 任 理 事 町田   重夫 田嶋   好博 春日   文明 坂         誠 岡田   克己 早川   和夫 伊藤   政弘 
 古川   爲之 千田      毅 野嵜東太郎 鈴木   勝義 村瀬雄一郎
無任所理事 西村   嘉紘 柏木   順壱 長谷川林平 
理　　　事 井高      博 水野   義夫 武田   和久 稲川   守彦 諏訪   光之 原      勝彦 鬼頭   康之 
 加藤   寿彦 飯田      隆 野崎      博 櫟木   正雄 竹田   光宏 水谷   鎮夫 青山   孝雄
 中村   守人 井原   康成 堀田   明利 保浦   文郎 長谷川   武 丹羽   一之 安藤   重良 
 大原   康之 大河内健二 沢井   孝郎 江口   太郎 小川   克己

理事長　加藤   千麿

第27年度 （１９７７）

■主要事業 経済環境・社会環境共に非常に厳しく、会員のバックボー
ンである企業経営への不安も渦巻いた1年でした。そのためJC運動を
安定して推進していくためにも自己基盤の確立が急務となり、次の4つ
を重点に推進することとしました。
それは「JC運動を通じて一人ひとりが自分自身の企業活動を考え、

自律した強い個人になるべく役割を認識すること」「同志的連帯感の再
認識をすること」「健全な地域社会の確立へ努力、そのために自治意識

の高揚運動に取り組む」「明日の名古屋のコミュニティづくりを考える
社会開発運動の推進」です。
中でも「新しい経済秩序の確立と明日への繁栄をめざして」の統一

テーマで開かれた経済シリーズ例会（2月・3月・4月・8月）は特筆できる
事業で、企業人としての個々の意識改革を学び、最終的にはまとめとし
て商工会議所・中経連・同友会の協力を得て「名古屋経済会議」開催に結
びつけました。

直前理事長 川村   悌弍 
副 理 事 長 野嵜東太郎 岡田   克己 古川   爲之 伊藤   善朗
専 務 理 事 町田   重夫 
監　　　事 木村      茂 小林   一光 大隈   圀彦 
特 別 顧 問 田口義嘉壽 
無任所常任理事 柏木   順壱 
常 任 理 事 稲川   守彦 鬼頭   康之 飯田      隆 佐藤   善乙 長谷川   武 杉山   恭彦 大原   康之 
 水谷   鎮夫 待井   雄介 村瀬雄一郎 杉本   仁至 杉浦日出夫
無任所理事 小林   丈紘 広瀬      武
 春日   文明 西村   嘉紘
理　　　事 松田   紀興 水野   義雄 鵜飼   治昭 横山      昇 鈴井   重光 伊藤   雅隆 近藤   正典 
 吉田   大士 加藤   勝久 西村   光雄 牧ヶ野義雄 武部      宏 真野      清 川村   康夫
 金森徳三郎 山田   隆雄 加知   武司 小山   慎介 吉田   安広 久郷   省三 国分   孝雄 
 牧野   昌司 安井   隆豊 
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理事長　野嵜東太郎

第28年度 （１９７８）

■主要事業 価値観が多様化し、不確実性の時代と呼ばれる28年度は、
“社会的、国家的、国際的な責任”を自覚した市民連帯感と、個人の創意が生
かされる社会づくりをめざして事業を展開した1年でした。事業の継続性に
重点が置かれたのが特徴で、前年度に大きな反響のあった名古屋青年会議
や名古屋経済会議などが引き続き開催されました。
青年会議ではオリンピックの誘致問題を調査研究して提言し、経済会議

では3回のシリーズ例会を含めて「自由主義経済と企業家精神」をテーマに

討論されました。またJCデー統一事業では、同じ日の同じ時間に同じテーマ
で全委員会が討論会を開催するというユニークな試みが行われました。
このような活動の基本方針となったのは「地についたJC運動をめざそ

う」「厳しい現況を直視し、これからの企業と経済人の進むべき道を考えよ
う」「市民のニーズに応える地方自治問題に取り組もう」「広い視野に立ち、
国際都市名古屋を考えよう」の4点で、これを11室20委員会に分かれて事
業推進しました。

直前理事長 加藤   千麿 
副 理 事 長 田嶋   好博 待井   雄介 杉本   仁至 吉田   春樹 大原   康之 
専 務 理 事 鵜飼   治昭 
監　　　事 川村   悌弍 柏木   順壱 大隈   圀彦 
特 別 顧 問 田口義嘉壽 
顧　　　問 伊藤   善朗 
無任所常任理事 西村   嘉紘 
常 任 理 事 松田   紀興 早川   和夫 横山      昇 吉田   大士 櫟木   正雄 金森徳三郎 青山   孝雄 
 沢井   孝郎 安藤   重良 牧ヶ野義雄 江口   太郎 
無任所理事 広瀬      武 小林   丈紘 小林   一光 
理　　　事 那須   國宏 森川   幸洋 山口   道夫 国分   孝雄 横井   寿男 坂川      勝 鈴木   和雄 
 伊藤   哲郎 雨宮   治昭 尾畑      孝 伴      禎夫 島本   迪彦 森      良雄 筒井   信之
 鶴田   桝弘 山端   康平 渡辺   文雄 斉藤   文孝 恵美   哲雄 牧野   昌司

理事長　古川   爲之

第29年度 （１９７９）

■主要事業 88名という多数の新入会員を得て会員数500名を超えた
29年度。来るべき80年代に新たなる成熟社会を構築するため、市民連帯・国
民連帯・世界連帯をめざして広い視野でJC運動を展開した1年となりました。
歴史的観点から日本の特性を理解して世界における日本の前述を考える

例会を開催し、会員自身のバックボーンである経営を安定させるべく経営手
法を学ぶシリーズ例会を3回にわたって開き、2回の勉強会をベースにした会
員同志の討論会例会も開催しました。6回にわたって行われた理事長を囲む

会も、互いの理解と研鑽の場、青年経済人としての道徳心を確立する場となり
ました。
青年会議と経済会議を発展させて開催した「名古屋大都市圏青年会議」で

は、魅力ある名古屋の繁栄をめざして提言しました。またオリンピック誘致活
動を東海地区へと広げ、オリンピック展開催や「’88名古屋オリンピック誘致を
すすめる会」を結成するなど、世論の盛り上げに尽力しました。

直前理事長 野嵜東太郎 
副 理 事 長 稲川   守彦 吉田   大士 水谷   鎮夫 安藤   重良 青山   孝雄 
専 務 理 事 武部      宏 
監　　　事 待井   雄介 西村   嘉紘 大隈   圀彦 
顧　　　問 田嶋   好博 広瀬      武
無任所常任理事 杉本   仁至 
常 任 理 事 那須   國宏 恵美   哲雄 鈴木   和雄 伊藤   哲郎 雨宮   治昭 尾畑      孝 小山   慎介 
 島本   迪彦 山田   隆雄 渡辺   文雄 國分   孝雄 鵜飼   治昭
無任所理事 吉田   春樹 
理　　　事 加藤   勝昭 伊東   信吉 舟橋   政男 宮田   五郎 岩根   敬泰 岩田   玄知 小池   教夫 
 谷   喜久郎 堀田   達夫 鬼頭   完次 大竹   勇司 吉田   雅樹 河原   好彦 田島   慶雄
 恒川   知彦 嶋田   健二 山内   芳郎 田中   義一 酒井   敏彦 稲川      久 天野   俶明 
 遠藤   正昭

理事長　吉田   春樹

第30年度 （１９８０）

■主要事業 世界と共に生きる日本、世界の中の名古屋－30年度は、「調
和・文化・意識」をメインテーマにして、地域文化とそれらを形成する人間社会づく
り、精神文化の高揚という理想に向かって数々の事業が展開された1年でした。
「名古屋オリンピックフェスティバル」は5月に開催されました。栄をスタートし
て愛知県体育館をゴールとする名古屋で初めてのシティマラソンで、市民の賛同
を得て予想以上の人数が参加、オリンピックをアピールしました。スポーツの振興
を図る「子どもの祭典」は、各界から喜ばれました。

30周年記念事業は「たしかめよう創始の心、考えよう80年代、飛び出そう21
世紀へ」を合い言葉に記念式典と懇親会をはじめ、ナゴヤまつりフェスティバル、
青少年まつり文化大賞、記念誌が企画されました。
中でも、愛知県と中国・江蘇省が姉妹提携したこともあって南京市からちびっ子

大使“小紅花芸術団”を招聘、公演やホームステイ、交流キャンプなどを行って親
睦を深めたことは、世界の中の名古屋を考えるうえで重要なポイントとなりまし
た。

直前理事長 古川   爲之 
副 理 事 長 島本   迪彦 鵜飼   治昭 雨宮   治昭 金森徳三郎 鈴木   和雄 
専 務 理 事 櫟木   正雄 
監　　　事 杉本   仁至 吉田   大士 野嵜東太郎 
顧　　　問 待井   雄介 西村   嘉紘 安井   隆豊 
常 任 理 事 西村   光雄 伴      禎夫 天野   俶明 河原   好彦 嶋田   健二 山内   芳郎 近藤   正典 
 森川   幸洋 竹田   光宏 酒井   敏彦 加藤   勝久 那須   國宏
無任所理事 青山   孝雄 牧野   昌司 筒井   信之 
理　　　事 井桁   正保 丹羽   幸彦 井口   外昭 若月   純人 祖父江泰治 西川   輝男 本多   清治 
 福永      仁 長瀬由司久 丹下   康廣 辻本   昌孝 吉木   洋二 増田   盛英 宮崎      渡
 平手   満彦 安藤   恒春 宮堂   史朗 伊藤   建一 山口   勝弘 鈴木   邦夫 尾上      昇 
 山田   靖典
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理事長　青山   孝雄

第31年度 （１９８１）

■主要事業 JCを社会の中で明確に位置づけること、会員一人ひとり
がJAYCEEとしての姿勢を改めて考えてみること－31年度はこの2
点をポイントに“私と私たち”を意識して活動した1年でした。
まず時代の変化を先取りする青年経済人としての先見性を確立しよ

うと、2001年特別委員会を中心に活動し、その成果はコンペ事業
「2001年への道」へと結びつきました。
JC活動に感動の場が少なくなった、大組織故に会員個々の求めに応

じた事業が展開しにくくなった……といった大都市LOMに起こりがちな
課題にあえてチャレンジするために、ボトムアップ方式やコンペティショ
ン事業を採用しました。
例会の司会や宣言文の読み上げを役員から一般会員に移したりと
いった小さな試みを含めて、一人でも多くの会員が参加できる仕組み
が取り入れられました。コンペへの応募作品は予想を超える数があり、
会員の活性化に大いに役立ちました。

直前理事長 吉田   春樹 
副 理 事 長 安井   隆豊 山本   祥二 河原   好彦 鬼頭   康之 那須   國宏 
専 務 理 事 天野   俶明 
監　　　事 吉田   大士 鵜飼   治昭 大隈   圀彦 
顧　　　問 西村   嘉紘 野嵜東太郎
常 任 理 事 尾上      昇 久郷   省二 稲川      久 堀田   達夫 鈴木   邦夫 丹羽   幸彦 西川   輝男 
 本多   清治 宮崎      渡 牧野   昌司 岩田   玄知 筒井   信之
無任所理事 鈴木   和雄 雨宮   治昭 安藤   重良 金森徳三郎
理　　　事 草野   勝彦 鈴木   幹雄 森本   健市 川口   喜朗 大原   広昭 三輪完太郎 吉木   洋二 
 梶田   佳洋 福本   豊彦 嶺木   昌行 富永   康文 加藤   直義 関      正之 渡辺   岳宏
 長谷川敬修 岩田   栄一 浅野   純史 足立   雄一 長尾   昌彦 西川   良三 谷   喜久郎 
 酒井   敏彦 辻本   昌孝 西村   光雄 林      清重 

理事長　安藤   重良

第32年度 （１９８２）

■主要事業 1960年代からの物質文明の急速な発展による“ゆがみ”
の是正を含め、次代を担う若者として、人間として今何をなすべきか－
32年度は地方の行政改革問題に取り組みつつ、4つの基本方針を立て
て事業が展開されました。その方針とは「精神的拡充を前向きに取り上
げる」「少数から多数への運動を地道に展開」「未来に挑戦する青年像
を創る」「活力とゆとりをつくる施策を考える」です。
これに基づいて例会が開催されました。メンバー同士が意志疎通を

図って連帯感を強めた例会（1月・8月・12月）、活力とゆとりある青年都
市づくりめざして行動した実効性のある例会（3月・6月・10月）、企業人
としての人間形成の場とした例会（2月・4月・5月・7月・11月）。そして9
月例会は、地方の行政改革問題を取り上げ、行政を知るための“名古屋
JC1日臨調”が開かれました。牛尾治朗臨調専門委員による基調講演や
パネルディスカッションを通して現在の問題点が端的に示され、何らか
の改革の必要性が市民にも十分に伝わるものとなりました。

直前理事長 青山   孝雄 
副 理 事 長 岩田   玄知 久郷   省二 酒井   敏彦 丹羽   幸彦 鈴木   邦夫 
専 務 理 事 牧野   昌司 
監　　　事 野嵜東太郎 河原   好彦 鈴木   和雄 
顧　　　問 古川   爲之 吉田   春樹 那須   國宏 
常 任 理 事 鈴木   幹雄 宮堂   史朗 岩田   栄一 長瀬由司久 加藤   直義 伊藤   建一 吉田   雅樹 
 坂川      勝 山口   勝弘 田中   義一 大原   広昭 金森徳三郎
無任所理事 雨宮   治昭 櫟木   正雄 鬼頭   康之 本多   清治
理　　　事 児山   釈明 鶴見   正明 乃一      稔 大和   哲郎 辻      正春 長瀬徳八郎 吉村   充敏 
 杉山   雄彦 篠田   光浩 奥村      洋 森      保彦 橋元   幸次 石田   喜樹 成田   国立 
 尾関   和成 後藤   保正 高橋   靖裕 舘      健吾 平松潤一郎 鬼頭   完次 岡田   啓作 
 細野   憲二 小林   国夫 杉江純一郎 国分   義雄 

理事長　鈴木   邦夫

第33年度 （１９８３）

■主要事業 33年度は、世界会議誘致に始まり世界会議誘致に終わったと
いっても過言ではないでしょう。
全国大会や各種会議など国内はもとより世界を股にかけたPRキャンペー

ン、中でもクライストチャーチで行われたJCIアジア大会では会員の夫人もプ
ロモーションに参加するという熱の入れようでした。その努力と熱意が実り、
1986年世界会議開催がほぼ確実となりました。
このように大きな運動を展開する一方、“新たな座標軸”を求めて多くの事業

が展開されました。今や恒例となった第4回第4回ナゴヤシティマラソン・懸賞論
文・行革フォーラム・シネソン……。会員向けの事業としては、4つの経営塾委員
会がそれぞれ独自に経営塾を開きました。また4月には昨年に引き続いて行政
改革をテーマにしたフォーラムが行われ、一般市民も多数が聴講に訪れました。
ナゴヤシティマラソン・世界会議誘致運動など非常に多忙を極め、さらに対

外向け・対内向け・継続事業・新規事業と、それぞれが入り乱れるように多くの事
業が行われました。

直前理事長 安藤   重良 
副 理 事 長 嶋田   健二 竹田   光宏 堀田   達夫 吉田   雅樹 伊藤   建一 
専 務 理 事 尾上      昇 
監　　　事 吉田   春樹 酒井   敏彦 古川   爲之 
顧　　　問 櫟木   正雄 
無任所常任理事 青山   孝雄 
常 任 理 事 杉山   雄彦 石田   喜樹 鬼頭   完次 浅野   純史 福本   豊彦 尾関   和成 長尾   昌彦 
 草野   勝彦 平松潤一郎 武部      宏 高橋   靖裕 岩田   栄一
無任所理事 山口   勝弘 田島   慶雄
理　　　事 水野   裕善 田茂井克典 志水   義祐 唐木      寛 伊藤   幸太 各務      修 名倉   嗣治 
 松波   恒彦 築山   敏朗 浅野   幸次 大岡   洋三 山中   岩男 近藤   武彦 柴田   信義
 村井   優文 星野   幹夫 大矢   英憲 白石   信雅 福与   恵俊 西川   広義 山田   敏雄 
 阿部      博 山口   道夫 鈴木      強 高木   清秀 白木   勝久
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理事長　伊藤   建一

第34年度 （１９８４）

■主要事業 1986JCI世界会議の名古屋誘致を成功させることを目
標に、開催地としてふさわしい資質を備えた名古屋JCとしてのアイデン
ティティを確立することをめざし、さまざまな事業が展開されました。
「ナゴヤシティマラソン」等の継続事業は市民参加のイベントとして定
着した感があり、多くの市民の参加を得ることができました。さらに、特
別事業として新たに企画された「名古屋パソコンソフトフェスティバル」
「都市デザイン展」「わんぱく相撲」「三世代交流ゲートボール大会」等

も、予想を大きく上回る市民が参加し大盛況のうちに幕を閉じました。
世界会議誘致に関しては、各地区コンファレンスや各国コンベンショ

ン、国内キャンペーンなど機会を逃さず積極的にPR活動を展開しまし
た。会員全員が心を1つにして取り組んだ熱意が実り、11月17日、モン
トリオール会議において「’86JCI世界会議名古屋開催」が決定しまし
た。現地に120人の会員を送り、名古屋では250人が集まって、この喜
びの瞬間を祝いました。

直前理事長 鈴木   邦夫 
副 理 事 長 大原   広昭 山口   道夫 鈴木   幹雄 鬼頭   完次 岩田   栄一 平松潤一郎
専 務 理 事 石田   喜樹 
監　　　事 古川   爲之 青山   孝雄 堀田   達夫 
顧　　　問 吉田   雅樹 
常 任 理 事 唐木      寛 宮田   五郎 伊藤   幸太 乃一      稔 渡辺   岳宏 浅野   幸次 村井   優文 
 白木   勝久 橋元   幸次 名倉   嗣治 森本   健市 山田   敏雄 舘      建吾 
無任所理事 田中   義一 浅野   純史
理　　　事 富田   尚志 加藤   益也 柏木      功 渡辺   剛男 浅野   好司 池         潤 天野   正明 
 加藤   和豊 村山   博志 立松      賢 加藤   順造 上野   広志 平野   貞義 大野   幸彦
 林   国太郎 澤田   壽之 間瀬   和臣 神谷   裕之 古川      隆 今阪   邦雄 宮尾   紘司 
 辻阪   幸雄 伊藤   隆夫 永岡      滋 後藤   正憲 鈴井      優

理事長　吉田   雅樹

第35年度 （１９８５）

■主要事業 名古屋JCの発案ではじまった名古屋シティマラソンは市
民の間にすっかり定着し、この年から名古屋市と名古屋体育協会と共催
で行われる大会へと発展しました。参加者も1万人に達し、年々盛んに
なる一方です。
いよいよ来年にせまった名古屋世界会議。すべての事業活動が、あら

ゆる面で世界会議への基盤づくりともなりました。
北米地区・南米地区・ヨーロッパ地区・アフリカ地区・アジア地区の各地

区大会で参加要請のキャンペーンを展開し、各国のナショナルコンベン
ションへの派遣参加は10か国に及びました。国内では北は北海道から
南は沖縄まで、地区大会やブロック大会に参加。東海地区に重点をおい
たLOMめぐりも行われました。
各地JCの反応は非常に良く、11月に行われた第40回JCI世界会議

（コロンビア・カルタヘナ）でも、このようなキャンペーン活動への評価が
高く、期待の声がたくさん聞かれました。

直前理事長 伊藤   建一 
副 理 事 長 渡辺   岳宏 村井   優文 長瀬由司久 白木   勝久 伊藤   幸太 
専 務 理 事 浅野   幸次 
監　　　事 丹羽   幸彦 鈴木   邦夫 大原   広昭 
顧　　　問 山口   道夫 鈴木   幹雄
世界会議顧問 鬼頭   完次 岩田   栄一 平松潤一郎 
常 任 理 事 児山   釈明 三輪完太郎 立松      賢 加藤   順造 長瀬憲八郎 鈴木   　強 後藤   正憲 
 高木   清秀 永岡      滋 加藤   和豊 鈴井      優 浅野   好司 阿部      博 
無任所理事 舘      健吾 石田   喜樹 橋元   幸次 
理　　　事 戸塚十三雄 古橋   富夫 古川   桂司 柘         勝 中野   俊治 森下   幹人 増田      太 
 河田   洋司 奥村   和敏 満田   貴男 米川      登 和田   政司 鈴木   清嗣 松岡宗之介
 田口   利寿 北澤   恒雄 松本      直 水野   鈴雄 小笠原   暁 一柳      伸 大沢      隆 
 林      芳行 新美   宣英 岡嶋   昇一 澤木   孝夫 市川   周作 長谷川正親 加藤愛一郎
 長瀬   傳郎 

理事長　山口   道夫

第36年度 （１９８６）

■主要事業 11月5日～18日、待ちに待った第41回JCI名古屋世界
会議が開催されました。36年度は、まさにこのインターナショナルな会
議の実現に1年をまるっと費やしたと言っても過言ではないでしょう。
10月31日に早々とダミエルレミー事務総長が到着されたのをはじ

め、名古屋駅に名古屋空港に、次々とやって来ます。11月5日にバロー
ニJCI会頭らを招いてお茶会の実施、8日には皇太子ご夫妻をお迎えし
ての会頭歓迎レセプション、引き続いて63か国1,000人が集まっての

ウエルカムナイト。11月9日にいよいよ開会式が行われ、1万3,000人
が実り多い会議となることを誓い合いました。会期中は平和を語り合う
記念シンポジウム、傑出した若者を表彰するT.O.Y.Pセレモニー・世界
青年サミット・採択された名古屋宣言〈私たちはいま宣言する“ヒューマ
ン・テクノロジー”の世紀へ、いま行動することを〉を刻んだ照明灯モニュ
メントの設置などが行われました。また、8日～16日はインターナショナ
ルウィークとして多彩なイベントが繰り広げられました。

直前理事長 吉田   雅樹 
副 理 事 長 後藤   正憲 立松      賢 加藤   順造 加藤   和豊 白木   勝久 平松潤一郎
 舘      健吾（無任所） 
専 務 理 事 鈴木   幹雄 
監　　　事 鈴木   邦夫 伊藤   建一 渡辺   岳宏 
顧　　　問 村井   優文 石田   喜樹
世界会議顧問 大原   広昭 
常 任 理 事 尾関   和成 古川   桂司 橋元   幸次 北澤   恒雄 長瀬   傳郎 大矢   英憲 鈴井      優 
 神谷   裕之 林      芳行 澤木   孝夫 間瀬   和臣 長谷川正親 奥村   和敏 
無任所理事 鬼頭   完次 岩田   栄一 長瀬由司久 伊藤   幸太
理　　　事 西村   利夫 高木   康行 西脇      司 春間   則広 加来   純一 田中   哲男 高橋   靖裕 
 占部   憲一 藤井   雅邦 小坂井雅生 安藤   貞行 唐木      寛 松原   邦夫 野田   剛司
 和田   政司 吉岡   正人 本多      清 山本   裕三 加藤   芳一 須原   茂樹 異相   武憲 
 山口      裕 矢口   隆明 新実   宣英 加村      稔 山口   典宏 岩口   孝一 藤岡   省吾
 柴田   光朗 
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理事長　加藤   和豊

第37年度 （１９８７）

■主要事業 世界会議開催を無事に終え、その興奮が冷めやらぬうち
に迎えた37年度。
統一テーマに「大名古屋圏のアメニティを求めて」を掲げて事業を展
開。その中心となったのが2月から9月まで行ったシリーズ例会と各担
当委員会での研究です。“ツーウェイオブライフ”の考え方を基本とし
て、10月例会「ハイクオリティライフ’87」「ときめきパビリオン’87」は
世界デザイン博覧会のプロローグイベントの位置づけを得て、テーマ館

でのデザイン展示、シンポジウム、地元クリエイターのデザイン広場な
ど多彩なイベントを主催。
内部充実にも努めました。まず委員会数を減らし、正副委員長研修の
充実と副委員長をめざす会員のための開発会議を充実させ、正副委員
長の指導力強化を図りました。世界会議記念基金等を設立し、財政基盤
の安定と予算執行の柔軟性を確保しました。

直前理事長 山口   道夫 
副 理 事 長 鈴井      優 名倉   嗣治 奥村   和敏 石田   喜樹 林      芳行 
専 務 理 事 北澤   恒雄 
監　　　事 後藤   正憲 鈴木   幹雄 平松潤一郎 
顧　　　問 加藤   順造 長瀬由司久 鬼頭   完次 白木   勝久 伊藤   幸太 
無任所常任理事 舘      健吾 
常 任 理 事 戸塚十三雄 吉岡   正人 田中   哲男 占部   憲一 岡嶋   昇一 田口   利寿 小坂井雅生 
 本多      満 岩口   孝一 異相   武憲 林   国太郎 
無任所理事 宮堂   史朗 立松      賢 橋元   幸次 
理　　　事 吉田   敬岳 杉戸   良治 加藤   光保 長崎   守利 大月   一彦 渡辺   嘉一 谷口   仁志 
 諏訪      明 山田   慎也 柴原      實 北折   芳男 山田順一郎 米坂みよ古 鈴木   聖三
 山田   幹夫 加納      裕 西川   誠也 鈴村   雅夫

理事長　林      芳行

第38年度 （１９８８）

■主要事業 日本で3番目に大きいLOMとして活躍してきた名古屋
JC。38年度は自らの手足を使い、額に汗して大小さまざまな事業を推
進し、リーダーシップの育成と地域開発に努めた1年となりました。
世界会議の精神を引き継いで開催し経済協力体制を話し合った「ア

ジアNICSとの国際会議」。奉仕活動を全会員が体験し統一テーマ事業
としてまちの景観を考えた「クリーンナゴヤ運動」。そしてJCとしてデザ
イン博に参加するための「デザイン事業」では、白鳥会場に1万4,000

枚のタイルで大きな鳥の絵を描く企画が採用されました。地域の優良
企業100社を訪問して経営者と直に接した「優良企業の実態調査」で
は、青年経済人らしい視点が大いに発揮されました。

直前理事長 加藤   和豊 
副 理 事 長 占部   憲一 浅野   幸次 尾関   和成 澤木   孝夫 田口   利寿 
専 務 理 事 新実   宣英 
監　　　事 加藤   順造 岩田   栄一 長瀬由司久 
顧　　　問 平松潤一郎 石田   喜樹 立松      賢 伊藤   幸太 白木   勝久 
無任所常任理事 鬼頭   完次 
常 任 理 事 田茂井克典 須原   茂樹 吉田   敬岳 大澤      隆 安藤   貞行 加納      裕 加藤愛一郎 
 加藤   芳一 鈴木   聖三 和田   政司 中野   俊治 小笠原   暁 一柳      伸 
無任所理事 岡嶋   昇一 
理　　　事 廣瀬   寿重 中島   吉隆 松田   高男 近藤   宏行 桜井      繁 岩井   浩司 稲熊   宏樹 
 水野   茂生 飯田   鳴登 伊藤   秀樹 寺島   一男 岩田   達七 大竹   敬一 鬼頭      進
 岡本   善博 石原   和幸 牧野   恒久 松岡   泰宏 菊地   啓介 加藤   憲司 下村   直己 

理事長　澤木   孝夫

第39年度 （１９８９）

■主要事業 39年度はこれまでの名古屋JCの運動を長期的視点と
短期的視点で総括しつつ、明るい展望を描いて確実に一歩一歩を刻ん
だ1年となりました。
「国際化」と「世界デザイン博覧会への協力活動」と「広域的視点」を
重点に事業が進められました。
世界デザイン博覧会については、前年度からの継続事業であるタイ
ル事業やキャンペーン活動を行って協力しました。国際化活動について

は、5月に文化的・人的交流を中心にしたアジア交流祭を開催し、民間レ
ベルの国際親善に大きく貢献しました。
また、運動を進める上でもはや一地域を見ているだけの時代は終わ

りました。そこで広域的な理論と連携で課題解決にあたろうと、積極的
に他JCとのネットワークづくりが行われました。

直前理事長 林      芳行 
副 理 事 長 鈴木   聖三 安藤   貞行 岡嶋   昇一 岩口   孝一
専 務 理 事 異相   武憲 
監　　　事 石田   喜樹 浅野   幸次 伊藤   幸太 
顧　　　問 尾関   和成 田口   利寿
常 任 理 事 岩井   浩司 柘         勝 菊地   啓介 飯田   鳴登 岩田   達七 桜井      繁 矢口   隆明 
 渡辺   嘉一 大月   一彦 石原   和幸 下村   直巳 鈴村   雅夫 鶴見   正明 
理　　　事 吉田   敬三 長屋      博 阿石   重男 出口   幹人 谷口   和也 富永   浩司 大山   泰裕 
 斎藤   清治 佐橋   敬三 西村   守央 伊藤   武博 櫻井   英明 渡辺   英二 長谷川直人 
 八代   芳明 宮嵜   良一 金森   茂明 佐藤   貞明 入谷   正章 今村   憲治 須田   益市 
 辻本   正人 佐藤   正博 神谷日出男
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理事長　田口   利寿

第40年度 （１９９０）

■主要事業 40年度はグローバリズムと創造的環境改革をテーマに
掲げ、数多くの新しい試みと大胆な改革が実行された1年となりまし
た。その実践として「名古屋地球市民会議」を開催しました。これは来年
度にJCIで開催が予定されている21世紀青年国連の先駆けとなりまし
た。“創造的環境改革”とは社会・経済・政治・文化・教育・都市など様々な分
野の問題や政策についてトータルな視点で考えるという意味です。学
会や行政など各専門分野で出された分析や提案を、青年こそが総合判

断すべきではないかという考え方です。
継続性のある政策立案のためのシンクタンク設置に関する研究、地
域の企業人を育成するJCビジネススクールの開催、市民に開かれた
JCをアピールする対外機関誌や出版などが挙げられます。また、環境
問題委員会の新設、TARG事業の大幅な刷新、市民ネットワークの推
進、情報蓄積のためのライブラリー機能推進、政策開発研修委員会の
設置も行われました。

直前理事長 澤木   孝夫 
副 理 事 長 岩田   達七 橋元   幸次 桜井      繁 渡辺   嘉一 小坂井雅生 
専 務 理 事 石原   和幸 
監　　　事 尾関   和成 岡嶋   昇一
顧　　　問 異相   武憲 岩口   孝一
常 任 理 事 杉戸   良治 佐藤   正博 大山   泰裕 八代   芳明 金森   茂明 市川   周作 吉田   敬三 
 大竹   敬一 長屋      博 中島   吉隆 今村　憲治 吉岡   正人 宮嵜   良一 鈴木   清詞
無任所理事 加藤   芳一 菊地   啓介
理　　　事 大橋   英生 井藤久仁俊 山口   直彦 田中   信彦 長崎多賀巳 坪井   進吾 江端   茂義 
 石田   直城 中野   貴紀 生田   恵一 加藤      厚 加藤   基吉 川真田栄次 遠山   真人
 加藤   英晃 亀井      茂 山本   基博 篠田   尚久 野畑   幹徳 佐藤   貴之 新谷   岳史 
 西澤      茂 井上   隆司 伊藤      暁

理事長　渡辺   嘉一

第41年度 （１９９１）

■主要事業 41年度は“個人の幸福と社会全体の幸福との調和”“企
業における経営者と社員との親和”“日本と世界との融和”といった哲学
的な観点をテーマに事業を推進した1年でした。“哲学するJC運動”は
意義深い成果を上げることとなりました。
1つの結晶といえるのが8月例会で行われた「ビジョンフォーラム21
－人間文明への飛翔」でしょう。2室4委員会が担当したこのフォーラ
ム。社会学のダニエル・ベル博士をはじめ社会科学・宗教・科学技術・企業

等の各専門分野から招かれた国内外の講師の皆様により、人間が生き
るに値する21世紀社会のあり方が話し合われました。多くの示唆に富
んだ豊かな未来へのシナリオと21世紀の人間文明像は、一般聴講も多
くあった聴衆の心に深く刻み込まれました。

直前理事長 田口   利寿 
副 理 事 長 菊地   啓介 金森   茂明 吉岡   正人 岩井   浩司 大竹   敬一 
専 務 理 事 中島   吉隆 
監　　　事 澤木   孝夫 橋元   幸次 桜井      繁 
顧　　　問 石原   和幸 小坂井雅生
常 任 理 事 大橋   英生 山田   慎也 田中   信彦 江端   茂義 野畑   幹徳 中野   貴紀 井上   隆司 
 加藤   芳一 篠田   尚久 西澤  　 茂 伊藤      暁 石田   直城 谷口   和也 
無任所理事 大矢   英憲 岩口   孝一 長屋      博 新谷   岳史
理　　　事 石原   基次 水野   一樹 國本   桂史 関谷   俊征 白瀧   正人 國井   鉄也 水野   恒平 
 星野   信利 川本   嘉博 村松   豊久 井上      勇 早瀬   孝文 北      鉄郎 光田   敏夫
 伊藤   明人 大井   俊明 柴田   幹夫 角倉      元 村上      斎 大場   　裕 蟹江   義雄 
 高木   正己 深澤   欽二 宮川   龍男

理事長　大竹   敬一

第42年度 （１９９２）

■主要事業 好景気にかげりが見えはじめた1992年、残念ながら42
年度の運動もその経済環境の影響を少なからず受けることになりまし
た。新入会員募集の困難、会員のやむを得ない休退会、企業協賛の獲得
への影響……。様々な困難はありましたが、それでも予定された事業を
きちんと成し遂げていった1年となりました。
42年度のテーマは「意識改革－善への回帰」を理念に、「環境への関
与」が行動指針に掲げられました。

具体的には親子をテーマに学校五日制を考えた教育シンポジウム、
姉妹JCを通しての国際交流、国際化をテーマにしたパネルディスカッ
ション、タイへの国際貢献ミッション、企業の社会貢献をテーマにしたパ
ネルディスカッション、名古屋城本丸御殿復興に向けた能管協奏曲の制
作、ミュージックタウンナゴヤなど数々の事業で、今年度のテーマをア
ピールしました。

直前理事長 渡辺   嘉一 
副 理 事 長 長屋      博 井上   隆司 加藤   芳一 篠田   尚久 新谷   岳史 
専 務 理 事 今村   憲治 
監　　　事 田口   利寿 岩口   孝一 吉岡   正人 
顧　　　問 岩井   浩司 中島   吉隆 石原   和幸 小坂井雅生
常 任 理 事 山本   基博 坪井   進吾 神谷日出男 村上      斎 北      鉄郎 宮川   龍男 角倉      元 
 富永   浩司 蟹江   義雄 西村   守央 光田   敏夫 石原   基次 出口   幹人 大場   　裕
無任所理事 野畑   幹徳 
理　　　事 湯地   保雄 柴山   英樹 吉田   隆一 鶴見   俊成 古川   晴一 内田      龍 湯浅   茂樹 
 臼井      薫 白木   基之 伊藤   亨司 森      敏郎 永谷   英夫 古田   一夫 藤井   一彦
 戸谷   裕治 梶野   剛弘 澤田   幹夫 坂田      稔 久野   雅芳 広里   元英 石原   義久 
 水野   敬三 成瀬   輝雄 富田   英之 吉田   憲司 弘田   賢司
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理事長　新谷   岳史

第43年度 （１９９３）

■主要事業 1993年は変化のめざましい年でした。自民党政権の崩
壊、連立政権、ゼネコン汚職など不安定な国内情勢に北海道南西沖地
震という天災が重なりました。43年度は「新たなるJCムーブメントの創
造」を基本理念に掲げ、スローガンである「ハートランド名古屋」実現に
向けて様々な事業を展開しました。
月々の例会をはじめ経営・自己啓発などをテーマとしたセミナーは、
青年経済人としての資質向上に欠かせない場であり、「暴力団新法」「宇

宙」「霊」といった新しいジャンルにもチャレンジしました。また、ベトナム
ミッション派遣、留学生ホームステイ、日米草の根交流サミットなどは、
国際社会における役割を認識する一助としました。さらにはビーインナ
ゴヤやタウンミーティング、新しいなごやらしさの研究、ビオトープ研究
などは、「ハートランド名古屋」を実現する上で必要な検証となりました。

直前理事長 大竹   敬一 
副 理 事 長 矢口   隆明 山田   慎也 中野   貴紀 野畑   幹徳 光田   敏夫 
専 務 理 事 大場   　裕 
監　　　事 吉岡   正人 岩井   浩司 加藤   芳一 
顧　　　問 篠田   尚久 石原   和幸
常 任 理 事 藤井   一彦 生田   恵一 伊藤   明人 森      敏郎 柴田   幹夫 富田   英之 國本   桂史 
 川本   嘉博 関谷   俊征 長崎多賀巳 永谷   英夫 湯地   保雄 水野   一樹 石原   義久
無任所理事 伊藤      暁 白瀧   正人 富永   浩司 
理　　　事 穂刈   泰男 佐野   由典 日比野龍一 伊尾木憲一 社本   光永 水野   新平 菊岡   宏弘 
 鈴木龍一郎 前川   弘美 秋山   修蔵 丹羽   澄吉 川津   昌作 城戸   康近 柴田   義介
 田辺   清隆 木村   和史 鳥飼   正幸 瀬尾   保雄 酒井   久義 鈴木   康仁 沼田   孝子 
 上野   源治 栗田   俊郎 金森   伸夫 菊池   一人 堀田   豊弘

理事長　光田   敏夫

第44年度 （１９９４）

■主要事業 長く続いた自民党一党支配が終わりを告げ、1ドル＝
100円を突破するなど、大きな時代の変化を感じさせる1年でした。そ
のような中、名古屋JCも時代のうねりを的確に捉え、大きな変革を迎え
た年度といえます。
「あなたはなぜJCに入会したのか、JCはあなたの人生にとって何な
のか」といった原点や既成の価値観の問い直しも含め、新しい秩序の構
築が求められました。そこで「経済人としての社会開発運動」と「間接的

社会貢献」という2つの基本方針を打ち出し、それを基に事業を展開し
ていくこととしました。
メイン事業として開催した「名古屋経済人会議」、愛知国体の開催に
伴って企画した「ゆめぴっくあいち・後夜祭」等の新事業をはじめベトナ
ム貢献活動、中国ミッション実施など、国内外に広く視野をもった事業を
展開し、会員と市民との交流の輪を広げました。

直前理事長 新谷   岳史 
副 理 事 長 北      鉄郎 山本   基博 富永   浩司  関谷   俊征 富田   英之 
専 務 理 事 水野   一樹 
常 務 理 事 坂田      稔 
監　　　事 篠田   尚久 石原   和幸 山田   慎也 
顧　　　問 中野   貴紀 野畑   幹徳 大場   　裕 
常 任 理 事 弘田   賢司 酒井   久義 広里   元英 栗田   俊郎 沼田   孝子 日比野龍一 鈴木龍一郎 
 白瀧   正人 古川   晴一 堀田   豊弘 川津   昌作 藤井   一彦
無任所理事 湯地   保雄 水野   新平
理　　　事 大脇   弘資 横井   幹夫 横田   幸孝 前田   利信 吉田   直正 松浦      隆 綱島   裕明 
 山口   正裕 加藤   昌之 柴田   芳樹 藤川   和久 松尾   宗典 武田   英昭 万木   啓彰
 高田   和裕 加藤   哲也 鈴木   英司 野村   朋永 神谷   香子 木村   重夫 中村   貴之 
 川島   昌二 加藤   嘉成 坪井   良憲 深谷英一郎 杉本   雅彦 菅沼   洋司 新田   芳希
 小塚   純一 堀      正人

理事長　富田   英之

第45年度 （１９９５）

■主要事業 「人と人との緑を大切に、互いを助け合い、たくましく生き
る」を基本テーマに掲げ、従来からの社会貢献事業を推進する一方で、
会員相互の信頼関係を再構築し青年経済人としての資質向上、見識の
習得に取り組んだ1年でありました。
会員数も増加し会員間の関わり合いも希薄となり、特に青年会議所
活動を行う裏付けである各会員の経済活動に関し、互いに認識を深め
る必要があると考え、会員の企業・業務内容、家庭、信条等の情報を掲載

した会員データブックを作成すると共に、講師を招かず会員間の異業種
交流を図る例会を開催しました。
本年度は名古屋JCの45周年にあたり、記念事業として6月に「名古
屋政経フォーラム～日本の近未来ビジョンを考える～」を開催。政財界
の識者を多数招聘し、市民の方々にも広く参加いただき、変革期の政
治・行政・経済の動向について共に学び考える機会となりました。

直前理事長 光田   敏夫 
副 理 事 長 水野   新平 湯地   保雄 広里   元英 神谷日出男 鈴木龍一郎 
専 務 理 事 堀田   豊弘 
常 務 理 事 中村   貴之 
監　　　事 新谷   岳史 野畑   幹徳 山本   基博 
顧　　　問 中野   貴紀 富永   浩司 関谷   俊征 
常 任 理 事 藤川   和久 伊藤   亨司 社本   光永 前田   利信 久野   雅芳 前川   弘美 菊池   一人 
 鈴木   英司 木村   重夫 古田   一夫 坂田      稔 菊岡   宏弘 柴田   芳樹 金森   伸夫
無任所理事 綱島   裕明 
理　　　事 島本      一 長屋   好昭 中村美由喜 早稲田昌大 吉村   俊哉 坂      英臣 伊藤   英修 
 木村   隆之 鈴木   康秀 安藤   真也 三井      潤 古川   善幸 石田   信文 平野      晃
 中村   存登 大野   蔵彦 和藤      健 渡      仁孝 澤田   裕介 高村   芳行 高下      修 
 寺野   哲也 落合   法正 早川   直樹 平林   秀一 山口   義浩 石濱   勇人 永谷   光男
 入谷   宏典 
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理事長　水野　新平

第46年度 （１９96）

■主要事業 ｢明るく、自由で、思いやりのあるカオスをめざして｣を基
本理念として、｢個の自立｣と｢真の民主主義｣を常に会員相互に問いかけ
ながら、継続事業をはじめ年間の各事業が進められた1年でした。
今年度の大きな特徴としてはエントリー事業制を積極的に導入したこ

とにあります。JC活動に参画する機会が増えたため委員会活動もより活
発になり、結果として会員を自然に巻き込みながら事業運営がなされて
いきました。

その一方で高度情報化社会・地球環境配慮型社会の到来にもすばやく
対応。インターネットなどの情報活用の具現化や電子化の実用に着手し、
パソコン関連講習会の実施、｢名古屋ルーム｣の開設などが実施されまし
た。地球環境問題についても、講演会を開催するなど、考える機会づくりが
行われました。環境問題と農業について身を持って感じることができるよう
にと、農業環境委員会では田植え・稲刈りの体験学習を実施し、弥富町鍋田
農業組合の協力を得、当日は会員とその家族100名が参加しました。

直前理事長 富田   英之
副 理 事 長 柴田   芳樹 前川   弘美 綱島   裕明 川津   昌作 金森   伸夫
専 務 理 事 菊池   一人
常 務 理 事 木村   隆之
監　　　事 光田   敏夫 湯地   保雄 富永   浩司
顧　　　問 大場   　裕 水野   一樹 広里   元英 神谷日出男 関谷   俊征
無任所常任理事 菊岡   宏弘
常 任 理 事 松尾   宗典 堀      正人 木村   和史 万木   啓彰 高田   和裕 坂      英臣 杉本   雅彦
 田辺   清隆 弘田   賢司 石濱   勇人 澤田   裕介 鈴木龍一郎 菅沼   洋司 加藤   哲也
 早川   直樹
理　　　事 山本   康敬 皃島   輝忠 富田   勘司 奥村   哲司 藤谷   龍美 久保田幸児 長谷川   亨
 服部   晃尚 内藤   米二 杉本   達哉 渡辺   敬文 竹田   新吾 加藤千寿夫 加藤   啓介
 酒井   祥宏 角   嘉一郎 小島   絵理 神野   智正 浜      洋一 加藤   靖始 加藤   悦生
 花木   桂一 山下   幸男 山田   孝志 井村   裕雄 安保   秀秋 鷹野      昇 原田   弘人

理事長　綱島   裕明

第47年度 （１９９７）

■主要事業 経済の成長にもかかわらず依然として変わらない、それ
どころかますます深まりつつあるカオス－そんな不安感の漂う社会環
境ではありましたが、だからこそ名古屋JCが核となって「精神的にゆと
りのある豊かな社会」を実現しようと1年のスタートを切りました。
掲げたテーマは「個人の尊厳」「弱者の尊厳」「きれいな地球を子ども

たちに」「新たな経済思想の構築」です。このような理想のもと、各事業
を進めていきました。

環境スクールでは3回にわたって21世紀の地球環境問題を考えまし
た。また、6月例会では健常者と障がい者（児）とのすこやかな「共生」を
考えました。また生涯学習セミナーを開催して、近い将来の超高齢化社
会について学ぶ機会を市民に提供しました。
47年度の大きな話題は、側面支援を行った2005年愛知万博誘致
活動です。6月、モナコへ使節を派遣。誘致成功の瞬間には、全員で喜び
を分かち合いました。

直前理事長 水野   新平 
副 理 事 長 弘田   賢司 伊藤   明人 堀      正人 中村   貴之 菊岡   宏弘 
専 務 理 事 石濱   勇人 
常 務 理 事 原田   弘人 
監　　　事 富田   英之 広里   元英 関谷   俊征 
顧　　　問 神谷日出男 川津   昌作 堀田   豊弘 金森   伸夫 鈴木龍一郎 
常 任 理 事 鷹野      昇 入谷   宏典 加藤   啓介 竹田   新吾 角   嘉一郎 加藤   悦生 久保田幸児 
 安保   秀秋 小島   絵理 横井   幹夫 島本      一 安藤   真也 浜      洋一 山下   幸男
無任所理事 松尾   宗典 
理　　　事 辻      雅人 上田   修義 伊藤   康司 加藤   元康 清水   康二 山口   茂樹 後藤   義裕 
 永野   光容 林      育生 古市晴比彦 柴田   和昭 佐分利清信 池山   紀之 武山   光治
 長谷川弘道 野原   秀雄 酒井   友義 梶川   真一 池田   芳郎 吉田   秀樹 山口      誠 
 森      俊夫 加藤   貴史 芹沢   豊宏

理事長　鈴木龍一郎

第48年度 （１９９８）

■主要事業 「社会に意見する青年であれ」と掲げられたテーマに負け
ることなく、政治・行政・一般市民に対して広く提言活動を行い、大きく評
価された1年でした。
運動の中心となったのは「あるべき日本の方向性の提示」と「世論の
形成」です。講演会や交流会を積極的に開催し、名古屋地域活性化の課
題となっている情報公開・地方分権・行政改革・規制緩和など、幅広い視
野でこれらの問題点を具体的に世の中に広める事業を行いました。

なかでも、地方分権や税制改革、地域行政など幅広い研究を基に作
成された提言集「国のかたちと国民のあり方」は、1,000人以上が参加
した名古屋フォーラムで発表され、大きな反響がありました。その要旨
はビデオ化され、市民をはじめ各JC・政治・行政の各方面に配布、名古屋
JCの活動をアピールしました。

直前理事長 綱島   裕明 
副 理 事 長 加藤   啓介 浜      洋一 社本   光永 木村   重夫 松尾   宗典 
専 務 理 事 鷹野      昇 
常 務 理 事 加藤   元康 
監　　　事 富田   英之 川津   昌作 中村   貴之 
顧　　　問 堀      正人 堀田   豊弘 金森   伸夫 菊池   一人 石濱   勇人 
常 任 理 事 伊藤   康司 加藤   貴史 清水   康二 古市晴比彦 加藤   靖始 渡      仁孝 寺野   哲也 
 長谷川   亨 池田   芳郎 山口   茂樹 富田   勘司 長谷川弘道 辻      雅人 松浦      隆
無任所理事 菊岡   宏弘 
理　　　事 西脇   正導 小林   禎志 酒井   良太 梶浦   顕治 大木   一信 大藪   淳一 青木   宏文 
 伊藤   倫文 山田   尚武 中北   馨介 黒川   博司 永嶋   雅之 長屋   憲幸 波多野正春
 長屋   偉人 後藤   幸治 林   左希也 佐治      勝 北川   博文 安井      司 金原   泰成 
 遠山   眞樹 松任   孝之 尾崎   雅人
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理事長　社本   光永

第49年度 （１９９９）

■主要事業 将来に明るい展望がなかなか開けないといった空気が、
社会全体をおおった感のあるこの年。経済の低迷、高まる失業率、学生
の就職難、少子高齢化、地球環境汚染……希望の象徴だったはずの
「21世紀」という言葉をもう一度よみがえらせようと、「元気を未来に届
けよう」をキーワードに“今できること”に積極的に取り組んだ1年となり
ました。
例会にも力が入り、「どうする!!21世紀の日本経済」（2月26日）、「子

ども達の『生きる力』を育成しよう、元気を未来に届けるために」（3月8
日）、「まわしして聞きにいりゃー! 名古屋文化はどえりゃーぞ!!」（6月23
日）、「日本再生のシナリオ」（8月7日）、「心・技・体! 新発見!! 元気の源!!」
（10月17日）など、いずれも個性的で具体的な内容で、現実をふまえつ
つ夢と希望を抱くことの大切さを訴えました。

直前理事長 鈴木龍一郎 
副 理 事 長 山口   茂樹 入谷   宏典 安藤   真也 杉本   雅彦 加藤   靖始 
専 務 理 事 早川   直樹 
常 務 理 事 酒井   良太 
監　　　事 浜      洋一 木村   重夫 石濱   勇人 
顧　　　問 加藤   元康 鷹野      昇 菊岡   宏弘 松尾   宗典
常 任 理 事 長屋   偉人 杉本   達哉 佐治      勝 加藤   嘉成 上田   修義 中北   馨介 井村   裕雄 
 尾崎   雅人 波多野正春 青木   宏文
無任所理事 西脇   正導 加藤   貴史
理　　　事 錦見   泰郎 服部   陽一 西山      淳 菊田   宗一 水野   昌樹 町田      功 服部   千代 
 齋藤      健 加藤   直幸 古澤   利明 水野   功一 長谷川ゆか里 池田   幸平 山口   哲司
 児玉   大資 市岡   裕規 下村   直資 林   比佐司 神野   恭寿 西上日出己

理事長　松尾   宗典

第50年度 （２０００）

■主要事業 50年度は名古屋JCにとって大きな節目の年であり、ま
た20世紀最後の年として大きな転換期となりました。そして、先輩方が
築いて下さった50年という伝統を踏襲しつつ、21世紀へ向かって新た
な一歩を踏み出した1年と言えます。
年初より、「真に豊かな社会」とは何かを議論し、それを「自律した個人

が、ともに信頼し助け合う『自律・信頼・共助』のコミュニティ」であると定
義づけました。このコミュニティを創造するためには、安易にグローバル

スタンダードに迎合することなく、日本独自の社会的・文化的な特性を生
かした経済・社会・教育システムを構築することが肝心と、研究を行い、結
果を提言書としてまとめる一方、自らつくり上げたプログラムを実践す
べく東奔西走の日々を送りました。

直前理事長 社本   光永 
副 理 事 長 長屋   偉人 加藤   貴史 中北   馨介 西脇   正導
専 務 理 事 波多野正春 
常 務 理 事 下村   直資 
監　　　事 鈴木龍一郎 入谷   宏典
顧　　　問 早川   直樹 安藤   真也 杉本   雅彦 加藤   靖始
出 向 役 員 鈴木　利明
常 任 理 事 西上日出己 林   左希也 神野   恭寿 錦見   泰郎 北川   博文 山田   尚武 山口   哲司 
 金原   泰成 服部   陽一 
無任所理事 酒井   良太 清水   康二
理　　　事 渡邊   一博 神谷   竜也 植木      准 佐橋健一郎 加藤   款也 石濱   光哉 神谷   正親 
 池田   佳隆 松尾   和彦 舟橋   直昭 岡島   直樹 鈴木   昌義 鈴木   健司 廣瀬   光彦 
 水越多加夫 夏目   勇人 塚原   鋼平 池田   則浩

理事長　中北　馨介

第51年度 （２００１）

■主要事業 51年度は21世紀最初の年であるため、何か新しいこと
を生み出せないかと考え、チェンジにチャレンジして行くチャンスの1年
にすることを目標としました。また名古屋JCの半世紀の歴史の中で築
かれた事業や精神をつないでいくことも重要視しました。会員それぞれ
の個性を尊重して、事業を通じてその個性の花を咲かすこと、実践を踏
まえた提案・提言を発し、地域に根ざした行動をどのように実現するかを
考え、「コミュニティの新たなる主役」という言葉を含んだ理念ができ上

がりました。
中長期ビジョンの策定では、JCの今後のあり方を皆で考えることが

でき、大変意義のあるものとなりました。
またNPOフォーラム特別委員会を設置し、名古屋で根づいたNPO法
人の方とお互いに手を組み何かを生み出して行くことを模索しました。
変革と断行する精神を忘れず、また、格好にとらわれず、「気合いと根

性」でしゃにむに行動することのできた1年でした。

直前理事長 松尾　宗典 
副 理 事 長 金原　泰成 富田　勘司 青木　宏文 山口　哲司
専 務 理 事 山田　尚武 
常 務 理 事 松尾　和彦 
監　　　事 安藤　真也 加藤　靖始
顧　　　問 下村　直資 杉本　雅彦 菊岡   宏弘 波多野正春 西脇　正導 
常 任 理 事 加藤　款也 古澤　利明 石濱　光哉 植木　　准 神谷　竜也 佐橋健一郎 遠山　眞樹 
 長谷川ゆか里 舟橋　直昭 鈴木　昌義 池田　佳隆 
無任所理事 佐治　　勝 神野　恭寿
理　　　事 鈴木　利明 石原　武志 小出　昭司 後藤　克典 野村　昌弘 松浦　利信 加藤　泰之 
 佐野　丈教 盛田　秀一 川島　浩二 村田　芳邦 伊藤　武史 加藤　　徹 笹野　暢宏
 橋本篤一郎 
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理事長　西脇　正導

第52年度 （２００２）

■主要事業 当時は、国や地域、教育や経済など、あらゆることが小さ
な問題点に執着し、それぞれがどうあるべきかという理想となる考え方
や方向が定まっていない、混沌とした社会でした。この状況を打破するた
めには、あるべき姿を見据えたしっかりとした自分の考えをもって未来の
グランドデザインを構築し、こそに向かって動くべきと考え、そのことを
「哲学をもって行動しよう」という言葉に集約し、呼びかけていきました。
事業は名古屋のグランドデザインを提案すべく、市民や団体を連携し

た事業を多く開催しました。4月には家族の絆をテーマとしたミュージカ
ルを開催。また7月の名古屋フォーラムでは、当時「哲学本」ご執筆の京
セラ名誉会長の稲盛和夫氏を招き、「人生の意義と目的」をテーマにご
講演。そして8月例会「愛・感・動（I CAN DO!）名古屋まちづくりマーケッ
ト」では、年初計画にない事業をコンペ方式で採用した「カヌーによる堀
川清掃事業」をはじめ、たくさんの事業を開催しました。10月には自転
車のまちを提案した「名古屋KETTAフェスティバル」を開催しました。

直前理事長 中北　馨介 
副 理 事 長 佐橋健一郎 石濱　光哉 鈴木　昌義 池田　佳隆
専 務 理 事 神谷　竜也 
常 務 理 事 佐野　丈教 
監　　　事 菊岡　宏弘 松尾　宗典
顧　　　問 加藤　靖始 青木　宏文 波多野正春 山口　哲司 山田　尚武 
中長期ビジョン 神野　恭寿 
策定会議議長  
常 任 理 事 石原　武志 小出　昭司 後藤　克典 松浦　利信 池田　幸平 加藤　泰之 盛田　秀一 
 町田　　功  村田　芳邦 伊藤　武史 神谷　正親 
無任所理事 笹野　暢宏 
理　　　事 伊藤　樹孝 筒井　達之 原　　昭則 川村　晃司 釘宮　祐治 近藤　政典 原　　啓祐 
 本部　建二 笠原　英夫 丹坂　和弘 木村　陽一 松窪　秀司 矢崎　信也 安藤　和樹
 伊藤　嘉浩 

理事長　鈴木　昌義

第53年度 （２００３）

■主要事業 青年会議所の中も外も大変激動の年でありました。青年
会議所にとっても不幸な事件が発生し、真面目に活動している会員に
とって受難の年でした。しかしながら、名古屋青年会議所の会員はその
ような逆境も跳ね返し、青年会議所の命題である「明るい豊かな社会」
の実現のため存分に活動を展開することができました。
53年度は「和の魂」をキーワードに、会員の倫理観や道徳観をさらに
高めて行くことを大きな目標として活動を展開しました。元来、「利他」

の精神をもった会員が自らの倫理観、道徳観を強く意識することにより
この目標は達成できました。
人間は自らを高めようと意識し、行動することにより無限の可能性を
秘めています。「和の魂」の精神を忘れずに、更なる成長をめざして行く
ことを誓った1年でした。

直前理事長 西脇　正導 
副 理 事 長 神野　恭寿 盛田　秀一 原　　啓祐 伊藤　武史
専 務 理 事 盛田　秀一 
常 務 理 事 釘宮　祐治 
監　　　事 波多野正春 中北　馨介
顧　　　問 佐野　丈教 山口　哲司 山田　尚武 池田　佳隆
常 任 理 事 近藤　政典 川島　浩二 本部　建二 笠原　英夫 丹坂　和弘 加藤　　徹 木村　陽一 
 矢崎　信也 笹野　暢宏 橋本篤一郎
無任所理事 加藤　泰之 伊藤　嘉浩
理　　　事 駒木　博之 田口健一郎 松宮　弘明 三澤　宗邦 一柳　泰樹 中島　吉之 堀内　孝明 
 熊田　光男 藤間鋼太郎 村上　　実 横山　剛也 安藤　幸久 小玉　正明 筒井　康仁
 安田　照幸 佐藤　好範

理事長　池田　佳隆

第54年度 （２００４）

■主要事業 54年度は「美しき日本（にっぽん）　尊き日本魂（やまと
だましい）　いま学びの瞬間（とき）」をスローガンに諸活動を展開し、ま
た、国民一人ひとりが創国に立ち上がらねばならない理由を吉田松陰
の「草莽崛起の思想」に求め、我々JAYCEEこそが、混迷する世界を平
安な世に変革するため果敢に「崛起」せねばならないことを訴えました。
また、「学ぶ」ことを活動すべての主題にしました。市民を牽引する

リーダーたらんとする我々JAYCEEは、急速に変化する国際情勢や政

治の・経済の現状、国や地域社会に山積している課題を「知識」として学
び、その解決策を「知恵」として生み出さなければならない使命を担っ
ているのです。真の市民リーダーとは、この混迷を極めた世界を前にし
て、何をすべきか、そして市民に対して何を発信すべきかを自ら率先し
て「学び」、そこで得た知識と利他を慮る道徳心溢れる心とが融和して
生まれる叡智を実践していく勇気ある人であると思います。

直前理事長 鈴木　昌義 
副 理 事 長 村田　芳邦 川島　浩二 丹坂　和弘 加藤　　徹  伊藤　嘉浩 
専 務 理 事 矢崎　信也 
常 務 理 事 熊田　光男 
監　　　事 山口　哲司 山田　尚武
顧　　　問 原　　啓祐 伊藤　武史 笹野　暢宏 
常 任 理 事 町田　　功 一柳　泰樹 中島　吉之 横山　剛也 村上　　実 松窪　秀司 安藤　幸久 
 小玉　正明 安田　照幸 
無任所常任理事 藤間鋼太郎 
理　　　事 加藤　康幸 浅野　龍司  望月理久風 太田　通利 大村　將一 三井　博美 高木　　潤 
 西本　一幸 井上　伸二 千田　　穣 佐藤鑛一郎 白神　良二 雨宮　秀寿 堺　　朋一 
 大口　浩毅 八神　範明 近藤　裕貴 浅野　　有 田辺　健一　 古澤　仁之
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理事長　加藤　　徹

第55年度 （2005）

■主要事業 55年度は、30年後の理想的な明るい豊かなまち名古屋
をめざして、「取り戻そう豊かさの記憶　駆け抜けよう青春を　今『未来
の夢』に向かって」をスローガンに、私たちのまわりにある様々なつなが
りを活かし「豊かさの記憶」を後世へ伝える運動を展開しました。
日本が国家プロジェクトとして世界に発信した日本国際博覧会（愛・地
球博）がこの愛知の地にて「自然の叡智」をテーマに開催されました。会
期中の7月には、日本青年会議所のエントリー事業に会員一人ひとりが

キャストとなって、本年度私たちが目指した運動の『豊かさの記憶』を広
く世界中の人々に発信することができました。
時を同じくしてサマーコンファレンスも名古屋で開催されました。青
年会議所らしい若さと夢溢れる交流事業を展開し、1万人を超える全国
各地の青年会議所会員に様々な角度で名古屋の魅力を伝えることがで
きました。

直前理事長 池田　佳隆 
副 理 事 長 横山　剛也 木村　陽一 松窪　秀司 安藤　幸久
専 務 理 事 安田　照幸 
常 務 理 事 千田　　穣 
監　　　事 伊藤　武史 丹坂　和弘
顧　　　問 熊田　光男 矢崎　信也 伊藤　嘉浩 
無任所常任理事 雨宮　秀寿 
常 任 理 事 大村　將一 三井　博美 西本　一幸 井上　伸二 堺　　朋一 大口　浩毅 安藤　和樹 
理　　　事 加藤　喜之 石原　宏亮 齋藤　順一 能澤　浩智 新田　治郎 鈴木　雅登 浅井　幹雄 
 大塚　康洋 横井　繁明 後藤慎一朗 竹内　郁人 福島　由眞 岡田　博道 遠山　武志
 杉本　昭一 大原　　学 山下　智己 柚木　　猛

理事長　伊藤　嘉浩

第56年度 （2006）

■主要事業 青年会議所は本当に社会に役立つ組織なのか。56年度
は「責任ある青年として、動けJAYCEE！ほんものの市民（ひと）社会
実現のために」をスローガンに会員一人ひとりが社会に対する責任と自
覚をもち、市民から頼りにされ社会から信用される「社会の公器」とし
て、市民と共に夢と思いやりある「ほんものの市民（ひと）社会」実現を
めざし、地域において社会の変化を実感することができる実践活動を展
開しました。

日本青年会議所の会頭に名古屋JCから30年ぶりに池田佳隆君を送
り出すことができました。そして日本、世界に向けてJC活動の可能性を
大きく拡げる活躍をされました。

直前理事長 加藤　　徹 
副 理 事 長 西本　一幸 小玉　正明 笹野　暢宏 雨宮　秀寿 安藤　和樹 
専 務 理 事 堺　　朋一 
常 務 理 事 古澤　仁之 
監　　　事 木村　陽一 池田　佳隆 矢崎　信也 
顧　　　問 横山　剛也 熊田　光男 安田　照幸 
出 向 役 員 柚木　　猛 
常 任 理 事 横井　繁明 後藤慎一朗 八神　範明 岡田　博道 近藤　裕貴 佐藤　好範 大塚　康洋 
 浅井　幹雄 鈴木　雅登 
理　　　事 後藤　　諭 鹿倉　祐一 安田　正宜 川口　由高 木村　浩樹 杉本　高男 宇佐美克之 
 渡辺良太郎 中村　吉之 江村　公一 武市　勝敏 佐藤　　聰 川田　幸久 伊藤弘一郎 
 木村　樹生 森　　智史

理事長　雨宮　秀寿

第57年度 （2007）

■主要事業 57年度は、｢磨こう志 集めよう感動 こころある社会の実
現に向けて｣をスローガンに、公共という概念を、公と私の間に存在する
優しく温かい価値観と位置づけ、公共心を行動で現せる人づくり運動を
展開しました。
①他人のことも自分のことのように大切にできる、こころある自分へ
の自己革新。
②環境と景観、健康を考えた持続可能な優しいまちづくり。

③情操教育による日本人のこころの強化。
④地域のニーズに合わせた社会貢献実践活動。
以上4つの指針に沿って、人間本来誰もがもつ、何かの役に立ちたい

と思う奉仕のこころを見つけ出し、行動に移すことで、自分以外のもの
に役に立てた後で感じる気持ち良さを感じてもらいました。また、何か
の役に立った時のその独特な気持ち良さは、｢ひとに伝播する｣という法
則も体感してもらいました。

直前理事長 伊藤　嘉浩 
副 理 事 長 井上　伸二 大塚　康洋 大口　浩毅 八神　範明
専 務 理 事 後藤慎一朗 
常 務 理 事 佐藤鑛一郎 
監　　　事 小玉　正明 安田　照幸
顧　　　問 笹野　暢宏 堺　　朋一 安藤　和樹 
常 任 理 事 鹿倉　祐一 杉本　昭一 木村　樹生 浅野　　有 武市　勝敏 山下　智己 木村　浩樹 
 伊藤弘一郎
無任所常任理事 杉本　高男 
議　　　長 佐藤　好範 
理　　　事 松下　昌弘 伊藤　恒利 今津　邦博 礒野　智也 大隅　浩一 高橋　典子 盛田　一行 
 平林　拓也 堤　　　創 大棟　耕介 柴山　裕子 滝本英一朗
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理事長　大口　浩毅

第58年度 （2008）

■主要事業 58年度は｢灯そう信念の炎（ひ） 発信しよう理想のまち 
希望と誇りの持てる名古屋の実現へ向けて｣をスローガンに、｢地域から
の変革｣というキーワードを掲げ、地球的な視野をもちながらも、自分た
ちの住んでいるまちに対する｢思いやり｣の心を涵養し、自然と共生しな
がらも発展することのできる社会をめざし、希望と誇りのもてるまちづ
くり運動を展開しました。具体的には、自然環境、歴史・文化、教育といっ
た面から、名古屋の独自性や素晴らしさを今一度見直し、そこから市民

が誇りに思えるような新しい価値へと発展させることにつながる事業を
実施し、それがこれからの未来を切り拓く名古屋の新しい価値を全国、
世界へ発信する準備につなげることができたと自負しております。
56年度の総会で決議されました社団法人日本青年会議所が主催す

る2011年度の第60回全国会員大会誘致に成功することができまし
た。

直前理事長 雨宮　秀寿 
副 理 事 長 浅野　　有 伊藤弘一郎 木村　浩樹 杉本　高男
専 務 理 事 木村　樹生 
常 務 理 事 平林　拓也 
監　　　事 堺　　朋一 八神　範明 伊藤　嘉浩 
顧　　　問 佐藤鑛一郎 大塚　康洋 後藤慎一朗 
常 任 理 事 柚木　　猛 後藤　　諭 今津　邦博 大隅　浩一 川口　由高 松下　昌弘 森　　智史 
 盛田　一行
無任所理事 堤　　　創 
理　　　事 河合　秀昭 中山雄一朗 黒川　弘康 江川　正晃 武藤　英史 中村　康成 内田　直志 
 河合　秀紀 岩村　幸正 村瀬　真司 雨宮　隆昭 山下　寛高 佐藤　和哉 

理事長　木村　浩樹

第59年度 （2009）

■主要事業 59年度名古屋青年会議所は｢感謝のこころ溢れる共生の
まち名古屋の実現を目指して｣をテーマに、自然との共生、人との共生、ま
ちとの共生の3つの柱を軸に感謝のこころ溢れる共生まち名古屋の実現
に向けて運動を展開しました。
例会では、課題に対して調査・研究し、深く掘り下げたことにより、課題解

決の糸口そして具体的なアクション指針を参加者に発信することができ
ました。事業については、室事業という新たな試みにチャレンジをし、予算

面・人的面においてダイナミックに事業を展開しました。また、例会・事業の
広報活動にも力を注ぎ、様々なメディア媒体を通じて参加募集を行ったこ
とで、一般参加者数の増加につながり、より広く発信することができまし
た。その結果、諸大会において褒賞をいただくことができました。
また、愛知県内第1号となる公益社団法人への移行認定を受けること

もできました。名称も新たに｢公益社団法人名古屋青年会議所｣に変更し
ました。

直前理事長 大口　浩毅
副 理 事 長 川口　由高 盛田　一行 森　　智史 柚木　　猛
専 務 理 事 松下　昌弘
常 務 理 事 岩村　幸正
監　　　事 浅野　　有 木村　樹生
相　談　役 伊藤　嘉浩
顧　　　問 平林　拓也 伊藤弘一郎 古澤　仁之 杉本　高男 
出 向 役 員 後藤　　諭
常 任 理 事 河合　秀昭 遠山　武志 伊藤　恒利 大原　　学 内田　直志 河合　秀紀 雨宮　隆昭 
 山下　寛高
理　　　事 森　　孝義 堀田　　崇 岳田　幸成 松本　浩二 太田　晶久 末岡　　仁 鈴木　拓将 
 古川　幹哲 長谷川裕一 柴田　軒吾 加藤　謙一 桜井　博教 青山　成行 伊藤　彰記
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杉本　NewsPicks 良かったね。
光田　ありがとうございます。
杉本　たまたま友人が前の週に出演して
たっていうきっかけもあって見たんだけど、
あれは良かった。

―第60年度のまちの状況
光田　2010年当時というと、リーマンショッ
ク直後という時期でした。当時私は銀行に
勤めていましたが、本当に大変な状況でし
た。
杉本　2008 年 9月15日にリーマンショッ
クが起きました。大変な時期でしたが、理
事長を務めさせていただくことになりまし
た。全国大会も翌年に控えていて、本当に
大変な時期だったと思います。
光田　当時の組織図を見ると、委員長が
13 名。
杉本　なかなか理事への立候補者も毎年
たくさん出るという状況ではなくなってきて
いました。そのため、私の代で、もっと柔
軟な組織づくりができるように定款も変更

しました。一方で、私のところへ「どうして
も選挙に出たいんです !」と直訴してきた人
もいましたけどね。

―第60年度の運動方針
光田　第 60 年度、「名古屋 BREAK、和
の精神（こころ）が地球を救う!」というスロー
ガンを掲げられました。名古屋 BREAKと
いう言葉に込められた思い、名古屋のみな
らず地球を救うという大きなゴールセッティ
ングをされた背景など、お聞かせいただけ
ますか。
杉本　当時は青年会議所を1つの「道場」
として捉えて、社会の役に立つ人財を育て、
地域の役に立つんだという意識をもってい
ました。「和」というのはなかなか定義が
難しくて、事あるごとに会員に対して説明し
ていた記憶があります。
光田　公益社団法人としての初年度でもあ
りました。
杉本　公益ってなかなか難しくて。例会を
対外的に発信するために、テレビCMを打

ちました。1回の例会の予算を少し抑えて、
CMに予算を割きました。実際にどこまで
集客につながったかというと分からない部
分もありましたが。
光田　色々分析していると、講師の属性に
よって、効果が出る広告手法がだいぶ違う
ということが分かってきています。
杉本　公益社団法人にもなったので、それ
までのように会員が手弁当でチラシを配る
という方法もいいけれども、それ以外の方
法にもチャレンジしてみよう、ということで
CMをやってみたという経緯もありました。
光田　今ではFacebookなどいろんな媒体
があります。ちょうど私が委員長をしていた
第 66 年度のときに、名古屋青年会議所の
Facebookアカウントに対する「いいね !」を
1万集めようという動きがありました。
杉本　Facebookを名古屋青年会議所で
最初に活用したのは、2011年の震災の時に、
当時連絡がつかない人が多くいた中で、情
報伝達手段として Facebookを活用したの
が始まりだったと思います。これは非常に

理 事 長… 杉本　高男…
直前理事長… 木村　浩樹…
副理事長… 河合　秀紀… 今津　邦博… 遠山　武志… 後藤　　諭　…山下　寛高…
専務理事… 雨宮　隆昭…
常務理事… 堤　　　創…
監　　事… 浅野　　有… 木村　樹生… 古澤　仁之… 柚木　　猛
顧　　問… 森　　智史… 岩村　幸正
常任理事… 森　　孝義… 佐藤　　聰… 堀田　　崇… 中村　康成… 武藤　英史… 柴田　軒吾… 村瀬　真司… 加藤　謙一… 佐藤　和哉…
… 江川　正晃
無任所理事… 末岡　　仁…
理　　事… 徳永　宏志… 青木　照護… 加藤　惠三… 前田　将行… 春馬　　学… 斉藤　裕也… 鈴木　晶博… 牧野　弘之… 山本　康弘…
… 勝野　宜也… 南野　忠義… 加藤　武功… 大橋　史忠

２０１０年度　第６０代理事長　杉本高男先輩　　　　　

「名古屋BREAK、和の精神（こころ）が地球を救う !」
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有効でした。

―記憶にある事業
光田　第 60 年度の事業や例会の中で、特
に印象に残っていることを教えて下さい。
杉本　やはり 60 周年でしたので、先達へ
の感謝・未来への継承という意味での周年
式典、そして、全国大会の前年度というこ
とでその準備というのもありました。また、
MADE IN NAGOYA 発信特別委員会が、
名古屋にこだわったドラマ制作をしました。
ロケ地もすべて名古屋、監督も名古屋出身
の堤幸彦監督、名古屋のテレビ局である
CBC に制作を依 頼するなど、とにかく
MADE IN NAGOYA ということにこだわ
りました。結構みんな見てくれたんです。テ
レビを使ったということも良かった。当初
は映画を作って、劇場で流すつもりだった
んです。しかし、テレビの方が、他のテレ
ビ局が流したりということもあるので良い
と。実際、他県のテレビ局が流してくれて、
全国的に名古屋をアピールすることができま
した。実際、他の LOM からもかなり問い
合わせがありました。「どうやってやるの ?」
と。先輩からもかなり連絡をいただきまし
た。「テレビ観たぞ」、「良かったぞ」って。やっ
ぱりみんな自分の巣立った名古屋青年会議
所がテレビに出てるっていうのは嬉しいん
ですね。
光田　第 60 年度は、メディアリテラシー
というところにも焦点を当てられていますよ
ね。当時としてはかなり先進的な取り組み
だったのではないかと思います。
杉本　その 2 年くらい前から日本青年会議
所でメディアリテラシーを取り上げていまし
た。私もこの分野に興味があったので、力
を入れていこうと。情報に流されないように、
という意識ですね。2 月例会では安倍元首
相（当時）にも来ていただきました。当時、
政権が民主党に変わった直後だったことも
あって、すぐ来てくれました（笑）

また、予定者段階で、まだ予算が確定し
ていない頃、委員長たちに「まだ予算があ
るから、何か事業やりたい人いたら手を挙
げて」と言ったら、真っ先に手を挙げたの
が財務委員長だった青木照護君だったんで
すね。それで、彼が名古屋ローカルヒーロー
超天「ダガヤー」というヒーローを生み出し
ました。
光田　青木先輩は、その翌年、日本青年
会議所の委員長でしたよね。ちょうど事業
の開催時期は、日本青年会議所の委員長
の予定者期間と重複していたはずで、めちゃ
くちゃ大変だったのではないかと思います。

―その後の10年、どう見ていたか
杉本　やはり青年会議所は単年度制で、
それぞれの年度で独自性をもってやるのが
大事だと思っていたので、中長期ビジョンと
いったこともそこまでカッチリと決めること
はしませんでした。ただ、「公益」というと
ころはしばらく変わらないでしょうから、そ
こに対する意識というのは考えましたし、

発信力を高めるということも意識しました。
光田　「公益」というのは、今では完璧に
浸透していると思います。名古屋青年会議
所というのはまちを良くする団体だっていう
ところに焦点が当たっていて、「道場」的な
意味合いは薄れてきていると思います。
杉本　ただ、修練を積んでいない人が奉
仕すると言っても、中身のないものになって
しまうという面もあります。修練・奉仕・友
情という三信条は、どれも大切にしなけれ
ばいけないことだと思います。
光田　おっしゃるとおりですね。今年度は、
会員益というところも見直していこうとして
います。

―第60回全国会員大会名古屋大会
に向けて
光田　翌年に全国大会を控え、会員のテン
ションを上げていくための工夫というのは何
かされましたか。
杉本　工夫するまでもなく、完全に全国大
会モードでしたよ。ただ、全国大会へつな
ぐんだということはかなり意識して発信して
いました。また、日本青年会議所への出向
者を多く輩出することで、日本青年会議所
との連携を深めていき、翌年にもつなげて
いこうという意識もありました。
光田　今では、名古屋青年会議所から毎
年当たり前のように日本青年会議所の議長・
委員長として出向させていただけるようにな
りましたが、今の現役会員が貴重な機会に
恵まれているのも、本当に先輩たちが築き
上げられてきた信頼の元に成り立っている
んだと感じます。

―持続可能な組織に向けて
光田　今、全国の LOM の半数以上が 50
名以下となっており、青年会議所の組織と
しての持続可能性というのは全国的な課題
となっています。名古屋青年会議所として
も、現状の会員数にあぐらをかくことなく、

持続可能な組織として永続するために必要
なことを考えなければならない時期に来て
いますが、この点についてお考えがあれば
お聞かせ下さい。
杉本　麻生太郎先輩と食事をする機会が
あったのですが、そのときおっしゃってい
たのが、「成長している LOM は、先輩と
現役会員との信頼関係がしっかりできてい
る」ということでした。本当にそうだと思い
ます。今年も周年ですが、OB の間でやっ
ぱり話題にのぼるんです。「式典行く?」って。
結局みんな青年会議所が好きなんですね

（笑）

―現役メンバーへのメッセージ
杉本　青年会議所は期限が限定されてい
ますから、自分たちの理想を追い求めてや
れる限りやっていただければと思います。
光田　本日はお忙しい中お時間をいただき
まして、ありがとうございました。

歴代理事長対談 35



1 月例会「新年賀詞交歓会」
開催日：2010 年 1 月 12 日（火）
開催場所：名古屋観光ホテル
担　当：総務委員会

4 月例会「真実を見極めろ～メディアリテラ
シーのすゝ め～」
開催日：2010 年 4 月 13 日（火）
開催場所：名古屋市公会堂
担　当：メディアリテラシー向上委員会

7 月例会「日本の未来へ羽ばたけ！名古屋男
児・名古屋撫子よ！」
開催日：2010 年 7 月 22 日（木）
開催場所：テレピアホール
担　当：格好良い NAGOYA 人育成委員会

10 月例会「トークショー「わっしょい」～
人と人の繋がりによる無限の可能性」
開催日：2010 年 10 月 30 日（土）
開催場所：大須観音
担　当：New なごや祭り創造委員会

2 月例会「未来はぼくらの手の中に～創りだ
そう、日本の未来を～」
開催日：2010 年 2 月 23 日（火）
開催場所：名古屋市芸術創造センター
担　当：日本の未来創造委員会

5 月例会「相撲がくれた和の心」
開催日：2010 年 5 月 8 日（土）
開催場所：愛知県体育館
担　当：スポーツシティーなごや創造委員会

8 月例会「JC フォーラム 2010 ～名古屋
が地球を救う!! ～」
開催日：2010 年 8 月 8 日（日）
開催場所：愛知県芸術劇場（愛知芸術文化セン
ター 大ホール）
担　当：JC フォーラム特別委員会

11 月例会「可能性の扉を開け！～名古屋
JC BREAK ～」
開催日：2010 年 11 月 30 日（火）
開催場所：ウィルあいち（愛知県女性総合センター）
担　当：財務委員会

3 月例会「新 NAGOYA 型経営で時代を乗
り切れ！～変革へのチャレンジ～」
開催日：2010 年 3 月 19 日（金）
開催場所：愛知県産業労働センター（ウインク
あいち 大ホール）
担　当：新 NAGOYA 型経営探求委員会

6 月例会「リーダーの条件～リーダーシップ
とコミュニケーション～」
開催日：2010 年 6 月 16 日（水）
開催場所：アートピアホール
担　当：JC 運動発信特別委員会

9 月例会「育もう！ かがやく名古屋のスー
パーキッズ」
開催日：2010 年 9 月 4 日（土）
開催場所：名鉄ホール
担　当：スーパーなごやキッズ育成委員会

12 月例会「～次代に繋がる名古屋青年会
議所の「和」」
開催日：2010 年 12 月 9 日（木）
開催場所：ウェスティンナゴヤキャッスル
担　当：オリエンテーション特別委員会

第60年度例会
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第 60 回全国会員大会名古屋大会 PR
開催日：2010 年 6 月～ 10 月 2 日
開催場所：関連各所
担　当：全国会員大会準備委員会

「和」のタネをまこう! ～三十一文字 ( ミソヒ
トモジ ) で伝える想い～
開催日：2010 年 6 月 20 日～ 9 月 5 日
開催場所：文化のみち橦木館他
担　当：名古屋ＪＣ設立 60 周年記念委員会

名古屋ローカルヒーロー 超天「ダガヤー」
～どえりゃーマン列伝～
開催日：2010 年 8 月 8 日～ 12 月 2 日
開催場所：愛知芸術文化センター アートスペース A 他
担　当：財務委員会

中村公園クリーンフェスティバル 2010
開催日：2010 年 9 月 23 日～ 11 月 23 日
開催場所：中村公園
担　当：広報委員会

公益社団法人名古屋青年会議所設立 60 周
年記念式典
開催日：2010 年 7 月 9 日（金）
開催場所：ウェスティンナゴヤキャッスルホテル
担　当：名古屋 JC 設立 60 周年記念委員会

子ども未来予想図～まちを考え！描こう未来！～
開催日：2010 年 7 月 1 日～ 8 月 8 日
開催場所：名古屋市内絵画教室他
担　当：第 60 回全国会員大会準備委員会

名古屋弁お笑い大会「NAGOYAN グラン
プリ」
開催日：2010 年 9 月 11 日～ 10 月 11 日
開催場所：名古屋 JC 会館他
担　当：総務委員会

NAGOYA POWER フェスティバル 2010
開催日：2010 年 11 月 14 日（日）
開催場所：名古屋市中区二の丸（名古屋城周辺道路）
担　当：渉外委員会

第60年度事業
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1月例会新年賀詞交歓会、名古屋観光
ホテルで新年賀詞交歓会を開催
公益社団法人制度改革への対応、公益
社団法人名古屋青年会議所の事業計画
作成提出
わんぱく相撲名古屋場所、愛知県体育館
に本土俵をつくり、わんぱく相撲名古屋場
所を開催
第 60 回全国会員大会名古屋大会 PR
開始、全国各地にて第 60 回全国会員
大会名古屋大会PR開始
地域貢献事業を各地で開催、6委員会が
記念事業として各地で地域貢献事業を開催
60周年記念式典開催、ウエスティンナゴヤ
キャスルにて設立 60周年記念式典を開催
JCフォーラム開催、愛知県芸術劇場にて
「名古屋が地球を救う!」と題してJCフォー
ラムを開催
名古屋の魅力を内外に発信する事業、
CBCテレビと堤幸彦監督協力でTV映画
「おかげ様で!」を作成・放映

10月例会、大須観音にてわっしょい太鼓
祭り400人太鼓実施
12月例会、ウエスティンナゴヤキャスルに
て12月例会を開催

ハイチで大地震、25万人死亡
日本航空が経営破綻、会社更生法の適用を
東京地裁に申請、負債額は約2兆3,000億
宮崎県で口蹄疫、口蹄（こうてい）疫が国内
で10年ぶりに発生、牛豚29万頭を処分
普天間、「辺野古」で日米合意、日米両政
府は米軍普天間飛行場を辺野古への移設
を明記した共同声明を発表
欧州債務危機が拡大、ギリシャ、アイルラン
ドがEUやIMFなどの緊急融資を仰いだ
鳩山退陣、菅内閣が発足、鳩山由紀夫首
相は退陣を表明、菅直人氏が代表に選出
され、61人目の首相に指名
小惑星探査機「はやぶさ」が帰還、小惑星
「イトカワ」の微粒子の回収に成功、世界初
の快挙を達成した
中国GDP、四半期ベースで世界2位、中国が
米国に次ぐ世界第2位の経済大国となった
尖閣沖で中国漁船衝突、沖縄・尖閣諸島
沖の日本領海で、中国漁船が海上保安庁
の巡視船に衝突
ゼロ金利復活、円高で6年半ぶり市場介入
北朝鮮の金正恩氏デビュー、金正日総書
記の三男、正恩氏が党中央軍事委員会副
委員長に選出された

2010 年 1月～12 月
名古屋青年会議所の動き

社会の動き
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―第61年度のまちの状況
光田　2011年といえばやはり3・11、東日
本大震災の発災ですよね。当時の名古屋の
まちや名古屋青年会議所は、どのような状
況だったのでしょうか。
後藤　2011年、名古屋は全国大会の主管
LOMということで、着 と々準備を進めると
共に、色々な制度を少しずつ変えていきま
した。例えば、年度の呼び方。第○○年
度だけだと外部からは分かりにくいですし、
日本 JC に揃える意味合いもあって、20 ○
○年度もつけるようにしました。あと、アジェ
ンダシステムも導入しましたね。そんな感じ
で、すごく順調に進んでいました。その流
れの中で、3月11日を迎えました。
光田　3・11 当日は何をされていたのです
か。
後藤　この日はシニアの総会があって、私
は昼過ぎに東京に向かうことになっていま
した。東京に向かうため、名古屋駅に着い
たところで揺れがきました。

名古屋駅で立ち往生しているうちに、駅

から出るよう指示されて。そうしたら、名古
屋駅の大型モニターに津波の映像が流れた
のです。「大変なことになったな」と思いま
した。

翌日に愛知ブロック協議会の会員会議所
会議がありましたが、他のLOM から、「全
国大会はどうなるのですか !?」等、色々質
問されるのですが、正直答えようがなくて。
光田　未曾有の混乱のなか、理事長として
どのような想いをお持ちでしたか。
後藤　当時私は、名古屋が愛知のリーダー
になりたい、という考えはあまりありません
でした。逆に、名古屋というLOM が全国
を支えたい、という考えです。

3・11 直後、理事長所信を変更するかと
いう話もありました。しかし、もともと
2000 年の東海豪雨の経験もあって、災害
に強いまちにしたいという想いは理事長所
信に綴ってありました。ですから、3・11 が
あっても私の想いは変わらなかったし、理
事長所信も変えませんでした。
光田　その想いをお持ちのなかで、青年

会議所として、また後藤先輩個人として、
どのような活動をされたのですか。
後藤　当時、名古屋は被災地ではありませ
んでしたが、何かやろうという話が出まし
た。常任理事会が終わった後、募金活動
をやろうという話も出ました。当時はどこも
募金活動をやっていなかったので、その気
持ちにはとても共感できて、当時の常任理
事たちに、「個人としてなら行くから、一緒
にやろうか。」と言いました。そうしたら、皆、
自分もやるって言ってくれて。結局、名古屋
駅で募金活動を始めましたが、正直批判も
多くいただきました。経営者がそんなこと
やるものではないと。でも、結果的に多く
の市民が募金してくれて、被災地の方々に
は意味のある結果になりました。愛知ブロッ
ク協議会とも協力して、物資も送りました。
しばらくしたら、市民の方が主体となった
募金活動が始まりましたが、流れをつくれ
たのかなという思いはありますね。
光田　名古屋青年会議所としての活動はど
うでしたか。

理 事 長… 後藤　　諭…
直前理事長… 杉本　高男…
副理事長… 森　　孝義… 加藤　謙一… 山下　智己… 中村　康成… 末岡　　仁…
専務理事… 堀田　　崇…
常務理事… 桜井　博教…
監　　事… 古澤　仁之… 木村　浩樹… 山下　寛高… 柚木　　猛
顧　　問… 岩村　幸正… 堤　　　創
常任理事… 鈴木　拓将… 山本　康弘… 太田　晶久… 斉藤　裕也… 大橋　史忠… 徳永　宏志… 鈴木　晶博… 南野　忠義… 春馬　　学…
… 長谷川裕一… 加藤　武功…
無任所理事… 前田　将行…
出向役員… 青木　照護…
理　　事… 堀田　政宏… 小山　雅也… 鈴木　和幸… 三輪　陽介… 河村　直樹… 遠藤隆一郎… 松本　幸樹… 平床　樹志… 細野　晃稔…
… 足立　兼敏… 澤田　尚久… 大島千世子… 伊藤　貴範… 水野　祐啓… 山下　元希

２０１１年度　第６１代理事長　後藤諭先輩　　　　　

「心をこめてリスペクト 名古屋から動かそうみんなの心」

歴代理事長対談

第

 ６1
年 度

歴代理事長対談38

後藤　愛知ブロック協議会とも色々協議し
ていたのですが、名古屋の LOM には自分
たちで動いて欲しいと言われたこともあっ
て、5 月の連休明けに私を含めた 3 人で東
北に行きました。リアス式海岸辺りからは
本当に悲惨でした。匂いが違いましたから。

岩手は内陸が栄えていますよね。内陸に
は公益社団法人北上青年会議所があるの
ですが、その OB の方が社員寮を貸して下
さったので、そこを拠点に活動しました。
僕らの後、名古屋青年会議所の会員から
続 と々被災地支援に向かう人が出てきまし
た。二次災害を避けるために、毎日誰がど
こに向かったのかを名古屋の事務局で把握
していました。振り返ってみると個々の活
動が大きな流れを生み出していました。本
当に会員の皆さんは頑張っていたと思いま
す。

被災地から引き上げるとき、被災地支援
に使っていた車を1 台北上青年会議所に寄
付しました。そうしたら、全国大会の時、
北上青年会議所の会員が、名古屋青年会
議所から借りていた車をお返ししますって
言って下さって、鍵の返還式を行いました。
ボロボロの車を見て、「こんなに使ってくれ
たんだ。」と感動しました。

―第61年度のスローガン
光田　第 61 年度、「心をこめてリスペクト 
名古屋から動かそうみんなの心」というス
ローガンのリスペクトは、どこに向けられた
ものですか。
後藤　名古屋の人って、自分たちは名古屋
だ、他とは違うのだという気持ちが少なか
らずある気がしませんか ? でも、それって
間違っていると思います。どんな人にも尊
敬できるところがあって、そこを見いだして
前向きに評価していきましょうという想いが
僕の中にはありました。

名古屋青年会議所の選挙制度も同じだ
と思います。みんな「あれダメ、これダメ」っ
て言うけど、良いところを伸ばさないとね。
皆いい歳だし、そう簡単には変われないで
すよ。

とにかく、会員一人ひとりがリスペクトし
合い、その想いを市民に発信して市民を変
えていきたいという思いでした。

―記憶にある事業
光田　第 60 回全国会員大会や当時の事
業のなかで印象に残っているものはありま
すか。
後藤　LOM の運動・全国大会・被災地支
援活動の 3 本立てでした。大変ですよね

（笑）。LOM の事業はやらなきゃいけない。
公益社団法人になったばかりでしたし。

心がけていたことは事業の継続です。会
社もそうですが、創業は簡単です。大変な
のは事業を継続させることです。事業を継
続させるということは、素晴らしい事業を
次の世代が発展させるということですから。
ですので、過去に実施したことのある事業
は継続させる方向で考えていました。わっ
しょい太鼓祭などがそうですね。
光田　今年の全国大会が札幌開催という
こともあって、札幌青年会議所の方から名

古屋の全国大会の資料が欲しいと言われた
ことがあります。その際、全 国大会の
DVD を観ましたが、相当凄い大会でした
よね。私は第 64 年度から毎年全国大会に
参加していますが、名古屋の規模感という
か、全然違いましたし、プロジェクションマッ
ピングの導入等はかなり先進的だったと思
いました。
後藤　ありがとうございます。わっしょい
太鼓祭と陸前高田の太鼓祭を合体させたも
のは、なんと全国紙に掲載されたのですよ。
苦労はありましたけど、地道に活動してきた
ものが評価されたということが本当に嬉し
かったです。

全国大会に関しては、とにかく真剣に向
き合いました。全国大会に携わる企業は、
皆プロです。僕らの全国大会が失敗したら
存続が危ぶまれるかもしれない。真剣な人
に真剣に向かっていかないとダメなのです。
皆が真剣にやっている全国大会というツー
ルを与えられた以上、1ミリくらいは市民の
心を動かしたいと思いました。

3・11もありましたし、直前の 9 月には庄
内川が決壊するという災害もあって、色 と々
大変でしたが、本当に団結することができ
たと思います。

―持続可能な組織に向けて
光田　我々が青年会議所を存続させるた
めにアドバイスがあれば、お願いします。
後藤　選挙制度など、現役会員のニーズに
あったものに変えればいいと思います。候
補者が減少したのは選挙が辛いから。追
い込み過ぎて候補者を潰すくらいなら、組
織としてそういう選挙は止めたほうが良いと
思います。

私は 1 人 1 票が良いと思っていました。
自分の所属する委員会関係から立候補して
いるからという理由ではなく、あの人が一
所懸命やっているからあの人に投票した
い、という、本当に理事になって欲しい人
を理事に選出できる選挙にしました。

主導者は現役の皆さんです。青年は昔の
制度にとらわれずに、まずはやってみるこ
とが大切だと思います。

光田　選挙制度に対する思い入れはありま
すか。
後藤　私は選挙に出ました。あのときトレー
ニングしたことが社業でも活きています。
自分の原点は選挙です。たとえば、選挙の
とき、事務所訪問して下さった会員に電話
しますよね。あれ、自分が副委員長のとき
に例会への参加を呼び掛けるためにやりま
したか ? ちょっとしたことで皆が集まってく
れます。心を動かすための一歩。そういう
勇気を選挙でいただきました。すべてがつ
ながります。

―現役メンバーへのメッセージ
後藤　市民の心を動かすチャンスは絶対に
訪れます。きっかけは青年会議所活動を
やっていればどこかで一度はやってきます。
そのチャンスを大切にして欲しいです。仕
事でも私生活でも、真剣になるべきときは
必ず訪れますので、青年会議所活動はいつ
か訪れる真剣になるべきときのためのト
レーニングだと思って下さい。
光田　本日はお忙しい中お時間をいただき
まして、ありがとうございました。
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1月例会「新年賀詞交歓会」
開催日：2011 年 1 月 11 日（火）
開催場所：名古屋観光ホテル
担　当：総務委員会

4月例会「名古屋スピリッツで世界が変わる
～自分が変われば、世界が変わる～」
開催日：2011 年 4 月 19 日（火）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：名古屋スピリッツ研究委員会

7月例会「心ゆたかな子どもたちの未来の
ために～はぐくもう！リスペクトする心～」
開催日：2011 年 7 月 20 日（水）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：リスペクトする心育成委員会

10月例会「日本のカタチ。～日本人として
考え、行動しよう。わたしたちの国づくり～」
開催日：2011 年 10 月 6 日（木）
開催場所：名古屋能楽堂
担　当：日本型民主主義研究委員会

2月例会「～マーケティングでまちを変える！～」
開催日：2011 年 2 月 28 日（月）
開催場所：ウインクあいち
担　当：地域企業戦略研究委員会

5月例会「私たちの社会システム～鏡の中
の自分に問いかけてみよう～」
開催日：2011 年 5 月 18 日（水）
開催場所：名古屋市芸術創造センター
担　当：新しい社会システム研究委員会

8月例会「総決起集会」
開催日：2011 年 8 月 27 日（土）
開催場所：名古屋国際会議場
担　当：渉外委員会

11月例会「そうだったのか！「ほんものの
学力」のススメ！」
開催日：2011 年 11 月 30 日（水）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：ほんものの学力向上委員会

3月例会「知ってるつもり！？名古屋の歴史～
名古屋で生まれた感動ストーリー～」
開催日：2011 年 3 月 23 日（水）
開催場所：名古屋市芸術創造センター
担　当：名古屋の歴史検証委員会

6月例会「ソウゾウしよう、新しい経済シス
テム～心が動けば社会が変わる！～」
開催日：2011 年 6 月 14 日（火）
開催場所：ウィンクあいち 大ホール
担　当：経済システム研究委員会

9月例会「選挙例会」
開催日：2011 年 9 月 1 日（木）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：公益社団法人運営委員会

12月例会「『継承』～リスペクトする心を
こめて～」
開催日：2011 年 12 月 13 日（火）
開催場所：ウエスティンナゴヤキャッスル
担　当：ＪＣ運動連携推進委員会

第61年度例会
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全国会員大会 名古屋大会大会式典
開催日：2011年 10月2日（日）
開催場所：ナゴヤドーム
担　当：ひとづくりグループ

おもてなしの心を育成する全国会員大会記
念グループ事業
開催日：2011年 9月23日
開催場所：名古屋駅前他
担　当：全国大会推進グループ

明るく元気な名古屋を創造する全国大会記
念グループ事業
開催日：2011年 10月1日（土）
開催場所：ナゴヤドーム
担　当：まちづくりグループ

リスペクトされる国家を創造する全国会員大
会記念グループ事業
開催日：2011年 9月17日～10月2日
開催場所：鶴舞公園他
担　当：国家のデザイン構築グループ

全国会員大会 地域活性たからいち
開催日：2011年 9月30日～10月1日
開催場所：ナゴヤドーム
担　当：まちづくりグループ

リスペクトする心を育む全国会員大会記念グ
ループ事業
開催日：2011年 7月3日～12月28日
開催場所：名古屋国際会議場他
担　当：ひとづくりグループ

美しい日本の心を発信する全国会員大会記
念グループ事業
開催日：2011年 7月5日～10月1日
開催場所：堀川他
担　当：美しい日本の心発見グループ

NAGOYA CYCLE FESTA 2011 ～自転
車のまち名古屋～
開催日：2011年 12月4日
開催場所：庄内緑地公園他
担　当：総務グループ

第61年度事業
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7/1

7/17

7/20

8/15

9/2

11/11

11/27
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1月例会新年賀詞交歓会、名古屋観光
ホテルで新年賀詞交歓会を開催
有志による募金活動、名駅・伏見・栄な
ど主要駅で青年会議所として東日本大震
災への募金活動と支援活動を開始
3月例会開催、東日本大震災直後、前
向きに行こうと3月例会を開催
入会希望者募集活動、277 名の入会希
望者を募集した
世代間交流事業開始、6月24日から10
月14日まで全 7回名古屋わっしょい太鼓
祭りを主題に世代間交流事業を開催
第 60 回全国記念大会登録開始、登録
前からPR活動を行い、7月1日から全国
会員大会名古屋大会の登録が開始
全国会員大会記念事業開始、名古屋各地で
第 60回全国会員大会の記念事業が開催

決起集会開催、名古屋国際会議場にて8
月例会として全国会員大会決起集会を開催
第 60回全国会員大会名古屋大会開会、
2011 年 9月29日から10月2日まで第
60 回全国会員大会名古屋大会が開催、
登録人数 16,000 名超過去最大
12月例会、ウエスティンナゴヤキャスルに
て12月例会を開催

「アラブの春」で独裁体制崩壊、独裁的
な政府に対し政治の改革や指導者の退陣
を求める民衆抗議行動が相次
東日本大震災、原発事故被害甚大、3
月11日午後 2時 46 分、宮城県沖でマ
グニチュード9.0の巨大地震が発生、大
津波が次 と々沿岸部を襲った
一時 1ドル =75 円 32 銭歴史的円高、東日
本大震災や欧米経済の先行き不安などを背景
ビンラディン容疑者を殺害、パキスタンの
首都イスラマバード北方約 50キロのアボ
タバードで潜伏先を急襲
原発停止、電力不足が深刻化、東日本
大震災による東京電力福島第 1原発事
故などの影響で、各地で電力供給不足が
深刻化した
女子サッカーW杯優勝、ドイツ各地で行
われたワールドカップで、「なでしこジャパン」
が初優勝の快挙を果たした
タイで大洪水、日本企業にも被害、タイ東部
などで7月下旬、激しい豪雨があり、大洪水
が発生、洪水被害は10月に入って拡大
反格差デモ、世界に拡大、ニューヨークの
ウォール・ストリートで9月下旬、経済格差や
高失業率に数百人が抗議活動を開始した
野田政権発足、菅直人首相は6月2日
対応に見通しが立った段階で辞任する意
向を表明した
TPP参加表明、首相は米ホノルルの日米
首脳会談で、日本政府の交渉参加方針を
オバマ大統領に伝達
「維新の会」圧勝、「大阪維新の会」代
表の橋下徹氏が市長に、幹事長の松井
一郎氏が知事にそれぞれ初当選した
北朝鮮金正日総書記が死去

2011 年 1月～12 月
名古屋青年会議所の動き

社会の動き
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―第62年度のまちや組織の状況
光田　2012 年度といえば、東日本大震災
の翌年であり、民主党政権から自民党政権
へ変わったり、消費増税増税法案が可決さ
れたりということがありました。
末岡　名古屋青年会議所としては、2011
年に全国大会がありました。周囲からは、
会員が全国大会で疲れてしまっているので
はないかという心配もされましたが、かえっ
て、会員が忙しい状態に慣れていて、エネ
ルギーが漲った、とても良い状態でした。
一方で、東日本大震災の影響というのはや
はり大きかったと思います。東北で開催さ
れた「復興創造フォーラム」にもみんなで行
きました。名古屋の景気は立ち直ってきて
いたように思います。

組織については、例年と違い、オリエン
テーションを2 つの委員会に分けたという
のがありました。拡大と育成とを分けたの
です。
光田　委員会の数も多かったですよね。
末岡　8 名の方に純推理事になっていただ
いて、たくさん委員会をつくったんです。
光田　1 室 5 委員会というのも相当すごい

ですよね。
末岡　正副理事長会議で、室長がものす
ごい汗をかいていました（笑）。

―第62年度のスローガン
光田　第 62 年度、「踏み出そう新たな一
歩〜こころつながる名古屋を目指して〜」と
いうスローガンを掲げられました。このス
ローガンに込められた想いを教えて下さい。
末岡　「つながり」というのを一番大きな
テーマにしました。第 58 年度に誘致を決
定して以来、LOM 全体が全国大会一色で
した。日本青年会議所への出向者も多く出
しましたし、会頭とのつながりもありました。
そのような中で、新しい一歩を踏み出そう
という年でした。
光田　全国大会って、本当に大きかったん
ですね。
末岡　それは大きいですよ。

―記憶にある事業
光田　公益社団法人になってから3 年目と
いうことで、例会はほぼ対外例会という形
でしたよね。

末岡　例会の組み立て方について意識し
たのは、10月にJCフォーラムをもってきて、
1年間のフォーラムがストーリーになるよう
にということでした。私は、議案に対して
もあまり自分の意見を言わないようにしてい
ましたが、私が理事長所信をつくる段階で
一生懸命読んでいた本の著者が講師の候
補として挙がってきたりすると、すごく一体
感を感じましたね。みんなすごくのびのびと、
楽しそうにやっていましたよ。
光田　やっぱりあまり理事長は細かいこと
言わない方がいいんですかね・・・（笑）。
末岡　量的拡大成長を求められがちな世
の中に一石を投じたいというテーマを2月に
もってきたんですが、これはもう少し後のタ
イミングの方が良かったかもしれないなと後
で思いました。
光田　オリエンテーションを拡大と育成の
2 つに分けたのはどうしてですか?
末岡　拡大こそ青年会議所運動そのもの
だと言われます。青年会議所のことを何も
知らない人に対して青年会議所の魅力を伝
えるということがいかに難しいか。というこ
とで、拡大は拡大で集中してもらい、入っ

理 事 長… 末岡　　仁…
直前理事長… 後藤　　諭…
副理事長… 大橋　史忠… 加藤　武功… 鈴木　晶博… 前田　将行
専務理事… 春馬　　学…
常務理事… 堀田　政宏…
監　　事… 山下　寛高… 木村　浩樹… 山下　智己… 堀田　　崇
顧　　問… 堤　　　創… 桜井　博教… 中村　康成… 柚木　　猛
常任理事… 青木　照護… 伊藤　貴範… 水野　祐啓… 伊藤　彰記… 勝野　宜也… 大島千世子… 三輪　陽介…
出向役員… 鈴木　拓将… 長谷川裕一
理　　事… 川中洋太郎… 豊住　　清… 住野　　新… 川島　謙一… 武田　哲明… 長芝　研司… 後藤　祥崇… 太田　幸壱… 岩﨑　友就…
… 見田　昌靖… 三浦　　恒… 松林　映秀… 筒井　康広… 長瀬　史典… 井戸　典孝… 杉浦　　卓… 早川　孝子… 乃一　剛英

２０１２年度　第６２代理事長　末岡仁先輩　　　　　
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てくれた人を育てるのはまた別の委員会に
やってもらおうということになったわけで
す。
光田　選挙はどうでしたか?
末岡　立候補者は結構多かったと思いま
す。実は、第 62 年度では、選挙は 1 週間
くらいにしようとも思ったんです。結局従来
通りの選挙にはなりましたが、だいぶ簡略
化はしたと思います。
光田　事業へもしっかり動員されてますよ
ね。
末岡　動員に苦労しないようにという意識
はもっていましたね。特に会員の出席率が
低下しないようにとの意識はもっていまし
た。
光田　近年、会員の例会参加率が低下し
ており、何とかしなければならないと思っ
ています。

―全国大会の経験
光田　全国大会を経験して良かったことを
教えて下さい。
末岡　会員が、全国大会やASPAC、世
界会議に当たり前のように参加するように
なったのは、全国大会のPR で全国を回る
という経験をしてからのことかなと思いま
す。
光田　本当に、日本青年会議所やJCIの
諸会議への参加者はとても増えています。
末岡　今でもそういうムードが残っている
のは、とても良いですよね。まだ良いと思
いますけど、そろそろ薬が切れてきたなと
思ったら、何か大きな大会を誘致するのも
良いかもしれませんね。

―持続可能な組織に向けて
光田　今年、「持続可能」ということをテー
マにさせていただいております。今の会員
には、青年会議所の色々なルールなんかを
知らない人もいます。また、昨年は理事候
補者選出選挙への立候補者も非常に少な
かったです。そのような中で、名古屋青年
会議所が持続可能な組織として続いていく
ために、アドバイスをお願いします。
末岡　会員のトレーニングをしっかりやっ

ていただきたいですね。30 代 10 年間で考
えたことが将来の貯金になるので、しっか
り頑張っていただきたいと思います。教育
は百年の計と言いますし、会員も学びがな
いと魅力を感じられない人もいると思いま
す。
光田　今年度は会員益を重視し、対内例
会も久しぶりに開催しようとしています。メ
ンバーにどうしたら積極的に関わってもらえ
るのかというところに腐心しています。
末岡　それはいつの時代も同じだと思いま
す。なので、多くの人に役がつくようにする
のも1つの工夫だと思います。100人程度
のLOMの勢いってすごいじゃないですか。

「大いなる田舎」の名古屋だからこそ、その
ような勢いというのも参考にしてもらえると
良いと思います。

―現役メンバーへのメッセージ
末岡　大阪青年会議所の設立趣意書にす
ごく良いことが書いてあるんです。すべて
の価値の根源は青年だということが書いて
あるんですね。
光田　「青年」- それはあらゆる価値の根

源である、と書いてありますね。
末岡　そうそう。経済復興について書いて
あるのは名古屋青年会議所も同じなんです
が、この「青年」というところにフォーカス
を当てているのがすごく良いと思います。
話は変わりますが、有事の際に敵の組織を
ダメにするためのマニュアルがあります。そ
の中には、「意思決定を決まったルートで行
え、会議では長いスピーチを頻繁に行え、
重要でない業務に完璧を求めろ、規則を厳
格に適用し何事にも承認を求めよ」といっ
たことが書かれていますが、まさに青年会
議所そのものですよね（笑）。でも、そんな
一見無意味で非効率に思えることでも、後
から思い返すと、確実に自分の身になって
いると感じます。特に、会議の進め方、意
思決定のプロセスはとても勉強になったと
思っています。会員のトレーニングというと
ころに青年会議所の大きな価値があります
から、是非とも会員に多くの学びの機会を
提供して、会員の皆さんは少しでも多くの学
びと経験を得ていただければと思います。
光田　本日は、貴重なお時間をいただきま
して、誠にありがとうございました。
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1 月例会「新年賀詞交歓会」
開催日：2012 年１月１０日（火）
開催場所：名古屋観光ホテル 曙の間
担　当：総務委員会

4 月例会「MADE IN JAPAN フェスタ ２０１２ 
～感じよう！ものづくりの情熱～」
開催日：2012 年４月１４日（土）
開催場所：ナディアパーク デザインホール
担　当：ものづくりのこころ再興委員会

7 月例会「～人の話、聴けていますか？～思い
やりの心から始まる真のコミュニケーションとは！」
開催日：2012 年７月３１日（火）
開催場所：名古屋市公会堂
担　当：つなげるちから実践委員会

10 月例会「ＪＣフォーラム２０１２～湧き上
がれ！ 日本人の底力～」
開催日：2012 年１０月２１日
開催場所：名古屋市公会堂
担　当：ＪＣフォーラム特別委員会

2 月例会「成熟社会を生き抜くために～探し
てみよう！ 一人ひとりの幸せのかたち～」
開催日：2012 年２月２４日（金）
開催場所：名古屋市公会堂
担　当：成熟国家を生き抜くちから研究委員会

5 月例会「～きっともっとすきになる～悠久
の歴史から分かる日本の心」
開催日：2012 年５月２５日（金）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：悠久の歴史研究委員会

8 月例会「イキイキした子どもの育み方～自
ら切り拓く未来へ向けて～」
開催日：2012 年８月３１日（金）
開催場所：ウィルあいち ウィルホール
担　当：たくましく生き抜くちから育成委員会

11 月例会「自らの選択が未来を変える！～あ
なたの考えるエネルギーベストミックスとは～」
開催日：2012 年１１月８日（木）
開催場所：テレピアホール
担　当：次代のエネルギー研究委員会

3 月例会「企業成長の秘訣～企業の長期的
利益を実現するためには～」
開催日：2012 年３月２８日（水）
開催場所：名古屋市芸術創造センター
担　当：つながりの経営実践委員会

6 月例会「次代の環境を考えよう！環境リテ
ラシー～真実を自ら掴め～」
開催日：2012 年６月１８日（月）
開催場所：アートピアホール
担　当：次代の環境研究委員会

9 月例会「ＩＣＴでイノベーションを起こす！～
次代を切り拓くのはあなたです～」
開催日：2012 年９月１９日（水）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：情報化社会を生き抜くちから研究委員会

12 月例会「つながり～心を一つにして～」
開催日：2012 年１２月３日（月）
開催場所：名古屋東急ホテル
担　当：会員拡大実践委員会

第62年度例会
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副委員長セミナー
開催日：2011 年 10 月 22 日～ 23 日
開催場所：名鉄犬山ホテル
担　当：ＪＣ観構築特別委員会

第２９回わんぱく相撲名古屋大会
開催日：2012 年５月１２日・１３日
開催場所：日本ガイシホール
担　当：わんぱく相撲実践委員会

卒業予定者連絡会議
開催日：2012 年７月１０日（火）
開催場所：喜多八（名古屋市中区錦）
担　当：次代の環境研究委員会

育もう、人々のふれあい、こころの絆！～地
域防災つながりプログラム～
開催日：2012 年９月９日～１１月２５日
開催場所：名古屋市立日吉小学校体育館他
担　当：災害ネットワーク構築委員会

褒章申請セミナー
開催日：2012 年２月１７日（金）
開催場所：名古屋ＪＣ会館
担　当：情報化社会を生き抜くちから研究委員会

JC 観を構築する事業
開催日：2012 年 7 月 9 日～ 12 月
開催場所：テレピアホール他
担　当：JC 観構築特別委員会

みんなつながるプロジェクト～見せよう地域
の大人たちが頑張り支え合う姿を～
開催日：2012 年８月２５日～９月２３日
開催場所：名古屋市立児玉小学校 校庭 体育館他
担　当：地域教育ネットワーク構築委員会

描こう！みんなで創る未来のまち 名古屋
開催日：2012 年１０月８日　
開催場所：吹上ホール
担　当：名古屋のまちづくり研究委員会

第62年度事業
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11/15

12/10
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1月例会新年賀詞交歓会、名古屋観光
ホテルで新年賀詞交歓会を開催
2月例会「成熟社会を生き抜くために〜探
してみよう! 一人ひとりの幸のかたち〜」を
開催
3月例会「企業成長の秘訣〜企業の長
期的利益を実現するためには〜」を開催
6月例会「次代の環境を考えよう環境リテラ
シー〜真実を自ら掴め〜」を開催
8月例会「イキイキした子どもの育み方〜自
ら切り拓く未来へ向けて〜」を開催
みんなつながるプロジェクト、〜見せよう地域
の大人たちが頑張り支え合う姿を〜を開催
9月例会「ICTでイノベーションを起こす
〜次代を切り拓くのはあなたです〜」を開催
グループ事業開催、名古屋各地でグルー
プ単位で実施するグループ事業が開催

11月例会「自らの選択が未来を変える〜
あなたの考えるエネルギーベストミックスとは
〜」を開催
12月例会、名古屋東急ホテルにて12月
例会を開催

ミャンマー民主化進展、民主化運動指導
者アウン・サン・スー・チー氏率いる国民
民主連盟が勝利を収め、同氏自身も下院
議員に当選した
金正恩氏、第1書記に、労働党代表者会で、
党最高ポストの第 1書記に就任した
中国など新興国の景気減速、世界経済の
けん引役となっていた新興国で、成長率の
低下が目立った
消費増税法が成立、2014 年 4月に税率
を5%から8%に17 年ぶりに引き上げ、
2015 年 10月には10%
中国・韓国との関係悪化、日本と中国、韓
国との間で島の領有権をめぐる対立が激化
米大統領にオバマ氏再選、共和党のロム
ニー前マサチューセッツ州知事を破り、再
選を果たした
中国トップに習近平氏、習近平国家副主
席（59）が総書記に選出された
山中教授にノーベル医学生理学賞、体の
あらゆる細胞になる能力を持つ人工多能性
幹細胞（iPS細胞）を開発した
自公圧勝、政権奪還、3年 3カ月ぶりに
政権を奪還した
韓国大統領に朴槿恵氏、韓国大統領選
で、保守系与党セヌリ党の朴槿恵氏（60）
が女性として初の当選を果たした

2012 年 1月～12 月
名古屋青年会議所の動き

社会の動き
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―第63年度のまちや組織の状況
光田　2013 年、アベノミクスが発表されたり、
東京オリンピックの誘致決定等がありました。
加藤　当時を思い返すと、東京オリンピック
に関しては、正直あまり名古屋の地で盛り上
がったという印象はありません。私たち第 63
年度は、どのような「役割」の年度になるかと
いうものを重要視しました。公益社団法人化
し、全国大会を主管するなど、LOMにとって
大きな転換期を経て、名古屋青年会議所は、
今後、何をすべきかということに向き合う必
要がありました。私としては、日本青年会議
所と良い距離感を保ちつつ、ベクトルは同じ
方向ではありますが、名古屋青年会議所独自
の運動も必要ではないかと思いました。また、
公益社団法人ではありますが、会員益を重要
視して、対内例会も久しぶりに開催するように
しました。
光田　私も63 年度入会なのですが、当時塾
が 16 個あったんですよね。未だに語り草にな
ります。
加藤　塾長 1人でしっかり面倒を見られる人
数って限られると思うんです。塾長の負担を軽

くしてあげたかったし、塾生一人ひとりに対す
るケアもしっかりしてあげたかった。また、名
古屋青年会議所の活動にも触れていただきた
くて、委員会付きの塾という形をとり、各委員
会1人ずつ塾長を設けました。
光田　実は、第 63 年度入会者の 3 年以内
の退会者って、顕著に少ないんですよ。
加藤　我々の狙った通りの結果が出てます
ねぇ（笑）。会社や学校でも同じですけど、1
人で見られる人数って限界がありますよね。塾
長やオリエンに任せるだけでなく、会全体で
塾生を育てていくための方策でした。また、
第 63 年度の組織の特徴の1つに、特別委員
長が 1人もいないというのがあります。
光田　えっ !!
加藤　これは賛否あるとは思いますが、色々
な経験をさせてあげたいという思いがあって。
常任理事は、基本的には 1度委員長を経験し
ていますので、常任理事としては、委員長で
はなく複数の委員会を統括する室長を経験し
ていただきたかったのです。

―記憶にある事業・例会

光田　JCフェスティバルを11月に開催され
ていますね。
加藤　理事選出選挙が終わり、秋になると、
次年度の風が吹き始めます。特に年度の初め
に例会が終わってしまった委員会などはモチ
ベーションを維持することが困難になります。
せっかく学んだことを発信する場を設けたかっ
たので、全委員会を対象とした、JCフェスティ
バルを11月に開催することにしました。そして、
全国大会のように、名古屋青年会議所が一丸
となって行えば、大きなことができますから、
社会にインパクトを与えるために、セントラル
パークをJC一色にして、全委員会の発信の場
をつくったわけです。
光田　私も参加していました。
加藤　後から皆さんに言われたのは、「他の
委員会がやっているのを見られない」というこ
とでしたが、これは完全に対外向けのものな
ので、それはそれで良いのかなと思っていまし
た。しかしながら、誰を対象にしているのか
ということは、事業構築に当たってはしっかり
考える必要がありますよね。
光田　その他、印象に残っている事業や例

理 事 長… 加藤　武功…
直前理事長… 末岡　　仁…
副理事長… 鈴木　拓将… 大島千世子… 山本　康弘… 青木　照護
専務理事… 斉藤　裕也…
常務理事… 太田　幸壱…
監　　事… 山下　智己… 堀田　　崇… 鈴木　晶博… 春馬　　学
顧　　問… 柚木　　猛… 前田　将行… 堀田　政宏…
常任理事… 豊住　　清… 川島　謙一… 河村　直樹… 乃一　剛英… 足立　兼敏… 川中洋太郎… 岩﨑　友就… 杉浦　　卓
出向役員… 伊藤　貴範… 小山　雅也
理　　事… 岩田　一成… 伊吹　洋平… 木村　篤志… 石橋　泰徳… 徳山　喜保… 永井　宏典… 森　　真悟… 大宮　隆志… 海田　雅史…
… 神戸　有紀… 白村　陽秀… 山本　直人… 岩間　義人… 藤田　和之… 田中　良知… 森田　文徳… 鈴木　雅也… 大和　直樹

２０１３年度　第６３代理事長　加藤武功先輩

「本質を見極め、諦めない情熱で未来を切り拓け !
〜誇りあるまち名古屋を目指して〜」
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会はありますか。
加藤　沢山ありますが、11月まで 63 年度の
皆さんには、全力で研究や調査、そして発信
をしていただきましたので、各委員長は大変
だったと思います

―持続可能な組織に向けて
光田　今年度、「持続可能」ということをテー
マにさせていただいております。特に今年は、
新型コロナウイルスの影響もあって、本当の意
味で「持続可能かどうか」ということを考えな
ければいけない状況になっています。
加藤　難しいテーマですね。第 70 年度は新
型コロナウイルスの影響で、光田理事長が描
いた第 70 年度とは違ってしまったかもしれま
せんが、前向きに捉え、青年会議所の持続可
能を考えると良いかもしれませんね。私が委
員長だった時、議案を一生懸命つくって正副
のところへもっていくと、「うーん、良いんだけ
ど、汗かき感が足りない」って言われて、当
時は、すごく納得いかなかったんですけど（笑）、
でも青年会議所ってそういうもので、例えば
講師との交渉でも、業者に頼むわけではなく、
全部自分たちで行う、小さな繋がりをたどり、
足を運んで大きな繋がりにする。そういった
繋がりの大切さを学んでいくのが青年会議所
だと思うんですね。今の時代は、もしかした
ら SNS 等で簡単にアポイントが取れたりする
のかもしれないですが、今までのやり方で得
られていたものとズレが生じてしまっているの
かもしれないとは思います。もちろん、便利な
ものは率先して取り入れるべきだとは思います
が、一見無駄だと思えることでも、必ず肥や
しになります。

青年会議所は、40 歳で卒業ですから、40
歳以降どうしていくか、そのために青年会議
所でどのように向き合い、過ごすのかが大事
です。あまりにスムーズに行き過ぎても印象に
は残らないですし、得られる経験値も少ない
ように思います。せっかくお金と時間をかけて
やるのであれば、多くのものを得ていただきた
いと思います。そのようなことが、私が思う、
青年会議所を持続可能にする1つのエッセン
スなのではと思います。

会としては、難しい時代になっています。

青年会議所だけではない時代なので。青年
会議所でないと経験できないこと、気づけな
いことは何なのか。社会を変革するさきがけ
の団体といっても、今やNPOをつくろうと思
えばすぐつくれる訳ですし、それだけでは人
はつなぎとめられない。やはり会員に何を与え
られるのか、つまり、会員益がより重要になっ
てくるでしょう。
光田　日本青年会議所としても、青年会議
所の存在価値というものも考えつつ、組織の
あり方についても色 と々試行錯誤がされてい
て、WEB 会議も積極的に取り入れられるよう
になっています。ただ、人が集まることのメリッ
トがなくなってしまうことへの心配はあります。
加藤　業種別部会のように、例会や諸会議
以外にも集まれる場をもっと活用してもいいか
もしれませんね。仕事を直接の目的にするっ
ていうのは難しいと思いますが、青年会議所
活動で培った人間関係を仕事につなげていく
という流れは昔からありますし、名古屋の市
民性を見ても、感覚は近いと思うんですよね。
今の青年会議所の立ち位置と、「これから」
を考えて欲しいと思います。情報があふれ、

便利になりすぎている今の時代において、青
年会議所はどうしていくのか。第 80 年度を見
据えて、大きな筋書きを描いていってほしいな
と思います。アジア競技大会もやるんですよ
ね ?
光田　はい、2026 年に愛知県で開催予定で
す。
加藤　そのアジア競技大会を目がけてやって
いくと良いんじゃないでしょうか。

―現役メンバーへのメッセージ
光田　最後に、現役メンバーに対してエール
をお願いします。
加藤　青年会議所で色々なことに自分自身
でチャレンジして欲しいと思います。依頼だけ
してお終いではなく、自らの足を使い、自身
の耳で聞いて、自分で交渉してくる。そういう
ことをやってきた人は、青年会議所を卒業し
ても輝いています。是非、切磋琢磨して、自
身を磨き続けて下さい。
光田　本日は、貴重なお時間をいただきまし
て、誠にありがとうございました。
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1 月例会「新年賀詞交歓会」
開催日：2013 年 1 月 15 日（火）
開催場所：名古屋観光ホテル 曙の間
担　当：総務委員会

4 月例会「今、地方自治を考えるとき！自ら
創造していこう、私たちの名古屋」
開催日：2013 年 4 月 8 日（月）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：地方自治再編研究委員会

7 月例会「世界に誇れるまち～名古屋はこ
んなにどえりゃあまち～」
開催日：2013 年 7 月 25 日（木）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：誇りあるまち名古屋創造委員会

10 月例会「青年よミッションを掲げろ！～行
動する市民となるために～」
開催日：2013 年 10 月 21 日（月）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：ＬＤの本質探究委員会

2 月例会「みんなで知ってみんなで護ろう日
本の領土・領海」
開催日：2013 年 2 月 21 日（水）
開催場所：名古屋市公会堂
担　当：領土・領海問題検証委員会

5 月例会「高邁な精神を持つ青年経済人と
なるためには～教えます、あなたの会社を
強くする方法～」
開催日：2013 年 5 月 15 日（水）
開催場所：テレピアホール
担　当：経営資質向上研究委員会

8 月例会「私の想い、届いてますか？～あ
なたの心に届く想いの伝え方～」
開催日：2013 年 8 月 7 日（水）
開催場所：青少年文化センター アートピアホール
担　当：心を揺さぶる力研究委員会

11 月例会「JC フェスティバル 2013」
開催日：2013 年 11 月 17 日（日）
開催場所：久屋広場他
担　当：JC フェスティバル運営委員会

3 月例会「明日をちょっと明るくする方法～
そうだ、情緒力を高めよう！～」
開催日：2013 年 3 月 23 日（火）
開催場所：名古屋大学 豊田講堂 ホール
担　当：情緒力育成委員会

6 月例会「政治を知らない若者はウン千万
円損してる！？政治を動かすのは私たち！」
開催日：2013 年 6 月 26 日（水）
開催場所：名古屋市公会堂
担　当：真の国民主権研究委員会

9 月例会「コミュニティが創造する繋がりの
連鎖～欲しい未来はみんなでつくろう～」
開催日：2013 年 9 月 30 日（月）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：都市型コミュニティ研究委員会

12 月例会「次代への継承 ～ To the next 
generations ～」
開催日：2013 年 12 月 2 日（月）
開催場所：名古屋東急ホテル
担　当：渉外委員会

第63年度例会

活動実績紹介48

情報の本質を検証する事業
開催日：2013年 6月30日～11月17日
開催場所：ウインクあいち他
担　当：情報の本質検証委員会

まちの誇りを創造する提言書
開催日：2013年 11月17日（日）　
開催場所：JCフェスティバル会場並びに周辺
担　当：まちの誇り創造グループ

ナゴヤキッズドリームフェスティバル 2013
開催日：2013年 11月17日（日）
開催場所：JCフェスティバル会場
担　当：子どもの未来創造委員会

公益社団法人の検証と運営
担　当：財務委員会

世界から愛される日本を知ろう！伝えよう！
開催日：2013年１０月２７日～１１月１７日
開催場所：久屋広場他
担　当：国家の品格復興委員会

なごや防災フェスタ 2013 ～災害に負けな
い強いチカラを備えよう！！～
開催日：2013年 11月17日（日）
開催場所：久屋広場
担　当：地域ネットワーク構築委員会

名古屋青年会議所の広報誌の発行
発行日：2013年 1月25日・4月25日・
7月5日・8月2日・10月25日・12月27日
担　当：広報委員会

誇り高き JAYCEE を育成する事業
開催日：2013年 11月20日（水）
開催場所：名古屋 JC会館
担　当：誇り高きJAYCEE育成会議

第63年度事業
1/15

2/21

4/8

6/29〜8/4

6/30〜11/17

7/25

8/7

10/17

10/21

12/2

4/4

4月
7/21
7/25

8/21

9/7

10/1

10/9

11/23

12/5

1月例会新年賀詞交歓会、名古屋観光
ホテルで新年賀詞交歓会を開催
2月例会「みんなで知ってみんなで護ろう日
本の領土・領海」を開催
4月例会「今、地方自治を考えるとき!自ら
創造していこう、私たちの名古屋」を開催
会員スキルアップ LDセミナー、会員資質
向上を目的に開催
情報の本質を検証する事業、情報を正しく
取捨選択し読み解き、情報を的確に発信
する力を養うことを目的に事業を開催
7月例会「世界に誇れるまち〜名古屋は
こんなにどえりゃあまち〜」を開催
8月例会「私の想い、届いてますか?〜
あなたの心に届く想いの伝え方〜」
政治家としゃべっちゃお !〜若者が政治を
動かせる〜、次代を担う市民が、主権者と
して、政治を動かし得ることを認識し伝播す
ることを目的に開催

10月例会「青年よミッションを掲げろ!〜
行動す市民となるために〜」を開催
12月例会、名古屋東急ホテルにて12月
例会を開催

アベノミクス始動、（1）金融緩和（2）
財政出動（3）成長戦略 -の「三本の矢」
を好感した市場では年初から円安・株高が
進み、景気回復ムードが高まった
福島第 1原発、汚染水深刻
参院選で自民圧勝、「ねじれ」解消
TPP 交渉に参加、高水準の貿易・投資
自由化に向け、環太平洋連携協定（TPP）
交渉に7月、日本が 12 番目の国として
合流した
シリアで化学兵器使用、内戦が続く首都
ダマスカス郊外で、化学兵器を使ったとみ
られる攻撃があり、毒ガスによる症状で
1,000 人以上が死亡
夏季五輪東京開催決定、東京がマドリー
ド、イスタンブールを破り、2020 年夏季
五輪・パラリンピックの招致に成功した
消費増税、2014 年 4月実施を決定、
閣議で2014 年 4月から予定通り8%に
引き上げることを決めた
スノーデン容疑者、米情報収集活動を暴
露、国家安全保障局（NSA）が秘密裏
に個人の通信情報を収集していたことを暴
露した
中国が尖閣上空に「防空識別圏」、中国
政府が東シナ海に「防空識別圏」を設定
し、圏内で指令に従わない航空機には「武
力で防御的な緊急措置」を取ると警告
中国で「PM2.5」の汚染深刻化、原因
は車の排ガスや石炭燃焼から発生する微
小粒子状物質

2013 年 1月～12 月
名古屋青年会議所の動き

社会の動き
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―第64年度のまちや組織の状況
光田　2014 年度というと、消費税増税が
ありました。
青木　この消費税増税は影響が大きかっ
たですよね。第二次安倍政権でデフレ脱却
目前まで行ったのに、2014 年の増税で国
民消費が激減し、その後今まで回復してい
ませんから。
光田　そこに輪をかけて昨年 10月にさら
に消費税上がりましたからね。

―第64年度のスローガン
光田　第 64 年度、「『一期一会』の覚悟
〜日本を変えるのはオレたちだ !!」というス
ローガンをかかげられました。この「日本
を変えるのはオレたちだ !」というフレーズ
は、私にとってももう頭から離れないフレー
ズになっています（笑）。
青木　もともと第 60 年度に財務委員長を
務めた時の上司であった堤創先輩が委員長
だった時代に「名古屋を変えるのはオレた
ちだ !!」って言ってたんです。その後私が
日本青年会議所の議長になった時に、堤
先輩に「これ、継承させていただいてもよ
ろしいでしょうか ?」とお伺いを立てて、使
わせていただくことになりました。なので、
私のオリジナルではないのですが、その後

日本青年会議所の会頭の時まで使わせて
いただきました（笑）。
光田　対談に先立ち、資料を見返してい
た中で、青木先輩が名古屋青年会議所の
理事長を務められた 2014 年度と日本青年
会議所の会頭を務められた 2017 年度とで、
似ている部分がかなり多いと感じました。
青木　一緒でしょ（笑）。名古屋青年会議
所の理事長は、日本の青年会議所のトップ
でなければならないという意識がありまし
たので、理事長所信にも日本のことを中心
に書きました。名古屋は 230 万人の政令指
定都市で、名古屋青年会議所の理事長は
その名古屋の青年経済人のトップなんだか
ら、名古屋のことばかり言っていてはいけ
ないと思います。
光田　『一期一会』、「今しかできないこと
がある、自分にしかできないことがある、
だから今自分がやるんだ」というフレーズも
私には染みついているのですが、これらの
キーワードに込められた想いというのを改
めて教えていただけますか。
青木　「一期一会」と「覚悟」の 2 つがキー
ワードですね。「一期一会」も、自分が立
候補した選挙の中から出てきた言葉です。
選挙は自分探しの旅。自分とはこういうもの
だというところに辿り着ければ選挙は成功

だと言います。よくコップの水の例え話をし
ます。コップに泥水、つまりエゴが溜まって
いる。選挙が始まった時点でこれがあまり
溜まっていない人は、まぁ大丈夫だと。逆
にいっぱい溜まっている人は、周りの人が「お
前やばいぞ !」と言いながら一生懸命その
泥水を掻き出していくんですね。そうすると、
最初は泥水がいっぱい溜まっていた人は泥
水が減っていって、逆に大丈夫だと言われ
ていた人はどんどんエゴが溜まっていって、
お盆明けくらいに逆転するんですよね。お
前は大丈夫だと言われていた人がお盆明け
のコーカスでパッと横を見ると、最初は泥水
が溢れそうになっていた人がすごい目力で
オーラを放っていたりする。そこで「やばい !」
と気づく訳ですよ。そこから泥水の減らし
合いが始まる。泥水は自分では減らせない
ので、人に掻き出してもらうしかない。人の
いろんな意見を全部受け入れて、みんなに
感謝して、立会演説会までに泥水が空になっ
たら勝ち。空になると、コップの底に文字
が書いてある。そこに書いてある文字こそ
が、その人の信念です。私の場合は、そこ
に「一期一会」と書いてあったんです。だ
から、一期一会という言葉を大切にしてい
ます。これは、自分で辿り着いた答えでは
なく、名古屋青年会議所の仲間に与えても
らった言葉。だから強いんです。一期一会
の 4 文字だけで日本青年会議所の会頭まで
やりきったからね（笑）。
光田　おっしゃる通りですね（笑）。
青木　立会演説会の 2日前に原稿つくりな
がらパソコンの前で寝落ちしちゃったんです
ね。そうしたら夢の中に選対長が出てきて。

「青ちゃん、結局自分探しできなかったね。
でも、誰か先輩が言ってたよ。青木照護の
良いところは「一期一会」だ。どこに行って
も青木照護は青年会議所の事業に参加して
いる。いつも会っている人でも、その時そこ
に行かなければ、その瞬間のその人には会
えない。だからそこに参加してるんだ。」と
言ったんです。目が覚めて、寝ちゃいかんな
と思って顔を洗おうと思って洗面所へ行って
鏡を見たら、涙がダーっと出て。あ、これ
が答えだと気づいたんです。そこから立会演
説会の原稿は全部ゼロベースにして、一期
一会について立会演説会で喋ったんです。
「覚悟」という言葉も選挙でいただいた

言葉です。いろんな理事経験者からお話を
聞かせていただく中で、ある理事経験者の
方が、ちょうど選挙が終わる3日前のタイ
ミングだったんですが、「選挙が終わるまで
にあと3日しかないが、3日もある。この 3
日で、自分がこれまで受けてきたことに対
する感謝を返し切ったら当選だ。理事をや
り切る覚悟をもって感謝を返し切れ ! 感謝

理 事 長… 青木　照護…
直前理事長… 加藤　武功…
副理事長… 川島　謙一… 豊住　　清… 乃一　剛英… 杉浦　　卓
専務理事… 伊藤　貴範
常務理事… 三浦　　恒
監　　事… 鈴木　晶博… 春馬　　学… 斉藤　裕也… 山本　康弘
顧　　問… 末岡　　仁… 太田　幸壱
常任理事… 鈴木　雅也… 小山　雅也… 松林　映秀… 神戸　有紀… 大宮　隆志… 藤田　和之… 山本　直人… 永井　宏典
出向役員… 川中洋太郎… 大和　直樹
理　　事… 阪野　照定… 伊藤　　崇… 阪野　公夫… 風岡　一城… 森　　正志… 中林　良太… 野阪　武司… 光岡　　徹… 河合　慎太…
… 梅村　　総… 山本　一統… 渡邉　大祐… 山田　剛士… 鈴木　和貴
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の先には覚悟があるんだ。」と言われたん
です。ズドーンとハートに風穴が開いた思
いでした。理事になった後、じゃあこれか
ら誰に感謝を返していけばいいんだとなっ
た時に、後輩たちに青年会議所の素晴らし
さを伝えることで先輩たちからいただいた
ご恩を送っていくしかないんだと気がつきま
した。よく、青年会議所は「恩返しの団体」
ではなく「恩送りの団体」だと言われる所
以はそこにあるのですね。

今しかできないことがある。自分にしか
できないことがある。だから今、自分がや
るんだという「一期一会」のもとに、今ま
でいただいてきたご恩を後輩たちへ送って
いくんだという覚悟。「一期一会の覚悟」
をかみ砕いていうと、そういうことです。

これにサブテーマとして「日本を変えるの
はオレたちだ !!」をつけた。「変える」とい
うのは、「誰もが夢を描ける日本」へ変えて
いくということです。20 年もデフレが続い
ていると、誰も夢を描けなくなる。誰もが
夢を描けるようになるということは、要する
に日本が経済成長するということですね。

―記憶にある事業・例会、選挙について
光田　2014 年度といえば、アオキノミクス
の 3 本の矢をかかげられました。「実行力
のある運動の展開」・「会員資質の向上」・「会
員拡大」の 3 つ。
青木　まず会員拡大でモチベーションを上
げて、実行力ある運動を展開して会員資質
が向上して、感化された会員が理事候補者
選出選挙に立候補する。そういう名古屋青
年会議所の1年間の流れを表現しただけな
んですよね。名古屋青年会議所って選挙中
心の LOM だと思っているので、選挙をど
う迎えるか、どういう選挙にするかっていう
ことを常に考えたし、選挙が終わったタイミ
ングがスタート。委員会だって、選挙を迎え
るタイミングで委員会がどれだけ盛り上がっ
ているかだと思うんですよね。そのタイミン
グで出席率 80% の委員会と出席率 30% の
委員会とでは、同じ土俵に立てませんよね。
光田　第 64 年度は、立候補者も15 名出
ましたよね。
青木　第 64 年度では、第 1 回コーカスの
後には立会演説会まで何もない、「真っ白
なキャンパスに絵を描け !」と言って自由に
やってもらうことにしました。その理由は
色 あ々るんだけど、選挙って「辛い」「厳しい」
と言われるじゃないですか。だったら好き
なようにやってみればということにした訳で
す。結果的にみんな勝手にコーカスやった
りしていたので、後から思えば、コーカス
禁止にすれば良かったなと思います。
光田　コーカス1 回・立会演説会1 回とい
うのは事前に周知されたんですか?
青木　1 か月前くらいに周知しましたね。
青年会議所って、自分たちで年会費払って
やってますよね。自分たちでお金払って自己
研鑽してる。その中で人脈ができたりします
よね。ところが選挙だけは何か「やらされ感」
があるように感じて。自分たちでお金払って
やってるんだから、自分たちで考えて自分た
ちでやりたい選挙をやる権利があるだろう
と思って、空白の選挙にしたんですね。
光田　具体的な事業・例会の中で記憶に

残っているものはありますか。
青木　例会で言うと、やっぱり2月例会で
すね。1月例会で発表した理事長所信を体
現する初めての場が 2月例会なので、1委員
会ではなく全員でつくっていくというイメー
ジでした。他のLOMを訪問しながらいつも

「名古屋大学豊田講堂に1 席でも空席が出
たら腹を切る !」と啖呵を切っていたら、そ
の度にただでさえ色白の伊藤専務の顔が
真っ白になって（笑）。でも、結果として、満
席になって、急遽サテライト会場までつくる
ことになって。あの時は、多分名古屋青年
会議所会員の 6 割くらいが何かしら動いてく
れたと思うんです。たった 6 割動くだけでこ
れだけの結果が出るんですよね。「名古屋青
年会議所っていいなぁ」って思った例会でし
た。これだけの市民を集められて、講師とし
て現役の文部科学大臣を呼べて、自分たち
が思うことを発信できる。なかなか他にはな
いことができる団体だと思いますね。
「会員資質の向上」って、みんな必要っ

て言うけど、「質」って何って聞くと、誰も
答えられない。答えは簡単なんです。その
人が、青年会議所を使って何をするかとい
う目的をはっきりもてているかどうか。目的
をもっている人は質の高い会員。目的がな
いと、お金と時間と労力ばかり奪われて、
何も残らない。何でも良いから目的を1つ
だけもっていれば、青年会議所はその人に
とって「道具」になる。青年会議所を道具
として使っている人は質が高いということで
す。選挙の候補者なんて、名古屋青年会
議所を使って自己研鑽しようという明確な
目的をもっているわけですから、まさに「豪
傑」ですよね。

―理事長として成し遂げたこと
青木　自分が理事長として成し遂げたこと
は 1つだけかなと思っているのが、一般社
団法人北名古屋青年会議所の設立です。
2013 年度に日本青年会議所の会務担当常
任理事を務めた時の任務が「会員拡大」で
した。日本青年会議所にとっての「会員拡
大」とは、LOM の数を増やすことです。
その年度には、LOMをつくることはできな
かった。じゃあ名古屋でやろうと思った時
に、北名古屋に LOM が無いことに気づい
たんです。しかし、LOM がない地域で
チャーターメンバーを10 名集めるというこ
とは、並大抵のことではありません。本当
に大変でした。

―会員拡大について
青木　会員拡大というのは、会員の増強。
この「増」と「強」のバランスが大切。今
の経済状況からして、それ相応のやりがい・
目的がなければ、会員は減ってしまいます。
光田　これまで数ばかりにフォーカスして
きたように思うので、今年度は数を追うの
をいったん辞めて、目的をもった会員に入
会していただこうという方針をとっています。
青木　今、名古屋青年会議所に必要なの
は、会員の「増」ではなく「強」であるこ
とは明白です。「増」は十分にやってきた。
結果的に会員数が 500 名になったっていい
と思うんです。目的をもった強い 500 名の
会をつくる。1,000 名を目指すのはその後

だと思います。

―持続可能な組織に向けて
光田　青年会議所としては、まちに青年会
議所の燈火が灯っている状態は保っていか
なければならないと思いますが、そのため
に必要なことは何だと思われますか。
青木　それがアオキノミクス 3 本の矢なん
です。目に見える形でまちを変えていく必
要がありますよね。アジア競技大会の誘致
だって名古屋青年会議所が第 64 年度に
やったことなんです。名古屋青年会議所が
提案書つくって大村知事にもっていって、
それが議会に上がって 2026 年に誘致する
ことが決定したんです。このアジア競技大
会を盛り上げるお手伝いもしていく必要は
あるでしょうね。

まちづくりに興味がある若者もいます。一
つひとつの活動をしっかりやっていけば、そ
ういう若者には刺さるはずなんです。会員拡
大に困っている人・LOM は、レッドオーシャ
ンで戦っているんですよ。青年会議所入れ
ば人脈できるよ、仕事につながるよって。そ
ういう話だと、他にもそういう団体はいくら
でもあるわけです。じゃあ他にはなくて青年
会議所にあるものは何か。それは政治です。
政治を動かし社会を変える。この「政動社変」
ができる団体って青年会議所しかないんで
すよ。これに心が動く若者は確実にいる訳
です。数は少ないかもしれないけれども志
が高い。そういう人は、確実に理事になっ
ていきますよね。そういう人を1 人入会させ
るのか、目的のない人を10人入会させるの
か、どちらが良いのかという話です。

―現役メンバーへのメッセージ
光田　最後に、現役メンバーへ向けて一言
お願いします。
青木　これだけは、ということを伝えるな
らば、「青年会議所は道具だ」ということ
です。道具は使うためにある。決して道具
に使われてはならない。青年会議所という
道具を使うために必要なことはただ 1つ。
目的をもつこと。「飲み友達をつくる」でも
何でもいいんです。入会する時点では目的
がなくてもいいんです。青年会議所に入っ
たら1つで良いから、目的をもっていただ
きたいと思います。そして、段 と々その目的
が「世のため人のため」に変わってくると、
今度、その「世のため人のため」が実は自
分のためになるんだということが分かってく
る。情けは人の為ならず。これを体現して
いる団体が青年会議所です。是非、青年
会議所に使われる側でなく、青年会議所を
使う側になってください !!
光田　本日は貴重なお時間をいただき、あ
りがとうございました。
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1 月例会「新年賀詞交歓会」
開催日：2014 年 1 月 14 日（火）
開催場所：名古屋観光ホテル 曙の間
担　当：総務委員会

4 月例会「他人事でいいの？～これがホントの
僕らのニッポン～」
開催日：2014 年４月２５日（金）
開催場所：ウィンクあいち 大ホール
担　当：国民意識確立委員会

7 月例会「人間力って何？ ～自身の人間力
を高め社会に活かそう～」
開催日：2014 年７月１５日（火）
開催場所：名古屋市芸術創造センター
担　当：人間力向上委員会

10 月例会「いつもの朝が来るとは限らない！
～日々の防災意識が希望ある明日をつくる～」
開催日：2014 年１０月１７日（金）
開催場所：鯱城ホール
担　当：防災都市構築委員会

2 月例会「呼び起こせ！日本の心 ～教育再生 
私たちが歩むべき日本道！～」
開催日：2014 年２月１５日（土）
開催場所：名古屋大学　豊田講堂
担　当：日本道確立委員会

5 月例会「経済のあり方を提唱する例会」
開催日：2014 年５月２９日（木）
開催場所：青少年文化センター アートピアホール
担　当：社会起業家育成委員会

8 月例会「ＪＣフォーラム２０１４～マルハチ
コンファレンス～」
開催日：2014 年８月８日（金）～８月１０日（金）
開催場所：愛知芸術文化センター
担　当：ＪＣフォーラム運営特別委員会

11 月例会「未来は僕等の手の中に」
開催日：2014 年１１月１９日（水）
開催場所：日本特殊陶業市民会館フォレストホール
担　当：一期一会の繋がり構築委員会

3月例会「これからの教育～家庭にできること、
地域にできること～」
開催日：2014 年３月２３日（日）
開催場所：名古屋ガーデンパレス
担　当：教育構造確立委員会

6 月例会「私が変わる。社会が変わる。」
開催日：2014 年６月２３日（月）
開催場所：名古屋市教育センター
担　当：国家ビジョン策定特別委員会

9 月例会「新しい社会システムを提言する例会」
開催日：2014 年９月２６日（金）
開催場所：名古屋市教育センター
担　当：新社会システム構築委員会

12月例会「～次代へと繋げよう一期一会の覚悟～」
開催日：2014 年１２月１６日（火）
開催場所：名古屋東急ホテル
担　当：財務委員会

第64年度例会
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地域貢献事業 僕らの森のひみつ基地～名古
屋ＳＡＴＯＹＡＭＡ体験～
開催日：2014年８月２日～８月９日
開催場所：金城学院大学キャンパス内他
担　当：広報委員会

一期一会の繋がりを構築する事業 見つけよう、
自分の魅力！信じよう、みんなの夢！～「共助」
が社会を変える～
開催日：2014年５月１５日～７月１２日
開催場所：千葉県立四街道高等学校他
担　当：一期一会の繋がり構築委員会

世界に「日本道」を広める事業 「日本道」を
呼び覚まし、世界に発信しよう ～自国を知り、
世界へ羽ばたけ！～
開催日：2014年５月１４日～１０月２６日
開催場所：名古屋大学他
担　当：国際交流委員会

中長期ビジョンの検証並びに策定
担　当：名古屋 JCの未来創造会議

地域貢献事業 一緒につくろう、一緒に遊ぼう
～ぼくらのワンダーランド～
開催日：2014年１１月１５日～１１月１６日
開催場所：愛知学院大学他
担　当：ＪＣ運動発信委員会

地域貢献事業 東日本大震災の悲しみを忘れ
ない～企業人としてできることは～
開催日：2014年１２月２２日
開催場所：名古屋サンスカイルーム
担　当：渉外委員会

地域貢献事業 名古屋きしめんフェスティバル
～きしめんのまち名古屋を目指して～
開催日：2014年１１月３０日（日）
開催場所：久屋大通公園
担　当：財務委員会

オリエンテーション実行会議
担　当：オリエンテーション実行会議

第64年度事業
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1月例会新年賀詞交歓会、名古屋観光
ホテルで新年賀詞交歓会を開催
4月例会「他人事でいいの?これがホント
の僕らのニッポン〜」を開催
5月例会「経済のあり方を提唱する例会」
会員の人間力を高める事業Ⅱ、自立・共
助の精神を兼ね備えた会員を育成すること
を目的に開催
7月例会「人間力って何 ?〜自身の人間
力を高め社会に活かそう〜 }を開催
地域貢献事業、名古屋各地で5つの地
域貢献事業を開催
9月例会「新しい社会システムを提言する
例会」を開催
10月例会「いつもの朝が来るとは限らな
い !〜日々の防災意識が希望ある明日をつ
くる〜」を開催
名古屋の魅力をさらに高める事業、名古
屋市と共催し、市民と共に名古屋の将来
像を考える事業を開催

12月例会、名古屋東急ホテルにて12月
例会を開催

STAP細胞論文に捏造や改ざん、論文の
実験画像に疑義が浮上、理研調査委員
会が捏造や改ざんがあるとして不正を認定
した
ウクライナ危機、親ロシア派政権が崩壊し、
親欧州連合派政権が発足したのを受け、
ロシア系住民が多数を占める南部クリミア
半島にロシアが軍事介入
韓国旅客船事故で304 人死亡・不明、
旅客船「セウォル号」が沈没し、乗客乗
員304人が死亡・行方不明となった
集団的自衛権容認、政府は7月1日、
集団的自衛権の行使を容認する憲法解釈
の変更を閣議決定した
御嶽山が噴火、57人が死亡、6人が行
方不明
エボラ出血熱感染拡大、西アフリカのエボ
ラ出血熱感染拡大、WHOは死者は
6,000 人を超えたと発表、感染者は2万
人に迫ろうとしている
消費税率 10%への引き上げ延期、安倍
晋三首相は、消費税率 10%への引き上
げ予定を2017 年 4月に1年半延期する
ことを決めた
円安・株高、日経平均株価は取引時間
中に1万 8,000 円を回復した
衆院選で与党圧勝、自民党が 291 議席
を獲得した、公明党と合わせると、与党で
衆院定数の3分の2を上回る326 議席
を維持
米、キューバが国交正常化、米国とキュー
バは、国交正常化交渉の開始で合意した
と発表した

2014 年 1月～12 月
名古屋青年会議所の動き

社会の動き
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―第65年度のまちや組織の状況
光田　2015 年当時の社会情勢等、何か記
憶にあることはありますか。
杉浦　あまり大きなことは記憶にないので
すが、2013 年に東京オリンピックが決まり、
2014〜2015年頃というのは、段々オリンピッ
クという言葉が世間でも言われ始め、ムー
ドが高まってきていた時期ではなかったか
なと思います。また、安全保障の問題や中
東の情勢不安もあり、市民の中にも、「国
家とは何か」と言った問題意識とか、領土・
領海・領空に関する書籍が多数発行された
りといった時代背景はあったように思いま
す。一方、「名古屋は名古屋」という、排
他的な市民性というのは変わらないなとい
う印象をもちました。

―第65年度のスローガン
光田　第 65 年度、「知行合一〜覚醒せよ、
名古屋プライド 踏み出していこう、100 人
の一歩を目指して」というスローガンを掲げ
られました。

杉浦　「知行合一」というのは、陽明学の
言葉で、学生の頃に読んだ書物の中に記載
されていました。改めて調べてみたら、「知
ることと行うことは同じ心の良知であり、
分離不可能だ」とする考えで。その時にハッ
として、自分の中に入ってきた記憶がありま
す。青年会議所に入ったばかりの頃、批判
ばかりする人が目についていたんですが、
当時の委員長に、「文句を言うのは誰でもで
きる。やったことないのに文句を言うな。
ある程度やってみて、自分の中でつまらな
い、くだらない組織だと感じるのであれば、
それを直せばいいし、やる前から文句を言
うようなつまらない男になるな」と言われた
んですよね。また、「根拠のない自信はうぬ
ぼれに過ぎない」ということも言われ、ま
さにそうだなと思って、理事長所信に入れ
たんです。
光田　「1 人の 100 歩より100 人の一歩」
という言葉は私もよく記憶に残っています。
杉浦　「名古屋プライド」っていうのは、単
なる造語なんですが、プライド（自信・尊厳）

をもたなければ、何も始まらないですよね。
自分自身に対しても、会社に対しても、家
族に対しても、自信と誇りというベースがな
いと何も進んでいかない。でも、名古屋市
民も青年会議所会員も、何か自信がないで
すよね ?どこか青年会議所に対して自信を
もっていない。「僕は名古屋青年会議所に
所属しています !」ってみんなが自信をもっ
て言えるようになったら、もっと組織が良く
なると思うんですよね。「名古屋って何もな
いよね。エビフライだけでしょ」と言われ
た時に、同調してしまう自分も嫌で。
「100 人の一歩」も昔から言っていますが、

1 人の卓越したリーダーが突っ走っても、笛
吹けども踊らずでは意味がないので。私自
身は、青年会議所っていう団体については、
入った人が卒業する時に「あっ、成長でき
て良かったな」と実感できれば、それで成
功だと思っているんです。入って、愚痴ば
かり言って、何もやらずに出て行くっていう
のは、お金と時間の無駄。役はどうでも良
いけど、何かやった方がいい。そして組織

理 事 長… 杉浦　　卓…
直前理事長… 青木　照護…
副理事長… 松林　映秀… 大宮　隆志… 川中　洋太郎…大和　直樹
専務理事… 岩﨑　友就…
常務理事… 野阪　武司…
監　　事… 斉藤　裕也… 山本　康弘… 伊藤　貴範… 川島　謙一
顧　　問… 豊住　　清… 乃一　剛英… 三浦　　恒…
常任理事… 伊藤　　崇… 森　　正志… 田中　良知… 岩田　一成… 山田　剛士… 鈴木　和貴… 山本　一統… 中林　良太… 風岡　一城…
… 梅村　　総… 白村　陽秀…
出向役員… 河村　直樹… 山本　直人… 河合　慎太…
理　　事… 長谷川正樹… 林　絵梨子… 浅野　弘義… 田中　祐治… 大井　貴正… 陣田　裕司… 前田　義浩… 川出　　明… 相川　悟郎…
… 佐地　宏之… 小木曽　仁… 阿部　雄介… 尾関　良祐… 村瀬　雄介… 赤林　竜弘… 細川　雅也… 高木　秀典… 三宅　貴史…
… 林　　稚人… 鈴木　直明… 武田　裕規

２０１５年度　第６５代理事長　杉浦卓先輩

「知行合一 〜覚醒せよ、名古屋プライド 踏み出していこう、
100 人の一歩を目指して〜」
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としても、何か与えてあげなければいけな
いと思っていました。どんなことでも、会員
一人ひとりが小さな一歩を踏み出すことが
大切だなと思いました。

―記憶にある事業・例会について
光田　第 65 年度の事業・例会の中で印象
に残っているものはありますか?
杉浦　皆さんすごく一生懸命やって下さった
ので、どれも印象深いのですが、あえて挙
げるとするならば、田坂広志先生が講師と
して来て下さった 3月フォーラムですね。そ
ういえばこの年は、例会は対内、フォーラム
は対外という位置づけで、同じ月に両方やっ
た月もあったんです。やりすぎですね（笑）。
光田　第 65 年度は、委員長が 21 名とす
ごく多かったですよね。
杉浦　お陰様でたくさん選挙に出ていただ
きましたし、青年会議所って 5 年前の入会
数が理事数に比例してくるっていうのが
あって、多かったんですね。

やはり印象的といえば 3月フォーラムか
な。講師の田坂先生がフォーラムの最後に、
期せずして、「一言で言うならば知行合一」っ
ておっしゃったんです。ものすごく鳥肌が
立った覚えがあります。もう1つは、JCI ハ
ワイカイとの姉妹締結ですね。当時、東京
オリンピックもそうですが、インバウンド需
要というのが非常に増えてきていて、名古
屋としても、いつまでも名古屋人気質を引
きずって排他的になっているようではいけ
ない、もっと海外と交流を深めていかなけ
ればいけないということで。そしてハワイの
中でも、少し中心部から離れた、いわゆる「名
古屋っぽさ」といった感覚でハワイカイが
候補に挙がり、先方とも話ができて、姉妹
締結に至りました。
光田　私、個人的にはプロレス例会が記
憶に残っていますが、他にも色 と々自由に
やられたんだなという印象です。
杉浦　私は、あまりシステマチックにやる
のは好きではなかったんです。方向性だけ
副理事長と共有して、そこから先はあまり
口を出さないようにしました。
光田　記憶に残っている事業は何かありま
すか ? 私が参加したもので記憶に残ってい
るのは、16 区にそれぞれコミュニティをつ
くった地域活性化の事業ですね。
杉浦　名古屋を構成する16 の区には、そ
れぞれの課題があるだろうと思ったんです。
小さな問題を各区で見つけて解決していく
ということは、やりたかったことですね。

―対内例会を多めに
杉浦　公益社団法人化して、公益比率の
問題から対外例会を多く実施しなければな
らない中で、そればかりやっていると「誰の
ための青年会議所か」という疑問に行きつ
くんです。企業で言えば、企業は一体誰の
ためにあるのか。株主 ? 従業員? 顧客 ? 私
は、企業は従業員のためにあると思ってい
るんです。公益社団法人格に引っ張られす
ぎて会員益がおろそかになっては本末転倒
だと思って、半分は対内例会にしたんです。

―会員資格の厳格化

光田　第 65 年度は、入会の仕組みがガラ
リと変わって、いわゆる「お試し」がなくな
りましたよね。また、年会費未納者に対す
る除名を7月の臨時総会で行う等、厳格化
されたという印象です。
杉浦　日本青年会議所へ委員長として出向
した時に、会員拡大の担当で、全国の苦し
んでいるLOMを見ていて、衰退していく
背景はまず会員の減少、会員拡大のストッ
プから始まっているということを感じまし
た。一方で、名古屋青年会議所については、
ただ入れ続けるというのは良くないと。ま
ず疑問だったのは、なぜ自分の判断で入っ
た組織の年会費を払わないのかというこ
と。年会費を支払うなんてことは、会員で
ある以上当たり前のことではないかと。お
試しなんてのも、それがあるから「サクラ入
会」が横行するんです。だからやめました。
魅力のある組織っていうのは、勝手に周り
から入ってきますよ。

―持続可能な組織に向けて
光田　全国的に見ても青年会議所の会員
数が縮小している中で、名古屋青年会議所
が持続していくために何が必要でしょうか。
杉浦　そもそも持続していくっていうことに
クエスチョンを感じます。何をするかはその
時その時だと思います。スタートは、戦後
の復興の時に青年経済人が主役になって明
るい豊かな社会を目指していくっていうこと
でしたが、「明るい豊かな社会」というの
は時代によって変わる訳ですよね。70 年前
と今とでは目指すべき「明るい豊かな社
会」って違うと思うし、地域によっても違う。
その時、その状況、その経済環境下にお
いて、今青年会議所がやらなきゃいけない
ことは何かということを自問自答して、答え
を出してきたのがその年度の理事長所信で
あり、その理事長所信をみんなで具現化し
ていくっていうのが、私は青年会議所の全
てだと思うんです。何をしなきゃいけないと
いう答え有りきではないと思います。逆に言
えば、時代に求められて存続してきたのが
青年会議所なんですから、本当に必要とさ
れなくなったら辞めてしまえばいいとも思い

ます。まちのニーズや問題を追いかけてやっ
ていくしかないと思いますね。青年会議所
という組織は絶対に変わらない。明るい豊
かな社会を実現するためというところも変わ
らない。でも、明るい豊かな社会を実現す
るための手法はスパイラルアップしていか
なければならない。あと、やっている人が
楽しい組織であれば良いと思います。一方
で、会議での不必要に長い挨拶なんかは、
なくしていった方がいいかもしれませんね。

―現役メンバーへのメッセージ
光田　最後に、現役メンバーへ向けて一言
お願いします。
杉浦　「賢者は歴史に学び、愚者は体験に
学ぶ」という言葉がありますが、社会に大
きなパラダイムシフトが起きつつある時代だ
からこそ、過去の 70 年間の歴史というの
は改めて見直してみる必要があると思いま
す。リーマンショックの時に何があったのか、
3・11の大震災の時に何があったのか。必
ず過去の歴史にヒントが残っています。そ
れを紐解いて、今大きく変わろうとしている
時代の潮目を乗り切って行って欲しいなと
思います。決して、何も考えず、場当たり的
に突進していって、結果失敗したという愚
者の体験に学ぶようなことにはなって欲しく
ないなと思います。一方で、やっている人
間が楽しくなければ組織は発展していかな
いので、どんどんチャレンジして、トライア
ンドエラーを繰り返してやっていけば良いの
ではないかなと思います。
光田　本日は、貴重なお時間をいただき、
ありがとうございました。
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1 月例会「新年賀詞交歓会」
開催日：2015 年 1 月 13 日（火）
開催場所：名古屋観光ホテル 曙の間
担　当：総務委員会

4 月例会「戦後 70 年を迎えて～知ろう先
達のプライド・挑戦しよう未来に向けて～」
開催日：2015 年 4 月 30 日（木）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：近現代史検証委員会

7 月例会「知識を知恵に変え行動せよ。勇気
ある一歩が名古屋を変える !」
開催日：2015 年 7 月 14 日（火）
開催場所：ナディアパークデザインホール
担　当：知行合一実践委員会

10 月例会「地域の未来を発掘しよう！～ま
ちと企業の新たな関係～」
開催日：2015 年 10 月 16 日（金）
開催場所：名古屋市青少年文化センター
担　当：まちと企業の未来創造委員会

2 月例会「日本を知ろう! ～次世代へつなぐ
私たちのプライド～」
開催日：2015 年 2 月 14 日（土）
開催場所：名古屋能楽堂
担　当：悠久の大義研究委員会

5 月例会「活力ハリケーン～１００人の一歩
に向けて～」
開催日：2015 年 5 月 28 日（木）
開催場所：Ｚｅｐｐ 名古屋
担　当：活力溢れる若者育成委員会

8 月例会「JC フォーラム×宵まつり なごぽこ 
～ Oh! What A Night! ～」
開催日：2015 年 8 月 8 日（土）、9 日（日）
開催場所：名古屋城二之丸広場
担　当：JC フォーラム運営特別委員会

11 月例会「みんなで体感しよう真の親の姿」
開催日：2015 年 11 月 29 日（日）
開催場所：名古屋経済大学高蔵高等学校・中学校体育館
担　当：真の親学研究委員会

3 月例会「目指せ 100% 例会「早熟な大人になる
勿れ 志ある所に信は通じる !」～覚醒せよ JAYCEE プ
ライド・踏み出していこう100 人の一歩を目指して ! ～」
開催日：2015 年 3 月 11 日（水）
開催場所：ウェスティンナゴヤキャッスル ２階「天守の間」
担　当：JAYCEE プライド活性特別委員会

6 月例会「先駆ける名古屋経済！～未来を担う
企業のあり方～」
開催日：2015 年 6 月 8 日（月）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：世界を支える名古屋経済研究委員会

9 月例会「関わり合おうまちと企業、企業人
として今できる防災とは」
開催日：2015 年 9 月 30 日（水）
開催場所：笹島小学校・笹島中学校（小中一貫教育校）
担　当：戦略的地域防災推進委員会

12 月例会「～次代へとつなげよう「名古屋
プライド」～」
開催日：2015 年 12 月 8 日（火）
開催場所：名古屋東急ホテル
担　当：JC 運動発信委員会

第65年度例会
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3 月フォーラム 見つめ直そう日本人の価値
観を～日本型経営が人とまちの豊かな未来
を創造する～
開催日：2015 年 3 月 25 日（水）
開催場所：愛知県産業労働センター
担　当：日本型資本主義経済発信委員会

9 月フォーラム 地域で作ろうみんなの学校  
～一人ひとりが子供の未来のために～
開催日：2015 年 9 月 6 日（日）
開催場所：鯱城ホール
担　当：地域教育推進委員会

知識とつながりで戦え！ｉｎ桶狭間～歴史と未
来が融合したまち～
開催日：2015 年 11 月 1 日（日）
開催場所：イオンタウン有松（屋上駐車場）
担　当：歴史と未来結合グループ

地域を活性化させるグループ事業（名古屋
市中心部）「まちの魅力を探そまい～１００人
ウォーキング～」
開催日：2015 年 10 月 12 日（月・祝）
開催場所：白川公園・大須周辺・長者町周辺
担　当：当事者意識漲る人材育成グループ

7 月フォーラム 世界の文化祭～フォーラム
「世界を身近に感じるために！」～
開催日：2015 年 7 月 12 日（日）
開催場所：久屋大通公園 もちの木広場
担　当：グローバルな視点を持つ名古屋確立委員会

地域を活性化させるグループ事業（名古屋
市北西部） JC ハロウィン祭り ～ Trick or 
Treat!! ～
開催日：2015 年 10 月 12 日（月・体育の日）
開催場所：北名古屋市健康ドーム
担　当：広報渉外グループ

地域を活性化させるグループ事業（名古屋
市南西部）「まちの魅力再発見！～なごぽと
探検隊～」
開催日：2015 年 10 月 24 日（土）
開催場所：名古屋港周辺
担　当：まちと企業連携グループ

地域を活性化させるグループ事業 ( 名古屋市
北東部 ) ～みどりの魅力を知り、伝えよう！～
開催日：2015 年 8 月 22 日（土）
開催場所：名古屋市東山植物園
担　当：総務グループ
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1 月例会新年賀詞交歓会、名古屋観光
ホテルで新年賀詞交歓会を開催
3 月例会、目指せ 100% 例会「早熟な
大人になる勿れ 志ある所に信は通じる!」
を開催
次代を切り拓くビジネススクール、より良い
は社会の実現に向けて経済人として志の
隔離うとスキルアップをしてプライドをもって
いただくために開催
4 月例会、戦後 70 年を迎えて〜知ろう先
達のプライド・挑戦しよう未来に向けて〜
名古屋発 !「名古屋友禅×学生」、まちと
企業の未来を創造するために事業を開催
5 月例会、活力ハリケーン〜 100 人の一
歩に向けて〜
地域で作ろう山車からくり、なごや小学校
にて山車からくり事業を開催

グループ事業、名古屋各地にてグループ
事業を開催
集え!ちびっこレーサー !ランバイク大会、
名古屋から発信する新しい青少年事業とし
て競技大会を開催
12 月例会、名古屋東急ホテルにて 12 月
例会を開催

外国人観光客激増、爆買いも、訪日外
国人数は、日本政府観光局の推計で前
年同期比 47.5% 増の 17,964,400 人に
達した
イスラム過激派のテロ、過激派組織「イ
スラム国」（IS）などによる大規模テロが
各地で多発した
中東難民、欧州に殺到、シリアを中心に
中東やアフリカの紛争や迫害を逃れ、欧
州を目指す難民が急増した
IS が邦人人質殺害、IS はそれまで欧米人
を殺害したとする動画を公開してきたが、
邦人が犠牲になった事件は初めて
原発が再稼働、九州電力は川内原発 1
号機（鹿児島県薩摩川内市）の原子炉
を起動し、再稼働させた
戦後 70 年の安倍首相談話、政府は戦後
70 年の安倍晋三首相談話を閣議決定した
新国立競技場建設、エンブレム白紙に、
東京五輪・パラリンピックのメーン会場とな
る新国立競技場の建設計画や大会エンブ
レムが相次いで見直しを迫られた
安全保障関連法が成立、集団的自衛権
の行使を可能にすることや、米軍への後
方支援を大幅に拡大することなどを柱とす
る安全保障関連法が成立した
TPP 交渉が大筋合意、日本や米国、オー
ストラリアなど12カ国による環太平洋連
携協定（TPP）交渉が 5 年半に及ぶ協
議の末、大筋合意した
COP21 でパリ協 定 採 択、COP21 は、
2020 年以降の地球温暖化対策の新たな
国際枠組み「パリ協定」を採択した

2015 年 1月～12 月
名古屋青年会議所の動き

社会の動き
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―第66 年度のまちや組織の状況
光田　2016 年当時のまちの状況はどの
ようなものでしたか。
川中　ちょうど、名古屋が魅力のないま
ちだっていうニュースが出てきた年でし
たね。私は、JR 初代社長の須田寛さん
の影響を受けているんですが、ちょうど
「月刊なごや」の企画で須田さんと私が
対談する機会をいただいたんです。その
時に須田さんがおっしゃったのが、「名
古屋は観光を馬鹿にしている」というこ
とでした。名古屋はものづくり中心に発
展してきましたが、ものづくり1本では
いずれ大変になると思い、名古屋の
ウィークポイントである観光面を強化す
るようなまちづくりの一翼を担うことがで
きれば、と思いました。経済的には良かっ
たと思います。
光田　第 66 年度がきっかけで、その後
の年度にも観光面に関する事業というの

はつながってきていますね。

―第66 年度のスローガン
光 田　 第 66 年 度、『 不 撓 不 屈 の
JAYCEE〜ゆるぎない情熱による「世
界の中心となる名古屋」の実現を目指し
て〜』というスローガンを掲げられまし
た。このスローガンに込められた想いや
狙いを教えて下さい。
川中　「不撓不屈のJAYCEE」という
のは、自分自身に向けた言葉でもありま
した。あまり言いたくないんだけど、意
外と苦労してきていて。そのような中で
31 歳の時に青年会議所に入って、結構
青年会議所に助けられたんです。経営
者としては未熟だったので、失敗とか
色々してきた中で、理事長をやることに
なった年がたまたま卒業年度だったとい
うこともあって、自分自身も不撓不屈、
どんな困難にも立ち向かうJAYCEEと

いう意識でやってきたつもりだし、起業
家にしろ 3 代目にしろ士業にしろ、同じ
30 代として、1人でも同じ意識をもって
やれる人を増やしたいという想いがあり
ました。
「世界の中心」というのは、観光面に
限らず、色んな可能性を秘めたまちであ
る名古屋をブランディングしていきたいと
いう想いを込めて、このようなスローガ
ンにしました。
光田　私は個人的に「レジリエンス」と
いうキーワードを理事長所信の中で初め
て目にしたんですが、やっぱり色んな局
面でどうしても落ち込む時があって、そ
んな時に気合と根性というか、負けない
心というのが一番重要だなと感じて、こ
のレジリエンスという言葉を何かある度
に思い出していました。
川中　もっと前面に出せば良かったな
（笑）。

理 事 長… 川中洋太郎…
直前理事長… 杉浦　　卓…
副理事長… 山田　剛士… 鈴木　和貴… 岩田　一成… 山本　直人　　
専務理事… 河村　直樹…
常務理事… 阪野　照定…
監　　事… 伊藤　貴範… 川島　謙一… 乃一　剛英… 岩﨑　友就
顧　　問… 青木　照護… 大和　直樹
常任理事… 前田　義浩… 田中　祐治… 河合　慎太… 相川　悟郎… 鈴木　直明… 三宅　貴史… 尾関　良祐… 細川　雅也
出向役員… 浅野　弘義… 佐地　宏之
理　　事… 白瀧　征人… 佐藤　寿倫… 秋山　知弘… 髙山　純平… 峯田茶百良… 山下　貴広… 岩田　修昌… 上田　隆人… 鈴木　信輝…
… 藤井　富浩… 荒尾　政弘… 梅田　鉄兵… 仲谷　重夫… 三輪　邦裕… 光田　侑司… 寺田　拓也

２０１６年度　第６６代理事長　川中洋太郎先輩

「不撓不屈の JAYCEE
〜揺るぎない情熱による「世界の中心となる名古屋」の実現を目指して〜」
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―記憶にある事業・例会について
光田　第 66 年度の事業・例会や、ある
いは運営面等で、印象に残っていること
を教えて下さい。
川中　正直、全部成功したと思っていま
す。多くの市民にも来ていただきました
し。
光田　言い方が正しいか分かりません
が、すごくバランスよくやられていたとい
う印象です。
川中　対内例会と対外例会を分けたの
は、公益社団法人化してから、外ばか
りに目が向くようになって、会員益がお
ろそかになっているような気がしていた
ためです。ただ、やってみて思ったのは、
対内ばかりに目を向けるよりも、市民に
向けた発信をする中で会員益を図る方
がうまくいくことも多いということでし
た。
光田　Facebook1 万いいね ! は、専務
がかなり気合を入れて号令かけてました
ね。
川中　専務に任せるところは専務に任
せていましたね。6月フォーラム「若者
からはじめよう〜主権者としてのあるべ
き姿を目指して ! 〜」なんかは完全に専
務マターでした（笑）。
光田　専門分野ですからね（笑）。
川中　運営面でいうと、議案はできるだ
け早めに終わらせて、準備に入っていこ
うという意識はもっていました。
光田　第 60 回全国会員大会名古屋大
会 5周年式典もありましたね。
川中　前年に小田原青年会議所の全国
大会 5周年式典も見に行ったのですが、
結構派手にやっていたんですね。ところ
が、我々がそれをやってしまうと、後に
続くLOMにプレッシャーがかかってし
まう。なので、あえてお金をかけすぎる
こともなく、コンパクトな式典にしました。

―持続可能な組織に向けて
光田　名古屋青年会議所がこの先も続
けていくためにどうあるべきだと思われ
ますか。
川中　まずは自分の仕事をしっかりとや
ることだと思います。仕事と青年会議所
という両輪が大事。あとは、青年会議
所は単年度制なので、毎年度毎年度トッ
プの想いを汲み取って自分にできること
をしっかりやっていくということの繰り返
しだと思います。会社と同じですね。

―現役メンバーへのメッセージ
光田　最後に、現役メンバーへ向けて
一言お願いします。
川中　30 代に多少無理してでも頑張っ
てやれば、40 代以降の明るい豊かな自
分につながると思います。今でもよく遊

ぶ仲間は青年会議所の仲間だし、そこ
での経験は貴重な財産になります。理
事委員長をやって、みんな大変だとは言
うけど、やらなきゃ良かったという人は
いませんよね。まぁ、あまりにもやりす
ぎて人間関係壊れることもなくはないで
すし、そこまでやりすぎるのもどうかと
は思いますが、できる限りやってみるこ
とで、その後の人生に必ず活きてくると
思うので、頑張っていただければと思い
ます。
光田　貴重なお話、ありがとうございま
した。
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1 月例会「新年賀詞交歓会」
開催日：2016 年 1 月 12 日（火）
開催場所：名古屋観光ホテル 曙の間
担　当：総務委員会

4 月例会「ＳＴＡＹ ＨＵＮＧＲＹ！渇望せよ、ニッポン」
開催日：2016 年 4 月 20 日（水）
開催場所：名古屋市公会堂 大ホール
担　当：新たな時代のハングリー精神育成委員会

7 月例会「呼び起こせ ! 魂レボリューション !!
～その行動が明るい未来を創る～」
開催日：2016 年 7 月 12 日（火）
開催場所：デザインホール
担　当：不撓不屈のＪＡＹＣＥＥを育成委員会

10月例会「見つけ出せ!本物のリーダーシップ!! 
～新たな時代に導くために～」
開催日：2016 年 10 月 20 日（木）
開催場所：名古屋市公会堂
担　当：本物のリーダーシップ発信委員会

2 月例会「伝えよう ! 名古屋の誇り !! ～先
達に想いを寄せて～」
開催日：2016 年 2 月 22 日（月）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：名古屋の誇り確立委員会

5 月例会「ものづくりを支える名古屋～イノ
ベーション 人と技術が融合するまち～」
開催日：2016 年 5 月 17 日（火）
開催場所：名古屋市芸術創造センターホール
担　当：ものづくりを支える名古屋発信委員会

8 月例会「子供たちは自ら強くなる～教育
への親の関わり方～」
開催日：2016 年 8 月 6 日（土）
開催場所：鯱城ホール
担　当：教育ビジョン確立委員会

11 月例会「共に進もう！名古屋の未来へ
～世界の中心となる名古屋実現のために～」
開催日：2016 年 11 月 30 日（水）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：世界の中心となる名古屋発信委員会

3 月例会「ハートに火を灯せ ! ～会員の情
熱が名古屋を変える～」
開催日：2016 年 3 月 17 日（木）
開催場所：アートピアホール
担　当：揺るぎない情熱確立委員会

6 月例会「ナゴヤ魅力フェスティバル」
開催日：2016 年 6 月 19 日（日）
開催場所：アスナル金山
担　当：名古屋の魅力発信委員会

9 月例会「ＪＣフォーラム２０１６ ～過去への誇
りと未来への希望「世界の中心となる名古屋」
の実現を目指して～」
開催日：2016 年 9 月 3 日（土）
開催場所：日本特殊陶業市民会館 フォレストホール
担　当：JC フォーラム特別委員会

12 月例会「～次代へつなげよう!! 不撓不屈
の精神～」
開催日：2016 年 12 月 6 日（火）
開催場所：名古屋東急ホテル
担　当：民間外交推進委員会

第66年度例会
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名古屋青年会議所の広報誌の発行について
発行日：2016 年 1 月 22 日・4 月 22 日・7 月 6 日・
7 月 22 日・10 月 21 日・12 月 22 日
担　当：広報委員会

剣の交流会～第 1 回名古屋 JC 少年少女剣
道大会～ 草薙の剣杯
開催日：2016 年 9 月 25 日（日）
開催場所：愛知県武道館 大道場
担　当：文武両道実践委員会

～これからの名古屋はココがアツイ ! 発見 !
必見 ! 名古屋の新名所～
開催日：2016 年９月３日（土）
開催場所：アスナル金山
担　当：渉外・広報グループ

新入会員に対するオリエンテーション
開催日：2016 年 5 月 13 日～ 9 月 6 日
開催場所：名古屋銀行協会大ホール他
担　当：オリエンテーション特別委員会

真の青年経済人育成プログラム 真経ゼミ
開催日：2016 年３月３０日～７月２７日
開催場所：宗次ホール他
担　当：真の青年経済人育成委員会

若者からはじめよう～主権者としてのあるべ
き姿を目指して ! ～
開催日：2016 年 6 月 29 日（水）
開催場所：青少年文化センター（アートピアホール）
担　当：名古屋の未来選択委員会

地域貢献事業（総務グループ事業）
開催日：2016 年 5 月～ 12 月
開催場所：名古屋市内各地
担　当：財務委員会

第６０回全国会員大会名古屋大会５周年記念式典
開催日：2016 年８月１日（月）
開催場所：名古屋観光ホテル 那古の間
担　当：JC 運動研究会議
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JC
入会案内

名古屋のまちづくりが、
あなたの「人間力」向上につながります。

自分のスキルアップを目指してる人！　ビジネスのネットワークを広げたい人！
仲間づくりをしたい人！　名古屋のまちが好きな人！ 青少年育成に興味がある人！　
JCでしかできない「まちづくり」のために、あなたもメンバーになってみませんか。

名古屋青年会議所の
公式Facebookページに
「いいね！」して、
名古屋の魅力を発信する
情報をゲットしよう！

ご自由にお持ち下さい
F r e e

マズモッテ定期送付ご希望の方へ
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新
春
号

2016.1.22
マ
ズ
モ
ッ
テ

名古屋ＪＣがつくる広報誌

マズモッテ

名
古
屋
Ｊ
Ｃ
が
つ
く
る
広
報
誌

発
行
者
／
公
益
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所

活 動 の ご 紹 介

JCにかかる費用はどれくらいですか？

年会費185,000円となります。
その他の費用として委員会事業費で若干の支出があります。
　
会員にはどのような方々がいるのですか？

名古屋もしくは周辺地域で就業、または在住する21歳
から40歳までの人々が活躍しております。個人事業主
の方から会社員、企業の若手経営者の方など業種や役
職、経歴や男女を問わず幅広く入会されています。
JCの活動を通じて、お互いの環境に関係なく一生涯の
友となれる人ときっと出会えるはずです。
　
JCに入ったらどんな活動をするのですか？

「明るい豊かな社会の創造」を目的に名古屋のまちづくり、
ひとづくりを実践しています。毎年の具体的な事業内容は
変わりますが、理念は変わりません。また、単年度制をとっ
ており、理事長以下組織は毎年入れ替わります。また、日本
青年会議所などに出向することにより、日本各地のJCや
東海地区等のJCの会員と共に活動することもできます。
　
どれくらいの頻度で集まりがありますか？

月に2回程度（例会が月1回、委員会は月1回程度）会合があります。

● 年齢／1980.1.1生～1994.12.31生の男女
● 推薦人／2名の推薦人（名古屋青年会議所の正会員2名
　　　　　または正会員１名と特別会員１名）
　 ※推薦人には、入会希望者の在籍中、責任を持って助言・指導
　　 をしていただきます。

● オリエンテーションを受講できる方
　 ※やむをえない事由により欠席の場合は、当該オリエンテー
　　 ションのメーキャップを実行できる方。

● 入会目的・理由が明確であり、その目的・理由が青年会議所の
　 趣旨に合致すること
● 同一の会社の社員は原則として2名まで
● 入会金／50,000円
● 年会費／127,400円（初年度のみ）
　 次年度以降／185,000円
　 ※入会初年度は入会月により月割りでの計算となります。

● ＪＣバッジ・ネームプレート／3,200円

名古屋青年会議所では、リーダーシップ開発を目的に、様々な事業や活動を通じて、独自の

セミナープログラムを実施しています。組織運営に必要となる能力の習得につながるトレー

ニングや、効果的なプレゼンテーション方法の習得につながるトレーニングなど、常に実践

的なトレーニングを行い、全会員の能力向上を図っています。

名古屋青年会議所では、未来を担う子供たちが夢を持ち、夢に向かって努力することの大切さ

や素晴らしさについて学ぶ機会を設けています。職業体験やスポーツ大会など様々な青少年育

成事業を展開することで、子供たちの健全な育成を後押しすると共に、名古屋青年会議所が

学校･家庭･地域の架け橋となるべく活動を行っています。

青年会議所Q&A よくある質問

Q

Q

A

A

A

A

Q

Q

入会資格と入会費用

お問い合わせ

組織運営に直結するトレーニングの実施

子供たちの育成

名古屋青年会議所が目指すべき運動の方向性や政策を、社会へ直接訴える場、会員同士で確認する

場として、毎月一回、時々の社会問題をテーマに掲げ、著名な講師をお招きするなどして、例会を開

催しています。市民の皆様をお呼びして行う例会では各テーマの認識を深め、「今、我々市民が何を

問題とし行動に移さなければならないのか」という意識を共有し醸成することを目的としています。

社会問題に率先して取り組む意識の醸成

私と一緒に
名古屋を
輝かせましょう！

　人は
人によって
磨かれる

中区／介護事業

白瀧 征人（35）

守山区／士業　

保坂 憲彦（37）

　仲間と
信頼関係を
築けることは
幸せです
中区／サービス業　

森  華菜（31）

名古屋青年会議所事務局
〒460-0008
名古屋市中区栄一丁目15番24号
ＴＥＬ：052-221-8590
※入会を希望されていても面接により
　入会をお断りする場合があることをご了承下さい。

不撓不屈のＪＡＹＣＥＥ
～揺るぎない情熱による

「世界の中心となる名古屋」の実現を目指して～

公益社団法人名古屋青年会議所20 1 6年度（第6 6年度）スローガン

TEL 052-221-8590  FAX 052-202-0464
〒460-0008　名古屋市中区栄一丁目15番24号 名古屋JC会館 検索名古屋青年会議所
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名古屋
青年会議所

企画打ち合わせ風景 最終試食会の風景

愛知県内店舗にて発売（一部店舗を除く）

TEL 052-221-8590  FAX 052-202-0464
〒460-0008　名古屋市中区栄1丁目15番24号 名古屋JC会館 検索名古屋青年会議所

http://www.nagoyajc.or.jp
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不撓不屈のＪＡＹＣＥＥ
～揺るぎない情熱による「世界の中心となる名古屋」の実現を目指して～

公益社団法人名古屋青年会議所 2016年度（第 66年度）スローガン

あつた朔日市あつた朔日市

第66年度事業
1/12

3/30

4/1

4/20

6/19

8/1

8/6

9/25

11/30

12/6

2/16
4/14

5/27

6/1

6月

7月

8/8
8/26

11/8

12/9

1 月例会新年賀詞交歓会、名古屋観光
ホテルで新年賀詞交歓会を開催
真の青年経済人育成プログラム 真経ゼミ、
様々な講師による講演で経済人としての「知
識」「礼節」「思考」「志」を学びました
I Love NAGOYA!フォト・ムービーコンテス
ト、市民が様々な視点で名古屋の魅力を
探求・収集した写真、ムービーを集めてコ
ンテストを開催

4月例会「STAY HUNGRY!渇望せよ、ニッ
ポン」を開催
6 月例会「ナゴヤ魅力フェスティバル」を
開催
全国開会 5 周年記念式典、第 60 回全
国会員大会名古屋大会から5 年の経過を
祝して記念式典を開催
8 月例会「子供たちは自ら強くなる〜教育
への親の関わり方〜」を開催
剣の交流会、名古屋市内の小学生対象
に青少年育成のための剣道大会を開催
11 月例会「共に進もう! 名古屋の未来へ
〜世界の中心となる名古屋実現のために
〜」を開催
12 月例会、名古屋東急ホテルにて 12 月
例会を開催

日銀、マイナス金利を初導入
熊本地震、死者 150 人超、益城町で震
度 7を観測した、地震の規模（マグニチュー
ド =M）は 6.5
米大統領、歴史的な広島訪問、現職の
米大統領として初めて被爆地・広島を訪
れ、平和記念公園の原爆死没者慰霊碑
に献花した
消費増税、再延期、2017 年 4 月に予
定していた消費税率 10% への引き上げを
2019 年 10 月に 2 年半先送りすることを
表明
英国が EU 離脱決定、「東欧からの移民流
入で職が奪われている」との不満や EU の
規制に縛られることへの反発などが背景
世界でテロ頻発、世界各地で「イスラム国」

（IS）など過激組織が関与したとみられるテ
ロが相次いだ
天皇陛下、退位の意向示唆
安倍首相、真珠湾慰霊へ、オバマ米大
統領とともに訪問し、犠牲者を慰霊
米大統領選でトランプ氏勝利、民主党の
ヒラリー・クリントン前国務長官を破る番狂
わせ
韓国大統領の弾劾案可決、大統領は来
年 4 月辞任の意向を表明したが、世論の
憤りは収まらず、弾劾訴追案が野党 3 党
と与党非主流派などの賛成で可決

2016 年 1月～12 月
名古屋青年会議所の動き

社会の動き
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―第67年度のまちや組織の状況
光田　2017年当時のまちの状況はどのよう
なものでしたか。レゴランドやJRゲートタ
ワーが開業した年でもありましたね。
大和　JRゲートタワーの隣の KITTE 名
古屋 1 階で、10月例会をやりましたね。こ
の例会は、名古屋版人間力大賞として、名
古屋が誇る若者たちを表彰しましたが、名
古屋で人間力大賞を開催したのは 2017 年
度が初めてでしたっけ ?
光田　今年度も名古屋人間力大賞を3月
例会として開催するに当たって、過去の資
料を調べ倒しましたが、2017 年度（第 67
年度）が初めてでした。
大和　色々新しくチャレンジしたいと思っ
ていました。

―第67年度のスローガン
光田　第 67 年度、「未来は勇者のもので
ある〜新たな価値観を創造しNAGOYAか
ら世界へ〜」というスローガンを掲げられま
した。このスローガン、特に「勇者」という
キーワードに込められた想いを教えて下さ

い。
大和　うまいこと考えたなと思ったよね

（笑）。青年会議所って、価値観を変えて自
分を成長させて、会員たちがまちに良い影
響をもたらすという形が良いという自分なり
の考えがあったのですが、今までやってき
たものを踏襲するのではなくて、新しいもの
にチャレンジしていきたいという気持ちがあ
りました。委員長たちにも、雁字搦めにな
るのではなく、好きなことをやって欲しいと
いう思いもありました。「勇者」という言葉
には、現状を打破し、変革してこそ成功、
未来は訪れるのではないかという想いを込
めていました。
光田　第 67年度の特徴の1つに、アルファ
ベットを多用しているというのを感じまし
た。
大和　第 66 年度の臨時総会で、世界会
議誘致に向けた運動方針を決議しました。
これは私が議長を務めたJC 運動研究会議
が中心となって進めた議案でしたが、この
ような動きもあって、国際の機会を増やし
たいという思いがありました。それで、

「NAGOYA から世界へ」というフレーズを
入れたんです。ロボカップ名古屋世界大会
と連携した事業もありましたね。

―記憶にある事業・例会について
光田　第 67 年度の事業・例会や、あるい
は運営面等で、印象に残っていることを教
えて下さい。
大和　どの例会も面白いことやってくれた
と思います。会議の中だけではなく、各委
員長が自分のカラーを出してくれたかなと。
テーマとして難しいものも多かったですけど
ね。例会でシャンパン飲んだのは初めての
経験かもしれませんね（笑）。遊び心をもっ
ていたいというのは常にありました。
光田　会頭輩出年度という特殊な年度で
もありましたよね。
大和　色んなところへは行きましたよね。
日本青年会議所の委員長の経験があった
ので、あまり苦にはなりませんでしたが。
光田　3G-Project は、現在も続いていま
すが、当初からここまで継続することを想
定されていたのですか。

理 事 長… 大和　直樹…
直前理事長… 川中洋太郎…
副理事長… 細川　雅也… 山本　一統… 三宅　貴史… 浅野　弘義
専務理事… 梅村　　総…
常務理事… 佐藤　寿倫…
監　　事… 乃一　剛英… 岩﨑　友就… 鈴木　和貴… 岩田　一成
顧　　問… 青木　照護… 山本　直人… 阪野　照定…
常任理事… 大井　貴正… 武田　裕規… 長谷川正樹… 寺田　拓也… 藤井　富浩… 林　　稚人… 白瀧　征人… 佐地　宏之
出向役員… 鈴木　信輝… 光田　侑司… 中林　良太…
理　　事… 落合　徹哉… 保田　隼希… 川村　浩嗣… 春名　潤也… 田村　昌之… 三輪　大介… 井上　　剛… 遠藤　　圭… 橘田　英明…
… 八木　俊行… 山邊　信之… 只井　秀明… 林　　宏和… 鈴木　里英… 松永　圭太… 高橋　雅大

２０１７年度　第６７代理事長　大和直樹先輩

「未来は勇者のものである
〜新たな価値感を創造しＮＡＧＯＹＡから世界へ〜」
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大和　続いていったらいいなとは思ってい
ました。
光田　それまで、姉妹青年会議所との事
業を通じた交流というのはあったんでしょう
か。
大和　第 65 年度に、JCI 九龍の国際交流
事業で、日本の高校生を先方へ派遣したと
いうのがありました。そのような土壌があっ
て、姉妹青年会議所との交流事業をもう少
し形にしたいとなって。
光田　委員長にも個性的な人が多かった
ですよね。
大和　そうだね。いろいろハプニングもあっ
たけど、それすら楽しかった。（会報を見な
がら）・・・コスプレ委員長とかね。・・・あ !

（同席していた広報・ブランディング委員長
を指して）ブロッケンJr.!（笑）
光田　当時私は、日本青年会議所の方で
死にそうな思いをしていたのですが、全国
大会ナゴヤナイトに行った時に、日本青年
会議所の空気感とあまりに違って、衝撃を
受けた記憶があります（笑）。
大和　最優秀例会にもなった 6月例会「心
ある経営実践を発信する例会」はとても良
い例会でしたね。田村委員長が必死に駆
けずり回って色んな人にインタビューして。

クールでホットな NAGOYAを創造する
事業の「8-shiboru（エシボル）プロジェクト」
も続けて欲しかったと思います。
光田　テーマは変えて、続いていますね。
NPO 法人も立ち上げて。
大和　そういうのもブランディングにつなが
ると思います。
光田　運営面では、何かありますか?
大和　うーん・・・専務に聞いてもらえる
かな（笑）。アドバイザーは置かなかったで
すね。
光田　自動配属副委員長もなかったです
ね。
大和　自動配属のうちは、いきなり副委員
長やるより、出向等の経験をした方がいい
と思うんですよね。
光田　第 67 年度って、近年では期初人数
がピークだったんですよね。

大和　かえって、あまり積極的になれない
メンバーには辞めていただいたんですけど
ね。
光田　それでも期初で 700 名超えてます
からね。ギネスチャレンジもありましたね。
大和　ギネスね・・・ついに最近、ギネス
に認定されなかったことを公表したね（笑）。
でも、失敗しても良いというのも青年会議
所の醍醐味ですから（笑）。
光田　失敗談は話のネタとして後に残りま
すよね（笑）。

―持続可能な組織に向けて
光田　今年度、「持続可能」というのをテー
マにしています。名古屋青年会議所がこの
先も必要とされる限り続いていくために、
心がけるべきことは何でしょうか?
大和　私は、青年会議所はやっぱり会員
のためにあるべきだと思っています。それ
が結果として社会のためになる。今、新型
コロナウイルスで大変なことになっています
けど、ピンチをチャンスと捉えて、前向きに
頑張っていくことだと思います。

光田　こういう時だからこそ、青年会議所
に入っていて良かったと思えるような形をつ
くっていきたいと思います。

―現役メンバーへのメッセージ
光田　最後に、現役メンバーへ向けて、こ
れだけは伝えたいという熱いメッセージを
お願いします。
大和　熱いメッセージとか一番苦手だよ

（笑）。青年会議所は楽しんでナンボだと思
います。青年会議所の楽しさを知らないま
ま卒業するのが一番もったいないと思いま
すから、どんどんコミットしていただいて、
青春を楽しんでいただきたいなと思います。
なかなかできることではないですから。卒
業しても楽しいけどね（笑）。
光田　本日は、貴重なお時間をいただき、
ありがとうございました。
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1 月例会「新年賀詞交歓会」
開催日：2017 年 1 月 10 日（火）
開催場所：名古屋観光ホテル 曙の間
担　当：総務委員会

4 月例会「徹底解析 経済ニュースからみる
名古屋のリアルな現状」
開催日：2017 年 4 月 18 日（火）
開催場所：名古屋市芸術創造センター
担　当：リアル経済研究委員会

7 月例会「クールな NAGOYA からホットに国
際貢献～あなたの小さな選択が世界を変える～」
開催日：2017 年 7 月 15 日（土）
開催場所：愛知大学 名古屋キャンパス
グローバルコンベンションホール
担　当：クールでホットな NAGOYA 創造委員

10 月例会「新しい価値観を生み出す勇健な
る名古屋人育成グループ例会」
開催日：2017 年 10 月 28 日（土）
開催場所：KITTE 名古屋イベントスペース 1 階
担　当：勇健なる名古屋人育成グループ

2 月例会「爆発する人間力～呼び醒ませ心
の人間力～」
開催日：2017 年 2 月 17 日（金）
開催場所：名古屋能楽堂
担　当：爆発する人間力確立委員会

5 月例会「次代へつなぐ平和への想い～ボー
ダーラインを乗り越えて～」
開催日：2017 年 5 月 22 日（月）
開催場所：青少年文化センター（アートピア）
担　当：次代へつなぐ歴史観構築委員会

8 月例会「名古屋の魅力を引き出す例会」
開催日：2017 年 8 月 27 日（日）
開催場所：【第 1 会場】名古屋城二之丸広場・西之丸広場

【第 2 会場】名古屋能楽堂
担　当：ＪＣフェスティバル委員会

11 月例会「国際都市 NAGOYA の価値観
を創造しよう」
開催日：2017 年 11 月 30 日（木）
開催場所：名古屋市美術館
担　当：世界につながる価値観創造グループ他

3 月例会「AMAZING NAGOYA ～国際
都市名古屋の未来を共に描こう! ～」
開催日：2017 年 3 月 7 日（金）
開催場所：ウィルあいち ウィルホール
担　当：NAGOYA の未来発信委員会

6 月例会「心ある経営実践を発信する例会」
開催日：2017 年 6 月 19 日（月）
開催場所：青少年文化センター（アートピアホール）
担　当：心ある経営実践委員会

9 月例会「『その時、本当に大切な人を守れ
ますか ?』～明日、後悔しないために～」
開催日：2017 年 9 月 16 日（土）
開催場所：名古屋工業大学 講堂 NITech Hall
担　当：セーフティビジョン研究委員会

12 月例会「次代へつなげよう「新たな価
値観」」
開催日：2017 年 12 月 5 日（火）
開催場所：名古屋東急ホテル
担　当：財務委員会

第67年度例会
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名古屋青年会議所の広報誌の発刊について
発行日：2017 年 1 月・4 月・7 月・10 月・
12 月・号外（8 月）
担　当：広報委員会

スポーツマンシップ NAGOYA を育む事業の実施
開催日：2017 年 11 月 19 日（火）
開催場所：Tonarino（トナリノ）・愛知県スポーツ会館
担　当：スポーツマンシップ NAGOYA 委員会

未来を彩るテクノロジーを研究する事業「夢
と希望で溢れる未来を ! テクノロジーと共に
歩む名古屋のまち」
開催日：2017 年 7 月 25 日～ 9 月 10 日
開催場所：名古屋テレビ塔・もちの木広場他
担　当：未来を彩るテクノロジー研究委員会

名古屋交通安全プロジェクト 2017 ～みんなで
作る交通安全のまち、ギネス世界記録に挑戦 ! ～
開催日：2017 年 12 月 17 日（日）
開催場所：名古屋市立栄小学校体育館他
担　当：次代の名古屋創造グループ

未来へのソウゾウリョクを育成する事業
開催日：2017 年 5 月 21 日～ 8 月 5 日
開催場所：名古屋市立松原小学校 体育館他
担　当：未来へのソウゾウリョク育成委員会

新たな産学官の仕組みを形成する事業「生
み出そう! 産学官クラスター !」
開催日：2017 年 9 月 8 日～ 11 月 15 日
開催場所：ウインクあいち 中会議室他
担　当：リアル経済研究委員会

3G-Project Globalnetwork Gathering 
for Next Generation
開催日：2017 年 7 月 26 日～ 30 日
開催場所：公益財団法人愛知県国際交流協会
セミナールーム他
担　当：グローバルネットワーク推進委員会

会頭支援特別会議
開催日：2017 年 1 月 1 日～ 12 月 31 日
開催場所：日本各地・世界各地
担　当：会頭支援特別会議

第67年度事業
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1 月例会新年賀詞交歓会、名古屋観光
ホテルで新年賀詞交歓会を開催
3 月例会「AMAZING NAGOYA 〜国際都
市名古屋の未来を共に描こう! 〜」を開催
クールでホットな NAGOYAを創造する事
業、カンボジアのオーガニックコットンを有
松絞で製品プロデュースし世界貢献の仕
組みを創造

5 月例会「次代へつなぐ平和への想い〜
ボーダーラインを乗り越えて〜」を開催
7 月例会「クールな NAGOYA からホット
に国際貢献〜あなたの小さな選択が世界
を変える〜」を開催
未来を彩るテクノロジーを研究する事業、
テクノロジーの可能性を実感し、使い手と
しての倫理観や道徳観を学ぶ事業を開催
新たな産学官の仕組みを形成する事業
JCエキスポ2017、子供たちのリアリティを伴っ
た夢や目標の原体験となる職業体験を開催
11 月例会「国際都市 NAGOYA の価値
を創造しよう」を開催
12 月例会、名古屋東急ホテルにて 12 月
例会を開催

トランプ米政権発足
文在寅政権発足
IS、拠点陥落で事実上崩壊、米軍主導
の有志連合などの支援を受けた地元勢力
の作戦によりイラクとシリアの大半で駆逐さ
れた
森友・加計・日報、政権揺るがす、「森
友学園」への国有地格安売却と「加計
学園」の獣医学部新設、自衛隊日報問
題で内閣支持率低下
北朝鮮、核・ミサイル開発加速、北朝鮮
は核ミサイル開発を加速させ、大陸間弾道
ミサイルの発射実験を繰り返し、9 月には
6 回目の核実験を強行した
習近平氏「1 強」確立、習氏は反腐敗
闘争での政敵打倒、言論統制での異論
排除という特異な政治手法で権力を固め、
2 期目を迎え「1 強」を完全確立
電通に有罪、働き方改革へ機運、広告最
大手の電通が 10 月、過労自殺した新入社
員を含む 4 人に違法な残業をさせていた労
働基準法違反罪に問われ有罪判決
衆院選で自民大勝、民進が分裂、第 48
回衆院選は 10 月22 日に投開票され、自
民党が公示前勢力に迫る284 議席を獲
得して大勝した
NYダウ、2 万 4000ドル突破
天皇退位、2019 年 4 月末に、政府は
12 月8日の閣議で天皇陛下が退位される
日を「2019 年 4 月30 日」と定めた政令
を決定し、13 日に公布した

2017 年 1月～12 月
名古屋青年会議所の動き

社会の動き
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―第68年度のまちや組織の状況
光田　2018 年当時のまちの状況はどのよ
うなものでしたか。
山本　日本全体では、災害が多かったとい
うのがまずありますね。西日本豪雨や北海
道胆振東部地震、連絡橋が破損し関西国
際空港が水没した大型台風等ですね。一
方で名古屋のまちを見ると、名古屋城本丸
御殿が完成したり、金シャチ横丁や御園座
新劇場が開業したりと、観光スポットとして
新たな展開があったかと思います。

―第68年度のスローガン
光田　第 68 年度、「天・地・人〜すべての
人が夢に向かって躍動するまち名古屋へ
〜」というスローガンを掲げられました。こ
のスローガンに込められた想いを教えて下
さい。
山本　「天・地・人」というのは、中国の
儒学者である孟子の言葉で、天の時・地の
利・人の輪の 3つが揃った時、世の中が動

き、人が動き、何事も成就するという意味
なんですね。この「天・地・人」というのは、
青年会議所運動にも置き換えることができ
ると思っていて。
「すべての人が夢に向かって躍動するま
ち名古屋へ」というのは、名古屋のまちが
流入人口によって人口増にはなっているも
のの、日本全体をみると人口減少・少子高
齢化という問題を抱えている中で、これか
らどんな名古屋をつくっていくのかと考えた
時に、特定のターゲット・特定の年齢層に
絞るのではなく、老若男女、障がい者や
LGBTの方等も含め、幅広く運動を展開し
ていきたいということで、「すべての人」と
いうところにこだわったんです。また、具
体的には表現しませんでしたが、先駆けの
団体として SDGsも意識して所信をしたた
めました。私が経験してきた青年会議所の
運動って、小学生をターゲットにすることが
多かったですが、小学生以外にも今まで以
上に運動を発信していくべき対象はいっぱ

いいるはずですよね。
光田　2018 年度、私は日本青年会議所へ
会務担当常任理事として出向させていただ
きましたが、青少年育成事業をよくやってい
ました。一昔前は、青少年育成事業が会
員拡大につながるという面もあったようです
が、晩婚化が進んだ現在においては、青
少年ばかりに目を向けていても良くないと
思いますよね。
山本　「天の時」を例えて言うと、ちょうど
この頃、2022 年に成人年齢を 20 歳から
18 歳に引き下げるという議論が国会でされ
ていました。これを踏まえて我 と々しては、
2022 年に 18 歳になる人たちがどういう成
人になるべきかということを考えた時に、
高校生を対象に社会の仕組みを伝えたいと
いうことで、新しい成人教育につながって
いきました。
「地の利」で言えば、名古屋の小学校に
はトワイライトスクールがあり、この仕組み
は全国的に見ても珍しく、名古屋の強みだ

理 事 長… 山本　一統…
直前理事長… 大和　直樹…
副理事長… 田中　良知… 尾関　良祐… 武田　裕規… 佐地　宏之
専務理事… 伊藤　　崇…
常務理事… 鈴木　里英…
相 談 役… 青木　照護…
監　　事… 鈴木　和貴… 岩田　一成… 山本　直人… 三宅　貴史
顧　　問… 浅野　弘義…
常任理事… 鈴木　信輝… 荒尾　政弘… 三輪　大介… 林　　宏和… 落合　徹哉… 八木　俊行… 高橋　雅大… 春名　潤也
出向役員… 光田　侑司… 白瀧　征人… 寺田　拓也…
理　　事… 澤木　信男… 長村　明子… 山本　洋一… 梅本　昌裕… 神谷昭一郎… 鵜飼　伸弥… 服部　　大… 野田雄二朗… 横山　亮介…
… 西原　政熙… 木下　智靖… 桑田　正和… 平手　康司… 齋藤　亮治… 安田　伸志… 一之瀬　修

２０１８年度　第６８代理事長　山本一統先輩　　　　　

「天・地・人 〜すべての人が夢に向かって躍動するまち名古屋へ〜」
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と思います。このトワイライトスクールを活
用して、教育格差の事業やネットモラルの
事業を展開させていただきました。学校に
入り込んだブランディングという意識もあり
ましたね。他にも、名古屋はものづくりが
強みの 1 つですが、この強みをさらに活か
していくにはどのような人材を育成すべき
かを事業化しました。
「人の輪」については、産官学との連携

をすべての事業において意識してもらいま
した。

このように、すべからく「天・地・人」を
意識したテーマ設定をしましたし、事業も
そのように展開をしていきました。

―記憶にある事業・例会について
光田　第 68 年度の事業・例会、あるいは
運営面等で、印象に残っていることを教え
て下さい。
山本　例会で言うと 7 月例会「ナゴヤ未来
会議〜みんなで創ろうナゴヤの未来〜」、
事業で言うと、2020JCI AWARD を受賞し
たネットモラルを確立する事業ですかね。7
月例会に関しては、各委員会がサブフォー
ラムとしてディスカッションをやっていただ
いた上でのメインフォーラム。知事・市長を
交え、参加者と一緒に提言をまとめていく
という形で 68 年度としての運動を発信する
ことができましたし、サブフォーラムの各
会場、メインフォーラム共に立ち見が出る
ほどの参加者で熱気に溢れていて、非常に
意義のある例会でしたね。
光田　第 68 年度の 7 月例会は、すごくま
とまっていたなという印象でした。部屋の
規模にしても時間にしても、すべてがバラン
ス良かったなと。
山本　過去を振り返ると、7 月にはフェス
ティバル的な、まちの魅力を発信する例会
というのが多かったと思いますが、私はそ
れよりも、名古屋青年会議所の運動をしっ
かり発信していくことが大切だと考えまし
た。とは言え、名古屋のまちの魅力発信に
ついては、11 月例会で、16 区の特徴を統
計を基にまとめ、客観的な魅力という視点、
新たな観光開発という視点で発信しました。

ネットモラルの事業は、対象が小学生で
すから、学年によって学習能力が違うので、
それに応じた内容にしましたし、先ほど述
べたトワイライトスクールという地の利を活
かし、参加者に来てもらうのではなく我々
から出向く形で広く事業を展開し 1 万名近
い小学生に参加していただくことができま
した。また、この事業は、青少年育成もさ
ることながら、設営に携わった会員自身の
育成につながったということが、とても良い
ことだったと思います。講師を招聘して授
業をやってもらうというスタイルが多いです
が、会員自身が講師として教えることで、
その会員のスキルを高めることができたの
は、素晴らしいことだったと思います。

梅本委員長の「地域で支える子育てフェ
ス 育児支援ステーション」というのも、会

員が現場に立って設営してくれたことで、
会員自身が運動を通じて成長できたと思っ
ています。

ビジネスセミナーや自己啓発のようなも
のは、青年会議所以外でも経験できますよ
ね。でもこのような運動を通じた成長とい
うのは他ではできないことだと思いますし、
その成功体験を会員の皆さんに感じて欲し
かったんです。
光田　第 68 年度は出席率も高かったですよ
ね。出席規程の厳格適用等もありましたが、
運営面のお話も聞かせていただけますか。
山本　もともと出席規程というのはありま
すが、会員である以上、やはり出席する義
務はあるでしょうと。中には、残念ながら
連絡すらつかない人もいますよね。そんなこ
とに委員長たちの労力を割かせたくなかっ
たというのもありました。自分があとどれだ
け出席しなければいけないのか通知表とい
う形で出席を後押ししてあげる仕組みは必
要なのではないかと。

もう1 つは、セクハラホットラインの設置
ですね。女性会員がより活動しやすい環境
をつくるというのが目的です。

3 つ目は、会員拡大での募集説明会の開
催です。入会して間もない会員は、なかな
か青年会議所の良さを伝えきれないですよ
ね。また、強引な勧誘も防ぎたかった。青
年会議所の魅力を嘘偽りなく入会検討者に
伝えたいという想いがあって、説明会をや
ることにしたんです。

あとは、会員の行動基準として、「規律と
品格」ということを常に言い続けましたね。

―持続可能な組織に向けて
光田　今年度「持続可能な名古屋をつくろ
う!!」というスローガンを掲げさせていただ
いておりますが、青年会議所が持続可能な
組織として永続していくために注意すべき
点等、教えていただければと思います。
山本　まずは、徹底した市民目線と、社会
ニーズに合わせた運動展開をすること。そ
れが、青年会議所の存在意義を確立し、

価値を高めることにつながります。2 点目は、
青年会議所運動を通じて人財育成をするこ
と。会員も市民も含めて、青年会議所運動
を通じて育成をしていく。ビジネスセミナー
なんかは他所でやっていただければいいと
思います。3 点目は、本質を捉えた柔軟な
組織改革です。時代が変わっているのに組
織がそのままで良いということはないと思い
ます。一方で、本質からずれてしまっては
意味がない。本質を捉えた議論をすること
が大切です。
光田　今年度、日本青年会議所も組織改
革を一丁目一番地に掲げていますが、組織
改革をすることが目的になってしまっては、
おかしな方向へ行ってしまいますよね。
山本　本質さえずれなければ、ルール等も
どんどん柔軟に変えていけばいいと思いま
すね。

―現役メンバーへのメッセージ
光田　最後に、現役メンバーへ向けて、「こ
れだけは伝えたい」という熱いメッセージ
をお願いします。
山本　「バッターボックスに立て。バッター
ボックスに立ったら、想いを込めてスイング
しろ。」

誰のために、何のために青年会議所活
動をしているのか。常に目的意識を忘れな
いで下さい。そして、その目的を達成する
ために、勇気をもって一歩を踏み出していた
だければと思います。
光田　本日は、貴重なお話、誠にありがと
うございました。
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1 月例会「新年賀詞交歓会」
開催日：2018 年 1 月 9 日（火）
開催場所：名古屋観光ホテル
担　当：総務委員会

4 月例会「輝く多様な個性 !! ～すべての個
人が協働できる社会を目指して～」
開催日：2018 年 4 月 20 日（金）
開催場所：ウィルあいち
担　当：ダイバーシティ確立委員会

7 月例会「ナゴヤ未来会議～みんなで創ろう
ナゴヤの未来～」
開催日：2018 年 7 月 29 日（日）
開催場所：名古屋コンベンションホール
担　当：まち・国づくり参画プラットフォーム創造委員会

10 月例会「地域で支える育児支援社会を
確立する例会」
開催日：2018 年 10 月 23 日（火）
開催場所：名古屋能楽堂
担　当：地域で支える育児支援社会確立委員会

2 月例会「NO EDUCATION NO FUTURE!!
～子供の未来が危ない～」
開催日：2018 年 2 月 28 日（水）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：教育格差解消推進委員会

5 月例会「新しい成人教育の実践を発信する例会」
開催日：2018 年 5 月 9 日（水）
開催場所：日本特殊陶業市民会館ビレッジホール
担　当：新しい成人教育実践委員会

8月例会「理数都市NAGOYAを創造する例会」
開催日：2018 年 8 月 27 日（月）
開催場所：青少年文化センター（アートピアホール）
担　当：理数都市 NAGOYA 創造委員会

11 月例会「描こう！名古屋の未来予想図～どうなっ
てる１０年後！？魅力のあるまちになってますか！？～」
開催日：2018 年 11 月 26 日（月）
開催場所：青少年文化センター（アートピアホール）他
担　当：リアルな名古屋探究構築委員会他

3 月例会「道の精神を探求する例会」
開催日：2018 年 3 月 26 日（月）
開催場所：名古屋能楽堂
担　当：道の精神探求委員会

6 月例会「あなたの子供は大丈夫 ? みんな
で学ぼうネットモラル !」
開催日：2018 年 6 月 17 日（日）
開催場所：デザインホール
担　当：ネットモラル確立委員会

9 月例会「リアルな名古屋を発信する例会」
開催日：2018 年 9 月 18 日（火）
開催場所：ウィルあいち ウィルホール
担　当：リアルな名古屋探究構築委員会

12 月例会「～誇り高き創造者よ 創始の精
神を次代へ～」
開催日：2018 年 12 月 4 日（火）
開催場所：名古屋東急ホテル
担　当：財務委員会

第68年度例会
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名古屋青年会議所の広報誌の発行
発行日：2018 年 1月・4月・7 月・10月・号外（7 月）
担　当：広報委員会

名古屋ＪＣ×ダイバーシティ～新ブランドが社
会を変える～
開催日：2018 年 10 月 14 日～ 12 月 2 日
開催場所：障がい者みらい創造センター他
担　当：ダイバーシティ確立委員会

世界で躍動するＮＡＧＯＹＡのアントレプレナー
開催日：2018 年 6 月 28 日～ 10 月 27 日
開催場所：名古屋ＪＣ会館
担　当：NAGOYA のアントレプレナー発掘育成委員会

会員の資質を向上させる事業
開催日：2018 年 8 月 4 日（土）
開催場所：ウインクあいち
担　当：渉外委員会

入会説明会
開催日：2018 年 2 月 27 日、3 月 23 日
開催場所：名古屋 JC 会館
担　当：オリエンテーション実行会議

グローカルなNAGOYAの人財を育成する事業
開催日：2018 年 6 月 23 日～ 7 月 30 日
開催場所：名古屋青少年宿泊センター
担　当：グローカルな NAGOYA の人財育成委員会

会員の資質を向上させる事業
開催日：2018 年 9 月 6 日（木）
開催場所：ウインクあいち 大会議室
担　当：財務委員会

名古屋の観光を開発する事業
「♯ｖｉｓｉｔｎａｇｏｙａ～このまちの未来へ向けて～」
開催日：2018 年 3 月 29 日～ 9 月 29 日
開催場所：名古屋 JC 会館他
担　当：名古屋観光開発特別委員会

第68年度事業
1/9

3/26

3/29〜9/29

6/1〜12/31

6/17

9/15〜11/4

9/18
10/14

10/23

11/26

12/4

3/8

4/27

6月〜9月
6月

6/12

7/6
7月〜9月

10/30

10/29

11月

1月例会新年賀詞交歓会、名古屋観光
ホテルで新年賀詞交歓会を開催
3月例会「道の精神を探求する例会」を
開催
名古屋の加工を開発する事業、名古屋市
内各地に観光用モニュメントを設置
これだけは知っておきたいネットモラル !!、
道徳をベースとして独自にネットモラルプロ
グラムを作成し出張授業を開催
理数都市NAGOYAを創造する事業、市
内在学の中学生に理数と名古屋のまちの
つながり、理数の実用性と楽しさを認識し
ていただくことを目的に開催
新しい成人教育を実践する事業を開催

9月例会「リアルな名古屋を発信する例会」を開催
名古屋 JC×ダイバーシティ、障がい者や
性的マイノリティなどの方がありのままの自
分で生活できる社会の構築を目的に開催
10月例会「地域で支える育児支援会社
を確立する例会」を開催
11月例会「描こう名古屋の未来予想図〜
どうなってる10年後 !? 魅力あるまちになっ
てますか !?〜」を開催
12月例会、名古屋東急ホテルにて12月
例会を開催

米国抜きTPP11が発効、工業製品や農
産品の関税撤廃・削減、知的財産権保
護などのルールを定めており、貿易自由化
を進め、太平洋をまたぐ新経済圏として発
展
朝鮮半島非核化、南北首脳が合意、文
在寅大統領と金正恩朝鮮労働党委員長
は朝鮮半島の「完全な非核化実現」を
共同の目標に掲げた「板門店宣言」に
署名した
西日本豪雨、北海道地震、災害相次ぐ
働き方改革、外国人就労で関連法、「働
き方改革」関連法は、残業時間の上限
に罰則付きの規制を導入することが柱で、
70年ぶりの労働法制の大改正
米朝が史上初の首脳会談、朝首脳会談
が史上初めて実現した、トランプ米大統領
と北朝鮮の金正恩朝鮮労働党委員長はシ
ンガポールで会談
オウム松本元死刑囚らの刑執行
米中貿易摩擦が激化、知的財産権の侵
害を理由に中国からの年間輸入額のほぼ
半分の製品に追加関税を発動した
韓国最高裁、徴用工への賠償命じる、韓
国最高裁は第 2次大戦中の元徴用工の
損害賠償請求訴訟で新日鉄住金に賠償を
命じる判決を言い渡した
メルケル独首相「引退」、州議会選連敗
の責任を取り、中道右派与党・キリスト教
民主同盟の党首を辞任すると表明した
日産ゴーン会長を逮捕

2018年1月～12月
名古屋青年会議所の動き

社会の動き
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―第69年度のまちや組織の状況
光田　2019 年の当時のまちの状況・・・
と言っても昨年なので今とあまり変わりませ
んが、いかがですか ?
浅野　統一参院選がありましたね。参院
選の時は、公開討論会をやりましたね。ニ
コニコ動画でも配信して。結構視聴しても
らえましたね。12 月 8 日（日）には、白川
公園で行われた天皇陛下御即位奉祝愛知
県民祭典にも出席しました。

―第69年度のスローガン
光田　第 69 年度、「草莽崛起〜社会に尽
くす未来のヒーローとなれ〜」というスロー
ガンを掲げられました。このスローガンに
込められた想いを教えて下さい。
浅野　もともとの基本理念は「己を社会に
尽くし、新たな世界を拓く」ですが、我々
青年会議所の存在意義はどこにあるのかと
いうことを考えた時に、JCI Creed の最終

文にたどり着きました。“That service to 
humanity is the best work of life.”とい
う一文ですね。この「己を社会に尽くす」
というところが根幹だったので、スローガン
にも入れました。
「未来のヒーローとなれ」に関して、「ヒー

ロー」の定義は所信にも書きましたが「社
会に尽くす志を持ち、果敢に挑戦する人」
のことで、そのような人財が会員も含め、
市民の中にどれだけ増えれば社会が変わる
だろうか、と。それが、他の団体ではなく
我々青年会議所がやるべきことだろうと
思っていました。
「草莽崛起」は、在野の町人たちに対し

て立ち上がろうというメッセージですね。
会員だけではなく市民も一緒になって立ち
上がって行動を起こそうという想いを込め
ました。

―記憶にある事業・例会について

光田　第 69 年度の事業・例会、あるいは
運営面等で、印象に残っていることを教え
て下さい。
浅野　運動のあるべき姿として、持続可能
な仕組みをつくるか、又は人の行動を変え
るような劇的な原体験を生み出せるかどう
か、この 2 点が重要だと考えていました。
また、公益社団法人として、もちろん会員
益につながることも重要ですが、市民向け
の運動を発信すること自体が会員にとって
も学びの機会になると思っていました。そ
の中で、多くの人の目に留まる場所で開催
することがブランディングにもつながるし、
多くの人に伝えられるということで、例えば
イオンのような人が多く集まる場所で事業
や例会を開催しました。

あとは、日本青年会議所も SDGs を推進
していましたし、すべての事業を SDGs と
絡めたのは第 69 年度からですね。

起業プラットフォームも、当時はまだ時

理 事 長… 浅野　弘義…
直前理事長… 山本　一統…
副理事長… 大井　貴正… 荒尾　政弘… 白瀧　征人… 寺田　拓也… 光田　侑司…
専務理事… 春名　潤也…
常務理事… 西原　政熙…
監　　事… 山本　直人… 三宅　貴史… 田中　良知… 伊藤　　崇
顧　　問… 尾関　良祐… 武田　裕規… 佐地　宏之…
常任理事… 橘田　英明… 野田雄二朗… 齋藤　亮治… 松永　圭太… 平手　康司… 遠藤　　圭… 只井　秀明… 桑田　正和… 安田　伸志
出向役員… 鈴木　信輝… 澤木　信男
理　　事… 荒川　典明… 水谷　　昇… 高橋　　亮… 太田　武志… 髙田　智仁… 山内　昭吾… 土屋　勝義… 水尻　圭亮… 蟹江　誠一…
… 駒田　　光… 内田　利弘… 小林　靖浩… 稲葉　有俊… 神谷　勇輝… 早矢仕友幸… 深澤　和将… 相羽　哲弘… 山田　洋資…
… 杉山　浩子…

２０１９年度　第６９代理事長　浅野弘義君　　　　　

「草莽崛起 〜社会に尽くす未来のヒーローとなれ〜」

歴代理事長対談

第

 ６9
年 度

歴代理事長対談70

代がついてきていない感もありましたが、
今では愛知県がスタートアップ支援拠点「ス
テーションAi」を立ち上げようとしています。
私たちの活動が何かのきっかけになってい
れば嬉しいですね。
光田　私個人的にはダイバーシティです
ね。
浅野　東京一極集中を是正するために名
古屋がやらなければならないことが 2 つ
あって、1つはしなやかなまち、人にやさし
いまちづくりと、魅力がたくさん生み出され
るようなクリエイティブな人を集めるという
こと。そのうちの人にやさしいという面で着
目したのがダイバーシティマネジメントです。
光田副理事長のもとで、障がい者・女性・
高齢者・外国人に焦点を当て、特に障がい
者と女性という部分はいろんな形で残せた
のではないかと思いますね。
後は、国際については、特に力を入れて

やりましたね。3G-Projectも 3 年目という
ことで新たな形を築きましたし、日中韓の
子供たちがサッカーを通じて交流するとい
う東アジア友好アライアンスを構築する事
業は名古屋市長からお墨付きと言っても良
いお言葉をいただきました。第 70 年度にも
バージョンを変えつつも色々引き継いでい
ただいているのはありがたいと思います。
光田　障がい者の問題等は、ストレートに
ビジネスにつなげようとしていない青年会
議所だからこそ正面から向き合えた面もあ
るのではないかと思います。
浅野　JCカンファレンスは、みんな一同に
会してやれたのは良かったかなと思います。
@NAGOYAは、置いておくだけで勝手に
人が名古屋のことを発信してくれる仕組み
ということで、良いものができたのではな
いかと思います。
光田　多くの企業から協賛をいただいたと
いうこともありましたね。
浅野　協賛については、協賛金によって運
動そのものを大きくするという意味合いもあ
りますが、何より、協賛のお願いをする過
程で、より多くの方に我々の運動を知って
いただくことが大切だと思っていました。も
し協賛をいただけなかったとしても、我々
の運動のことを知っていただけただけで価
値があったと思います。なので、青年会議
所関係者以外の方に協賛をお願いして欲し
いと思っていました。
光田　人間力大賞もありましたね。
浅野　人間力大賞は本当にいいですよね。
もともと2012 年に日本青年会議所渉外委
員会へ杉本高男先輩（当時日本 JC 顧問）
の特別補佐として出向した時に、杉本先輩
から、「人間力大賞は稀に見る良い事業だ
ぞ」と言われていて。その後第 67年度、
大和理事長の時に名古屋でも開催して。
光田　今年も開催しましたが、最終選考に

残った 5人は全員日本青年会議所の
TOYPにもエントリーしていただきました。
浅野　社会起業家の方々の活動は、我々
青年会議所メンバーとしても見習うべきとこ
ろが多いと思います。
リアル人生ゲームも、本当に多くの人が

集まっていただいた、良い事業でしたね。
青年会議所の手が離れても市民が継続して
くれるような仕組みをつくれたらもっと良
かったと思いますが。
光田　運営面ではいかがですか。220 名
の会員拡大を成し遂げ、世界で最も会員拡
大を達成した理事長になりましたよね。
浅野　私の中では、組織として最も避けな
ければならないのは、副委員長が足りなく
なる事態だと考えていました。副委員長候
補者を増やすために、何よりも、入会した
人が翌年1人でも多く出向してほしいという
ことを荒尾オリエンテーション実行会議議
長にいつも言っていましたが、それは成し
遂げてくれたと思います。

―持続可能な組織に向けて
光田　名古屋青年会議所が持続可能な組
織として続いていくために、アドバイスをお
願いします。
浅野　青年会議所のあるべき姿、青年会
議所の存在意義を、会員が理解することだ
と思います。色々な要素があるとは思いま
すが、それが分かっていないとすれば、組
織の存在価値がなくなってしまいますよね。
青年会議所にしかないもの、青年会議所に
しかできないことは何かということを会員一
人ひとりが考え、理解した上で、参加する
ことだと思います。

―現役メンバーへのメッセージ

光田　最後に、現役メンバーへ向けて、「こ
れだけは伝えたい」という熱いメッセージ
をお願いします。
浅野　青木照護先輩もおっしゃっています
が、JCってどう使うかですよね。青年会議
所にしかないものをうまく使って欲しいと思
います。仲間をつくりたい、仕事を増やし
たい、それだけだったら他の団体でもでき
ますよね。青年会議所にしかない部分で、
自分がどう青年会議所を使うかということ
を考えた上で活動して欲しいと思います。
光田　本日は、貴重なお時間をいただき、
ありがとうございました。

歴代理事長対談 71



1 月例会「新年賀詞交歓会」
開催日：２０１９年１月１５日（火）
開催場所：名古屋観光ホテル
担　当：総務委員会

4 月 例 会「 ナ ゴ ヤ から 世 界 を 変 え る！！ 
２０１９名古屋人間力大賞」
開催日：２０１９年４月２５日（木）
開催場所：オアシス２１ 銀河の広場
担　当：持続可能な社会貢献構築委員会

7 月例会「その一歩が世界を変える～社会
に尽くすヒーローとなれ～」
開催日：２０１９年７月６日（土）
開催場所：オアシス２１ 銀河の広場
担　当：ＪＣカンファレンス特別委員会

10 月例会「女性が輝く社会を目指す！！多様
な人財が活躍する企業に変わろう！！」
開催日：２０１９年１０月２日（水）
開催場所：ウインクあいち 大ホール
担　当：ジェンダー平等社会構築委員会

2 月例会「真の生き方を探求する例会」
開催日：２０１９年２月６日（水）
開催場所：Ｚｅｐｐ Ｎａｇｏｙａ
担　当：真の生き方探求委員会

5 月例会「雇用格差解消を実現する例会～
共に働き、共に生きる～」
開催日：２０１９年５月２３日（木）
開催場所：名古屋市公会堂 大ホール
担　当：雇用格差解消実現委員会

8 月例会「歴史の観方は未来を創る～平和
を維持する想い～」
開催日：２０１９年８月２０日（火）
開催場所：名古屋市公会堂 大ホール
担　当：未来型歴史観確立委員会

11 月例会「ＪＣブランドここにあり」
開催日：２０１９年１１月１０日（日）
開催場所：ＪＥＴＴＹ前広場
担　当：ＪＣブランド確立委員会

3 月例会「ＳＤＧｓを発信する例会～あした
のために、いまやろう～」
開催日：２０１９年３月３０日（土）
開催場所：イオンモールナゴヤドーム前
担　当：ＳＤＧｓ実践委員会

6月例会「グローバルシティを探究構築する例会」
開催日：２０１９年６月１日（土）
開催場所：中京テレビ放送株式会社 本社社屋
プラザＣ
担　当：グローバルシティ探究構築委員会

9 月例会「ナゴヤ魅力ＥＸＰＯ ＤＩＳＣＯＶＥＲ 
ＹＯＵＲ ＮＡＧＯＹＡ」
開催日：２０１９年９月１６日
開催場所：オアシス２１ 銀河の広場
担　当：洗練された都市力強化委員会

12 月例会「社会を照らす光となれ」
開催日：２０１９年１２月３日（火）
開催場所：名古屋東急ホテル
担　当：財務委員会

第69年度例会

活動実績紹介72

未来型平和祈念事業 ｢名古屋城復興祭～名
古屋城の歴史を知り、未来を創る～｣
開催日：２０１９年５月６日（月）
開催場所：名古屋城 二之丸広場
担　当：未来型歴史観確立委員会

すべての世代間で助け合う社会を実現する事業
「高齢者が活躍する多世代交流サロン」
開催日：２０１９年７月２日～７月３０日
開催場所：にしやまーぜ
担　当：グランドジェネレーション活躍社会構
築委員会

起業プラットフォームを創造する事業「起業
家支援プログラム」
開催日：２０１９年７月２６日～９月２８日
開催場所：カラーブロックオフィス＆カフェ他
担　当：起業プラットフォーム構築委員会

洗練された都市力を強化する事業「来て！見
て！教えて！名古屋の魅力」
開催日：２０１９年６月２９日～７月２８日
開催場所：大須商店街・有松のまち
担　当：洗練された都市力強化委員会

ジェンダー平等社会を実現する事業「企業が変わる！
社会を変える！輝けジェンダーフリーカンパニー！！｣
開催日：２０１９年４月２日～６月２７日
開催場所：イオンコンパス名古屋駅前会議室　
ＲｏｏｍＡ＋Ｂ他
担　当：ジェンダー平等社会構築委員会

外国人雇用に関する知識を深める事業「外
国人雇用の知識を深め、一歩踏み出そう！」
開催日：２０１９年１０月７日～１０月２４日
開催場所：名古屋ＪＣ会館他
担　当：グランドジェネレーション活躍社会構
築委員会

会員の企業経営を支援する事業「助成金・
補助金有効活用塾」
開催日：２０１９年２月２７日～５月１６日
開催場所：名古屋ＪＣ会館
担　当：起業プラットフォーム構築委員会

東アジア友好アライアンスを構築する事業
「Ａｓｉ－Ｏｎｅ－ＣＵＰプロジェクト」
開催日：２０１９年７月２３日～２７日
開催場所：名古屋市内各所
担　当：東アジア友好アライアンス構築委員会

第69年度事業
1/15
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7/6
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5/1

6/9

6/30

7/18

8/4

9/9

9/20

10/1

10/17

11月

1 月例会新年賀詞交歓会、名古屋観光
ホテルで新年賀詞交歓会を開催
2 月例会「真の生き方を探求する例会」を開催
3 月例会「ＳＤＧｓを発信する例会〜あした
のために、いまやろう〜」を開催
4 月例 会「ナゴヤから世 界を変える！！ 
２０１９名古屋人間力大賞」を開催
5 月例会「雇用格差解消を実現する例会
〜共に働き、共に生きる〜」を開催
6 月例会「グローバルシティを探究構築す
る例会」を開催
7 月例会「その一歩が世界を変える〜社
会に尽くすヒーローとなれ〜」を開催
名古屋青年会議所のブランディング・アイデン
ティティを確立する事業を開催、オアシス21 に
2 基目となる @NAGOYA モニュメントを設置

8 月例会「歴史の観方は未来を創る〜平
和を維持する想い〜」を開催
9 月例会「ナゴヤ魅力ＥＸＰＯ ＤＩＳＣＯＶＥ
Ｒ ＹＯＵＲ ＮＡＧＯＹＡ」を開催
10 月例会「女性が輝く社会を目指す！！多様
な人財が活躍する企業に変わろう！！」を開催
11 月例会「JCブランドここにあり」を名古
屋港 JETTY 前広場にて名古屋港開港祭
と共催で開催
12 月例会、名古屋東急ホテルにて１２月
例会を開催

米中貿易摩擦激化、18 年末には制裁関税
と報復関税の応酬を繰り返す「貿易戦争」
の一時休戦で合意したが、協議は難航
令和へ代替わり、天皇陛下は 5 月1 日に
即位され、令和の時代が始まった
抗議デモで香港騒乱、中国本土への容
疑者引き渡しを可能にする逃亡犯条例改
正案に反対し、デモが行われた
米大統領、初の北朝鮮入り、トランプ米
大統領は南北軍事境界線をまたいで北朝
鮮に足を踏み入れた、現職米大統領初
京アニ放火殺人36人死亡、「京都アニメーショ
ン」第 1 スタジオに男が侵入し、ガソリンをま
いて火を付けた、爆発火災でスタジオは全焼
笑顔の渋野、メジャー制覇、全英女子オー
プンで、渋野日向子が海外メジャー制覇を
果たした
台風・豪雨で甚大被害、千葉市付近に
上陸し 57.5メートルの最大瞬間風速を観
測するなど風が吹き荒れた
ラグビー W 杯で列島熱狂、ワールドカップ
日本大会が 9 月 20 日から11 月 2 日まで
開催され、日本中が熱狂した
消費税 10% に、軽減税率導入、安倍
政権は消費税を10% に引き上げた、増
税は 5 年半ぶり
英 EU 離脱で混迷、選挙で決着、ジョン
ソン首相が EUと合意した離脱案も議会で
の採決が先送、期限は 3 度にわたり延期
日韓関係が悪化、打開糸口探る、第 2
次大戦元徴用工への賠償を日本企業に命
じた韓国最高裁判決を機に、日韓関係は
急速に悪化

2019 年 1月～12 月
名古屋青年会議所の動き

社会の動き
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●
名
古
屋
Ｊ
Ｃ
も
設
立
メ
ン
バ
ー
と
な
り
日
本
青
年
会
議
所
創
立

●
名
古
屋
青
年
会
議
所
設
立
総
会
を
開
催

　初
代
理
事
長
に
大
隈
孝
一
氏

●
大
隈
孝
一
初
代
理
事
長
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
会
頭
伊
藤
次
郎
座
衛
門
に

よ
り
名
古
屋
青
年
会
議
所
設
立
を
熱
心
に
進
め
ら
れ
る

●
中
部
電
力
発
足

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
京
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
実
験
放
送

開
始

●
朝
鮮
戦
争
始
ま
る

●
名
古
屋
空
港
開
港

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
調
印
・
日
米

安
全
保
障
条
約
調
印

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
京
テ
レ
ビ
が
本
放
送
を
開
始

●
警
察
予
備
隊
を
保
安
隊
に
改
組

●
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
で
第
五
福
竜
丸
被
爆

●
朝
鮮
休
戦
協
定
調
印

●
名
古
屋

－

米
原
間
を
電
気
機
関
車
第
１

号
が
走
る

●
防
衛
庁
設
置
法
・
自
衛
隊
法
公
布

●
中
部
日
本
放
送
が
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始

●
米
軍
よ
り
名
古
屋
市
公
会
堂
返
還

●
民
・
自
両
党
が
解
党
し
自
由
民
主
党
結
成

●
東
海
村
原
子
力
研
究
所
に
「
原
子
の
火
」

と
も
る

●
南
極
に
昭
和
基
地
設
置

●
東
京
タ
ワ
ー
完
工

●
関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
青
少
年
不
良
化
防
止
対
策
等
10
委
員
会
設
置

●
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
の
第
６
回
世
界
会
議
に
お
い
て
日
本
Ｊ
Ｃ

は
Ｊ
Ｃ
Ｉ
に
正
式
加
盟

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
モ
ン
テ
ン
ル
パ
収
容
所
へ
日
本
Ｊ
Ｃ
が
慰
問
団
を
派
遣

●
第
４
回
少
年
弁
論
大
会
に
協
力

●
ホ
ー
ジ
Ｊ
Ｃ
Ｉ
会
頭
夫
妻
来
名

●
第
１
回
全
国
会
員
大
会
を
名
古
屋
商
工
会
議
所
で
開
催

●
名
古
屋
テ
レ
ビ
に
日
章
旗
を
寄
贈

●
公
募
に
よ
り
集
ま
っ
た
児
童
画
を
西
ド
イ
ツ
へ
送
る

●
半
田
市
の
新
生
寮
を
慰
問
し
、
入
寮
者
を
励
ま
す

●
名
古
屋
商
工
会
議
所
で
国
際
親
善
児
童
画
展
覧
会
を
開
催

●
広
小
路
資
生
堂
画
廊
で
日
独
児
童
展
を
開
催

●
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
Ｊ
Ｃ
と
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
交
換
事
業
を
実
施

●
会
員
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
催

●
名
古
屋
市
立
施
設
「
ひ
ば
り
荘
」
の
子
供
た
ち
を
慰
問

●
Ｊ
Ｃ
Ｉ
ア
ジ
ア
地
域
会
議
で
優
秀
ロ
ー
カ
ル
Ｊ
Ｃ
受
賞

●
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
小
中
学
校
に
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
寄
贈

●
名
古
屋
市
警
へ
Ｊ
Ｃ
制
作
交
通
安
全
映
画
「
い
つ
も
仲
良
く
」
を
寄
贈
・

翌
日
27
日
Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
で
放
映

●
伊
勢
湾
台
風
が
上
陸
し
被
害
甚
大

●
名
古
屋
市
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
が
姉
妹

都
市
提
携

●
愛
知
用
水
完
工

●
農
業
基
本
法
公
布

●
名
古
屋
市
科
学
館
開
館

●
東
京
都
、
世
界
初
の
１
０
０
０
万
都
市
に

●
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
、
ダ
ラ
ス
で
暗
殺

●
名
古
屋
市
13
番
目
の
区
と
し
て
守
山
区

発
足

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
名
神
高
速
開
通

●
東
海
道
新
幹
線
（
東
京

－

大
阪
間
３
時

間
10
分
）

●
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
開
始

●
政
界
一
連
の
汚
職
・
腐
敗
事
件
「
黒
い

霧
」

●
ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日

●
第
３
次
中
東
戦
争
始
ま
る

●
地
下
鉄
東
西
線
東
山
公
園

－

星
が
丘
・

南
北
線
栄

－

金
山

　開
通

●
自
民
党
、
高
度
成
長
・
所
得
倍
増
政
策

を
発
表

●
安
保
改
正
阻
止
第
２
次
実
力
行
使
に
５

８
０
万
人
参
加

●
名
古
屋
青
年
会
議
所
創
立
10
周
年
記
念
式
典
開
催
。
名
古
屋
市
に
大
地
球

儀
建
設
の
目
録
を
寄
贈

●
10
周
年
記
念
事
業
「
安
全
通
学
よ
い
子
の
つ
ど
い
」
を
開
催
、
該
当
パ
レ
ー
ド
を
行
う

●
特
別
会
員
を
戸
別
訪
問
し
、
Ｊ
Ｃ
運
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
事
業
を
実
施

●
子
供
た
ち
の
国
際
感
覚
を
育
成
す
る
大
地
球
儀
が
完
成

●
社
団
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
決
定
。
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所

設
立
総
会
開
催

●
名
古
屋
ま
つ
り
協
賛
「
将
来
名
古
屋
の
構
想
展
」
を
開
催

●
Ｊ
Ｃ
デ
ー
統
一
事
業
開
催
、
第
１
回
テ
ー
マ
は
「
都
市
美
化
」

●
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
日
本
Ｊ
Ｃ
に
公
開
質
問
状
を
提
出

●
都
市
美
化
運
動
「
花
の
パ
レ
ー
ド
」

●
テ
レ
ビ
に
よ
る
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
13
回
放
送

●
15
周
年
記
念
式
典
開
催

●
マ
ニ
ラ
と
の
間
で
児
童
画
交
換
展
示
会
を
開
催

●
10
月
例
会
で
日
経
新
聞
論
説
委
員
長
を
招
き
講
演
会
「
日
本
を
考
え
よ
う
」

を
階
差

●
４
月
例
会
で
３
党
青
年
局
長
を
招
き
討
論
会
「
日
本
の
民
主
主
義
の
在
り

方
」
を
開
催

●
11
月
例
会
「
将
来
の
名
古
屋
Ｊ
Ｃ
を
大
い
に
語
ろ
う
」
を
開
催

●
中
部
圏
内
青
年
会
議
所
合
同
例
会
「
明
る
い
豊
か
な
中
部
圏
の
創
造
」
を

開
催

●
熊
本
、
新
潟
の
水
俣
病
を
公
害
病
と
認
定

●
東
大
紛
争
始
ま
る

●
Ｊ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
が
Ｊ
Ｃ
Ｉ
第
23
回
世
界
会
議
で
ワ
ー
ル
ド
広
報
誌
最
優
秀

賞
を
獲
得

●
愛
知
青
少
年
協
会
に
「
Ｊ
Ｃ
文
庫
」
を
進
呈

●
Ｊ
Ｃ
デ
ー
統
一
事
業
で
日
本
の
平
和
と
安
全
を
テ
ー
マ
に
実
施

●
青
少
年
の
交
流
・
交
歓
を
う
な
が
す
「
働
く
若
人
の
つ
ど
い
」
開
催

●
ア
ポ
ロ
11
号
人
類
初
月
面
到
着

●
東
名
高
速
道
路
全
線
開
通

●
第
一
銀
行
と
日
本
勧
業
銀
行
が
合
併
し
預

金
残
高
日
本
１
位
の
日
本
勧
業
銀
行
発
足

●
日
本
円
、
暫
定
的
に
変
動
相
場
制
に
移
行

●
田
中
角
栄
首
相
訪
中
し
、
日
中
国
交
正

常
化
共
同
声
明
を
発
表
、
そ
の
後
パ
ン

ダ
が
上
野
動
物
園
へ

●
沖
縄
返
還
、
沖
縄
県
が
発
足

●
名
古
屋
市
の
千
種
、
昭
和
両
区
の
分
区

に
名
東
区
、
天
白
区
決
ま
る

●
石
油
シ
ョ
ッ
ク
／
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
日
本
へ

の
原
油
価
格
70
％
値
上
げ
、
10
％
削
減
を
通
告

●
ロ
ー
マ
で
世
界
食
糧
会
議
開
催

●
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
ニ
ク
ソ
ン

米
大
統
領
辞
任

●
第
１
回
先
進
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）

を
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ン
ブ
イ
エ
で
開
催

●
南
ベ
ト
ナ
ム
サ
イ
ゴ
ン
政
府
降
伏
、
ベ

ト
ナ
ム
民
族
解
放
戦
争
終
結

●
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
田
中
角
栄
前
首
相

逮
捕

●
カ
ン
ボ
ジ
ア

　ポ
ル
ポ
ト
政
権
が
成
立

大
虐
殺
が
始
ま
る

●
中
国
で
文
化
大
革
命
の
終
結
を
宣
言

●
独
占
禁
止
法
改
正
案
可
決

●
赤
軍
派
学
生
９
人
、
日
航
機
「
よ
ど
号
」

を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
北
朝
鮮
へ

●
大
阪
で
ア
ジ
ア
初
の
日
本
万
国
博
覧
会

開
催

●
名
古
屋
Ｊ
Ｃ
主
管
に
よ
る
第
19
回
全
国
会
員
大
会
を
開
催

●
名
古
屋
青
年
会
議
所
創
立
20
周
年
記
念
式
典
を
開
催

●
４
月
例
会
「
守
ろ
う
明
日
の
環
境
を
」
を
開
催

●
３
月
例
会
「
70
年
代
の
課
題
〜
今
後
の
日
中
関
係
に
つ
い
て
」
を
開
催

●
４
月
例
会
「
自
然
破
壊
と
人
間

－

我
々
は
天
寿
を
ま
っ
と
う
で
き
る
か
」

を
開
催

●
２
月
例
会
、
討
論
会
「
あ
す
の
世
界
を
考
え
る

－

期
待
さ
れ
る
日
本
の
外

交
」
を
開
催

●
６
月
例
会
「
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
日
本
〜
あ
お
い
地
球
と
資
源
不

足
の
国
際
協
調
」
を
開
催

●
４
月
例
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
交
通
事
故
を
絶
滅
し
よ
う

－

幼
児
に
交
通
安
全
教
育
を
」
を
開
催

●
音
響
信
号
機
設
置
の
一
助
に
し
ょ
う
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を
開
催

●
Ｊ
Ｃ
統
一
事
業
「
ラ
ブ
・
ナ
ゴ
ヤ
」
を
開
催

●
Ｊ
Ｃ
統
一
デ
ー
事
業
、
討
論
会
「
日
本
の
教
育
の
課
題
」
を
開
催

●
創
立
25
周
年
記
念
式
典
を
開
催
、
記
念
講
演
と
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
事
業
が

行
わ
れ
る

●
８
月
例
会
「
日
米
の
自
立
と
連
帯
〜
斬
っ
て
み
よ
う
我
々
の
関
係
」
を
開
催

●
５
月
例
会

　講
演
会
「
我
が
経
営
を
語
る
」
を
開
催
。
講
師
は
松
下
幸
之

助
氏
。

●
６
月
例
会
「
青
年
会
議
〜
市
制
１
０
０
年
を
め
ざ
す
青
年
の
主
張
」
を
開

催
。
講
師
は
本
山
名
古
屋
市
長

●
５
月
例
会
「
活
力
あ
る
青
年
都
市
を
め
ざ
し
て
」
を
開
催

●
米
中
国
交
正
常
化
発
表

●
成
田
空
港
開
港

●
６
月
例
会
「
名
古
屋
青
年
会
議
所
〜
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
‘88
を
考
え
る
」
を
開
催

●
２
月
例
会
「
ど
う
な
る
！
日
本
経
済
こ
の
１
年
」
を
開
催

●
名
古
屋
の
繁
華
街
を
中
心
に
し
て
街
角
音
楽
祭
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

　Ｔ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
名
古
屋
‘89
」
を
開
催

●
名
古
屋
圏
の
未
来
像
を
国
土
政
策
の
面
か
ら
話
し
合
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
な
ご
や
21
〜
夢
あ
る
産
業
技
術
首
都
を
め
ざ
し
て
」
を
開
催

●
消
費
税
３
％
ス
タ
ー
ト

●
昭
和
天
皇
崩
御

●
11
月
例
会
「
80
年
代
の
日
本
の
針
路
」
を
開
催

●
名
古
屋
大
都
市
圏
青
年
会
議
「
こ
れ
で
い
い
の
か
明
日
の
名
古
屋
」
を
開
催

●
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
宮
崎
県
実
験
セ

ン
タ
ー
で
時
速
５
０
４
㎞
を
達
成

●
英
国
で
保
守
党
が
圧
勝
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

女
史
が
首
相
に
就
任

●
ジ
ョ
ン
レ
ノ
ン
氏

　射
殺
さ
れ
る

●
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

●
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
マ
ザ
ー
・

テ
レ
サ
女
史
来
日

●
政
府
、
２
月
７
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」

と
決
定

●
第
３
次
臨
調
答
申

　国
鉄
・
電
電
・
専

売
の
３
公
社
の
分
割
民
営
化
を
提
言

●
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
火
災

●
レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
来
日
、
日
本
の
市

場
開
放
と
防
衛
努
力
を
要
請

●
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

●
東
山
動
物
園
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

コ
ア
ラ
が
到
着

●
江
崎
グ
リ
コ
社
長
誘
拐
事
件
起
き
る

●
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
、
群
馬
県
御
巣
鷹
山

に
墜
落

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社

発
足

●
ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
発
生

●
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
で
史
上
最
大

の
暴
落
（
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
）

●
国
鉄
を
分
割
民
営
化
し
、
Ｊ
Ｒ
６
社
な

ど
が
発
足

●
名
古
屋
青
年
会
議
所
創
立
30
周
年
記
念
事
業
を
開
催

●
５
月
重
点
事
業
「
名
古
屋
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
、

名
古
屋
で
初
め
て
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
を
実
施

●
６
月
例
会
「
‘81
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ

　Ｉ
Ｎ

　Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
〜
活
力
あ
る
名
古
屋

大
都
市
圏
づ
く
り
」
を
開
催

●
コ
ン
ペ
事
業
「
親
と
子
で
歩
こ
う
我
が
郷
土
名
古
屋
」
を
開
催

●
10
月
例
会 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
活
力
と
ゆ
と
り
あ
る
都
市
を
め
ざ
し
て
」
を

開
催

●
講
演
「
名
古
屋
Ｊ
Ｃ
１
日
臨
調
〜
行
政
改
革
、
国
か
ら
地
方
へ
」
を
開
催

●
「
名
古
屋
市
民
シ
ネ
ソ
ン
‘83
」
36
時
間
18
本
上
映
を
開
催

●
行
革
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
名
古
屋
大
会
「
進
め
よ
う
行
革
の
精
神
、
明
る
い

日
本
を
我
ら
の
手
で
」
を
開
催

●
Ｊ
Ｃ
Ｉ
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
会
議
に
お
い
て
「
‘86
Ｊ
Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
in

名
古
屋
」
が
正
式
決
定

●
第
１
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
名
古
屋
場
所
を
白
川
公
園
で
開
催

●
９
月
例
会

　市
民
参
加
の
オ
ー
プ
ン
例
会
「
家
庭
教
育
の
本
質
を
探
る
」

を
開
催 

●
栄
・
久
屋
大
通
公
園
を
主
会
場
に
名
古
屋
映
画
祭
を
開
催

　10
万
人
が
熱
狂

●
第
41
回
Ｊ
Ｃ
Ｉ
名
古
屋
世
界
会
議
開
催

●
消
費
動
向
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「„
集
め
る
“

時
代
か
ら
„
集
ま
る
“
時
代
へ
〜
複
合
的
経
営
戦
略
を
探
る
」
を
開
催

●
講
師
講
演
会
「
世
界
に
開
か
れ
た
名
古
屋
の
街
づ
く
り
を
考
え
る
」
を
開
催

●
活
躍
中
の
３
女
性
を
招
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
今
、
オ
・
ン

・
ナ
が
元
気
！
〜
女
性
の
感
性
を
生
か
す
に
は
」
を
開
催

●
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
停
戦
協
定
成
立

●
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
発
覚

●
４
月
か
ら
行
っ
た
ク
リ
ー
ン
ナ
ゴ
ヤ
事
業
の
集
大
成
と
し
て
８
月
例
会
「
ク
リ
ー
ン
ナ
ゴ

ヤ
を
目
指
し
て
〜
今
名
古
屋
に
求
め
ら
れ
る
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
」
を
開
催

●
伝
統
文
化
鑑
賞
を
中
心
に
、
６
月
例
会
「
新
た
な
る
文
化
創
造
を
考
え
る

〜
伝
統
、
承
継
、
創
造
」
を
開
催

社
会
の
動
き

名
古
屋
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年
会
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名古屋青年会議所の歩み76

●
名
古
屋
Ｊ
Ｃ
も
設
立
メ
ン
バ
ー
と
な
り
日
本
青
年
会
議
所
創
立

●
名
古
屋
青
年
会
議
所
設
立
総
会
を
開
催

　初
代
理
事
長
に
大
隈
孝
一
氏

●
大
隈
孝
一
初
代
理
事
長
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
会
頭
伊
藤
次
郎
座
衛
門
に

よ
り
名
古
屋
青
年
会
議
所
設
立
を
熱
心
に
進
め
ら
れ
る

●
中
部
電
力
発
足

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
京
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
実
験
放
送

開
始

●
朝
鮮
戦
争
始
ま
る

●
名
古
屋
空
港
開
港

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
調
印
・
日
米

安
全
保
障
条
約
調
印

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
京
テ
レ
ビ
が
本
放
送
を
開
始

●
警
察
予
備
隊
を
保
安
隊
に
改
組

●
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
で
第
五
福
竜
丸
被
爆

●
朝
鮮
休
戦
協
定
調
印

●
名
古
屋

－

米
原
間
を
電
気
機
関
車
第
１

号
が
走
る

●
防
衛
庁
設
置
法
・
自
衛
隊
法
公
布

●
中
部
日
本
放
送
が
テ
レ
ビ
放
送
を
開
始

●
米
軍
よ
り
名
古
屋
市
公
会
堂
返
還

●
民
・
自
両
党
が
解
党
し
自
由
民
主
党
結
成

●
東
海
村
原
子
力
研
究
所
に
「
原
子
の
火
」

と
も
る

●
南
極
に
昭
和
基
地
設
置

●
東
京
タ
ワ
ー
完
工

●
関
門
国
道
ト
ン
ネ
ル
開
通

●
青
少
年
不
良
化
防
止
対
策
等
10
委
員
会
設
置

●
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
の
第
６
回
世
界
会
議
に
お
い
て
日
本
Ｊ
Ｃ

は
Ｊ
Ｃ
Ｉ
に
正
式
加
盟

●
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
モ
ン
テ
ン
ル
パ
収
容
所
へ
日
本
Ｊ
Ｃ
が
慰
問
団
を
派
遣

●
第
４
回
少
年
弁
論
大
会
に
協
力

●
ホ
ー
ジ
Ｊ
Ｃ
Ｉ
会
頭
夫
妻
来
名

●
第
１
回
全
国
会
員
大
会
を
名
古
屋
商
工
会
議
所
で
開
催

●
名
古
屋
テ
レ
ビ
に
日
章
旗
を
寄
贈

●
公
募
に
よ
り
集
ま
っ
た
児
童
画
を
西
ド
イ
ツ
へ
送
る

●
半
田
市
の
新
生
寮
を
慰
問
し
、
入
寮
者
を
励
ま
す

●
名
古
屋
商
工
会
議
所
で
国
際
親
善
児
童
画
展
覧
会
を
開
催

●
広
小
路
資
生
堂
画
廊
で
日
独
児
童
展
を
開
催

●
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
Ｊ
Ｃ
と
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
交
換
事
業
を
実
施

●
会
員
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
催

●
名
古
屋
市
立
施
設
「
ひ
ば
り
荘
」
の
子
供
た
ち
を
慰
問

●
Ｊ
Ｃ
Ｉ
ア
ジ
ア
地
域
会
議
で
優
秀
ロ
ー
カ
ル
Ｊ
Ｃ
受
賞

●
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
小
中
学
校
に
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
寄
贈

●
名
古
屋
市
警
へ
Ｊ
Ｃ
制
作
交
通
安
全
映
画
「
い
つ
も
仲
良
く
」
を
寄
贈
・

翌
日
27
日
Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
で
放
映

●
伊
勢
湾
台
風
が
上
陸
し
被
害
甚
大

●
名
古
屋
市
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
が
姉
妹

都
市
提
携

●
愛
知
用
水
完
工

●
農
業
基
本
法
公
布

●
名
古
屋
市
科
学
館
開
館

●
東
京
都
、
世
界
初
の
１
０
０
０
万
都
市
に

●
ケ
ネ
デ
ィ
米
大
統
領
、
ダ
ラ
ス
で
暗
殺

●
名
古
屋
市
13
番
目
の
区
と
し
て
守
山
区

発
足

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
名
神
高
速
開
通

●
東
海
道
新
幹
線
（
東
京

－

大
阪
間
３
時

間
10
分
）

●
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
開
始

●
政
界
一
連
の
汚
職
・
腐
敗
事
件
「
黒
い

霧
」

●
ビ
ー
ト
ル
ズ
来
日

●
第
３
次
中
東
戦
争
始
ま
る

●
地
下
鉄
東
西
線
東
山
公
園

－

星
が
丘
・

南
北
線
栄

－

金
山

　開
通

●
自
民
党
、
高
度
成
長
・
所
得
倍
増
政
策

を
発
表

●
安
保
改
正
阻
止
第
２
次
実
力
行
使
に
５

８
０
万
人
参
加

●
名
古
屋
青
年
会
議
所
創
立
10
周
年
記
念
式
典
開
催
。
名
古
屋
市
に
大
地
球

儀
建
設
の
目
録
を
寄
贈

●
10
周
年
記
念
事
業
「
安
全
通
学
よ
い
子
の
つ
ど
い
」
を
開
催
、
該
当
パ
レ
ー
ド
を
行
う

●
特
別
会
員
を
戸
別
訪
問
し
、
Ｊ
Ｃ
運
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
事
業
を
実
施

●
子
供
た
ち
の
国
際
感
覚
を
育
成
す
る
大
地
球
儀
が
完
成

●
社
団
法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
を
決
定
。
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所

設
立
総
会
開
催

●
名
古
屋
ま
つ
り
協
賛
「
将
来
名
古
屋
の
構
想
展
」
を
開
催

●
Ｊ
Ｃ
デ
ー
統
一
事
業
開
催
、
第
１
回
テ
ー
マ
は
「
都
市
美
化
」

●
チ
ャ
ー
タ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
日
本
Ｊ
Ｃ
に
公
開
質
問
状
を
提
出

●
都
市
美
化
運
動
「
花
の
パ
レ
ー
ド
」

●
テ
レ
ビ
に
よ
る
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
全
13
回
放
送

●
15
周
年
記
念
式
典
開
催

●
マ
ニ
ラ
と
の
間
で
児
童
画
交
換
展
示
会
を
開
催

●
10
月
例
会
で
日
経
新
聞
論
説
委
員
長
を
招
き
講
演
会
「
日
本
を
考
え
よ
う
」

を
階
差

●
４
月
例
会
で
３
党
青
年
局
長
を
招
き
討
論
会
「
日
本
の
民
主
主
義
の
在
り

方
」
を
開
催

●
11
月
例
会
「
将
来
の
名
古
屋
Ｊ
Ｃ
を
大
い
に
語
ろ
う
」
を
開
催

●
中
部
圏
内
青
年
会
議
所
合
同
例
会
「
明
る
い
豊
か
な
中
部
圏
の
創
造
」
を

開
催

●
熊
本
、
新
潟
の
水
俣
病
を
公
害
病
と
認
定

●
東
大
紛
争
始
ま
る

●
Ｊ
Ｃ
ニ
ュ
ー
ス
が
Ｊ
Ｃ
Ｉ
第
23
回
世
界
会
議
で
ワ
ー
ル
ド
広
報
誌
最
優
秀

賞
を
獲
得

●
愛
知
青
少
年
協
会
に
「
Ｊ
Ｃ
文
庫
」
を
進
呈

●
Ｊ
Ｃ
デ
ー
統
一
事
業
で
日
本
の
平
和
と
安
全
を
テ
ー
マ
に
実
施

●
青
少
年
の
交
流
・
交
歓
を
う
な
が
す
「
働
く
若
人
の
つ
ど
い
」
開
催

●
ア
ポ
ロ
11
号
人
類
初
月
面
到
着

●
東
名
高
速
道
路
全
線
開
通

●
第
一
銀
行
と
日
本
勧
業
銀
行
が
合
併
し
預

金
残
高
日
本
１
位
の
日
本
勧
業
銀
行
発
足

●
日
本
円
、
暫
定
的
に
変
動
相
場
制
に
移
行

●
田
中
角
栄
首
相
訪
中
し
、
日
中
国
交
正

常
化
共
同
声
明
を
発
表
、
そ
の
後
パ
ン

ダ
が
上
野
動
物
園
へ

●
沖
縄
返
還
、
沖
縄
県
が
発
足

●
名
古
屋
市
の
千
種
、
昭
和
両
区
の
分
区

に
名
東
区
、
天
白
区
決
ま
る

●
石
油
シ
ョ
ッ
ク
／
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
日
本
へ

の
原
油
価
格
70
％
値
上
げ
、
10
％
削
減
を
通
告

●
ロ
ー
マ
で
世
界
食
糧
会
議
開
催

●
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
で
ニ
ク
ソ
ン

米
大
統
領
辞
任

●
第
１
回
先
進
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）

を
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ン
ブ
イ
エ
で
開
催

●
南
ベ
ト
ナ
ム
サ
イ
ゴ
ン
政
府
降
伏
、
ベ

ト
ナ
ム
民
族
解
放
戦
争
終
結

●
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
田
中
角
栄
前
首
相

逮
捕

●
カ
ン
ボ
ジ
ア

　ポ
ル
ポ
ト
政
権
が
成
立

大
虐
殺
が
始
ま
る

●
中
国
で
文
化
大
革
命
の
終
結
を
宣
言

●
独
占
禁
止
法
改
正
案
可
決

●
赤
軍
派
学
生
９
人
、
日
航
機
「
よ
ど
号
」

を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
北
朝
鮮
へ

●
大
阪
で
ア
ジ
ア
初
の
日
本
万
国
博
覧
会

開
催

●
名
古
屋
Ｊ
Ｃ
主
管
に
よ
る
第
19
回
全
国
会
員
大
会
を
開
催

●
名
古
屋
青
年
会
議
所
創
立
20
周
年
記
念
式
典
を
開
催

●
４
月
例
会
「
守
ろ
う
明
日
の
環
境
を
」
を
開
催

●
３
月
例
会
「
70
年
代
の
課
題
〜
今
後
の
日
中
関
係
に
つ
い
て
」
を
開
催

●
４
月
例
会
「
自
然
破
壊
と
人
間

－

我
々
は
天
寿
を
ま
っ
と
う
で
き
る
か
」

を
開
催

●
２
月
例
会
、
討
論
会
「
あ
す
の
世
界
を
考
え
る

－

期
待
さ
れ
る
日
本
の
外

交
」
を
開
催

●
６
月
例
会
「
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
日
本
〜
あ
お
い
地
球
と
資
源
不

足
の
国
際
協
調
」
を
開
催

●
４
月
例
会
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
交
通
事
故
を
絶
滅
し
よ
う

－

幼
児
に
交
通
安
全
教
育
を
」
を
開
催

●
音
響
信
号
機
設
置
の
一
助
に
し
ょ
う
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を
開
催

●
Ｊ
Ｃ
統
一
事
業
「
ラ
ブ
・
ナ
ゴ
ヤ
」
を
開
催

●
Ｊ
Ｃ
統
一
デ
ー
事
業
、
討
論
会
「
日
本
の
教
育
の
課
題
」
を
開
催

●
創
立
25
周
年
記
念
式
典
を
開
催
、
記
念
講
演
と
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
事
業
が

行
わ
れ
る

●
８
月
例
会
「
日
米
の
自
立
と
連
帯
〜
斬
っ
て
み
よ
う
我
々
の
関
係
」
を
開
催

●
５
月
例
会

　講
演
会
「
我
が
経
営
を
語
る
」
を
開
催
。
講
師
は
松
下
幸
之

助
氏
。

●
６
月
例
会
「
青
年
会
議
〜
市
制
１
０
０
年
を
め
ざ
す
青
年
の
主
張
」
を
開

催
。
講
師
は
本
山
名
古
屋
市
長

●
５
月
例
会
「
活
力
あ
る
青
年
都
市
を
め
ざ
し
て
」
を
開
催

●
米
中
国
交
正
常
化
発
表

●
成
田
空
港
開
港

●
６
月
例
会
「
名
古
屋
青
年
会
議
所
〜
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
‘88
を
考
え
る
」
を
開
催

●
２
月
例
会
「
ど
う
な
る
！
日
本
経
済
こ
の
１
年
」
を
開
催

●
名
古
屋
の
繁
華
街
を
中
心
に
し
て
街
角
音
楽
祭
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ

　Ｔ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
名
古
屋
‘89
」
を
開
催

●
名
古
屋
圏
の
未
来
像
を
国
土
政
策
の
面
か
ら
話
し
合
う
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
「
な
ご
や
21
〜
夢
あ
る
産
業
技
術
首
都
を
め
ざ
し
て
」
を
開
催

●
消
費
税
３
％
ス
タ
ー
ト

●
昭
和
天
皇
崩
御

●
11
月
例
会
「
80
年
代
の
日
本
の
針
路
」
を
開
催

●
名
古
屋
大
都
市
圏
青
年
会
議
「
こ
れ
で
い
い
の
か
明
日
の
名
古
屋
」
を
開
催

●
リ
ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
宮
崎
県
実
験
セ

ン
タ
ー
で
時
速
５
０
４
㎞
を
達
成

●
英
国
で
保
守
党
が
圧
勝
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

女
史
が
首
相
に
就
任

●
ジ
ョ
ン
レ
ノ
ン
氏

　射
殺
さ
れ
る

●
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

●
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
の
マ
ザ
ー
・

テ
レ
サ
女
史
来
日

●
政
府
、
２
月
７
日
を
「
北
方
領
土
の
日
」

と
決
定

●
第
３
次
臨
調
答
申

　国
鉄
・
電
電
・
専

売
の
３
公
社
の
分
割
民
営
化
を
提
言

●
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で
火
災

●
レ
ー
ガ
ン
米
大
統
領
来
日
、
日
本
の
市

場
開
放
と
防
衛
努
力
を
要
請

●
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

●
東
山
動
物
園
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

コ
ア
ラ
が
到
着

●
江
崎
グ
リ
コ
社
長
誘
拐
事
件
起
き
る

●
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
、
群
馬
県
御
巣
鷹
山

に
墜
落

●
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社

発
足

●
ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
発
生

●
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
で
史
上
最
大

の
暴
落
（
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
）

●
国
鉄
を
分
割
民
営
化
し
、
Ｊ
Ｒ
６
社
な

ど
が
発
足

●
名
古
屋
青
年
会
議
所
創
立
30
周
年
記
念
事
業
を
開
催

●
５
月
重
点
事
業
「
名
古
屋
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
、

名
古
屋
で
初
め
て
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
を
実
施

●
６
月
例
会
「
‘81
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ

　Ｉ
Ｎ

　Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
〜
活
力
あ
る
名
古
屋

大
都
市
圏
づ
く
り
」
を
開
催

●
コ
ン
ペ
事
業
「
親
と
子
で
歩
こ
う
我
が
郷
土
名
古
屋
」
を
開
催

●
10
月
例
会 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
活
力
と
ゆ
と
り
あ
る
都
市
を
め
ざ
し
て
」
を

開
催

●
講
演
「
名
古
屋
Ｊ
Ｃ
１
日
臨
調
〜
行
政
改
革
、
国
か
ら
地
方
へ
」
を
開
催

●
「
名
古
屋
市
民
シ
ネ
ソ
ン
‘83
」
36
時
間
18
本
上
映
を
開
催

●
行
革
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
名
古
屋
大
会
「
進
め
よ
う
行
革
の
精
神
、
明
る
い

日
本
を
我
ら
の
手
で
」
を
開
催

●
Ｊ
Ｃ
Ｉ
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
会
議
に
お
い
て
「
‘86
Ｊ
Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
in

名
古
屋
」
が
正
式
決
定

●
第
１
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
名
古
屋
場
所
を
白
川
公
園
で
開
催

●
９
月
例
会

　市
民
参
加
の
オ
ー
プ
ン
例
会
「
家
庭
教
育
の
本
質
を
探
る
」

を
開
催 

●
栄
・
久
屋
大
通
公
園
を
主
会
場
に
名
古
屋
映
画
祭
を
開
催

　10
万
人
が
熱
狂

●
第
41
回
Ｊ
Ｃ
Ｉ
名
古
屋
世
界
会
議
開
催

●
消
費
動
向
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「„
集
め
る
“

時
代
か
ら
„
集
ま
る
“
時
代
へ
〜
複
合
的
経
営
戦
略
を
探
る
」
を
開
催

●
講
師
講
演
会
「
世
界
に
開
か
れ
た
名
古
屋
の
街
づ
く
り
を
考
え
る
」
を
開
催

●
活
躍
中
の
３
女
性
を
招
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
今
、
オ
・
ン

・
ナ
が
元
気
！
〜
女
性
の
感
性
を
生
か
す
に
は
」
を
開
催

●
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
で
停
戦
協
定
成
立

●
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
発
覚

●
４
月
か
ら
行
っ
た
ク
リ
ー
ン
ナ
ゴ
ヤ
事
業
の
集
大
成
と
し
て
８
月
例
会
「
ク
リ
ー
ン
ナ
ゴ

ヤ
を
目
指
し
て
〜
今
名
古
屋
に
求
め
ら
れ
る
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
」
を
開
催

●
伝
統
文
化
鑑
賞
を
中
心
に
、
６
月
例
会
「
新
た
な
る
文
化
創
造
を
考
え
る

〜
伝
統
、
承
継
、
創
造
」
を
開
催

社
会
の
動
き

名
古
屋
青
年
会
議
所
の
歩
み

第１年度 第２年度 第３年度 第４年度 第５年度 第６年度 第７年度 第８年度 第９年度

第21年度 第22年度 第23年度 第24年度 第25年度 第26年度 第27年度 第28年度 第29年度 第30年度 第31年度 第32年度 第33年度 第34年度 第35年度 第36年度 第37年度 第38年度 第39年度

第11年度 第12年度 第13年度 第14年度 第15年度 第16年度 第17年度 第18年度 第19年度

1952 1953 1954 1955 1957 19581950

8月1日 2月9日6月25日 5月27日 2月 10月18日 4月13日 11月7日 2月1日 11月2日 4月28日 12月10日 9月22日2月17日 年間 9月 4月16日

11月10日 5月1日 9月 3月20日 7月31日 1月1日 7月27日 3月1日 6月9日 6月29日 11月15日 12月1日2月15日 1月29日 8月27日 3月9日 12月22日

7月23日 通年 10月13日 10月26日 10月8日 4月4日 5月15日 9月28日 10月9日 4月16日 10月11日 9月25日 11月17日
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社
会
の
動
き

名
古
屋
青
年
会
議
所
の
歩
み

●
福
田
赳
夫
元
総
理
を
講
師
に
講
演
会
「
世
界
の
中
の
日
本
の
役
割
〜
次
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
開
催

●
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催

●
子
供
た
ち
の
未
来
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
「
名
古
屋
地
球
市
民
会
議
」
を
開
催

●
落
合
信
彦
氏
を
講
師
に
講
演
会
「
目
覚
め
よ
変
革
の
能
動
者
た
ち
」
を
開
催

６
月
27
日

８
月
３
日

８
月
25
日

11
月
６
日

●
市
民
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
「
夢
い
ち
ば
‘91
」
を
開
催

●
岩
國
哲
人
出
雲
市
長
を
迎
え
「
ア
ク
ト
の
時
代
〜
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
へ
の
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
を
開
催

●
高
坂
正
尭
京
大
教
授
を
講
師
に
迎
え
「
日
本
の
自
立
〜
岐
路
に
立
つ
日
本
の
政
治
シ
ス
テ
ム
」
を
開
催

●
３
月
例
会

　講
演
会
「
自
ら
の
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
を
考
え
る
〜
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
か
ら
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
を
開
催

３
月
18
日

５
月
１
日

６
月
24
日

７
月
28
日

●
11
月
例
会
「
ま
ち
づ
く
り
運
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
開
催

●
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
一
帯
で
音
楽
の
祭
典
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
名
古
屋
‘92
〜
人
と
街
の
シ
ン
パ―

」
を
開
催

●
地
域
に
密
着
し
た
文
化
活
動
を
実
践
し
て
い
る
講
師
を
招
い
て
４
月
例
会
「
文
化
環
境
づ
く
り
〜
心
か
ら
の
出
発
」
を
開
催

●
葛
西
敬
之
Ｊ
Ｒ
東
海
副
社
長
を
講
師
に
迎
え
２
月
例
会
「
名
古
屋
経
済
圏
の
自
立
〜
日
本
の
21
世
紀
を
担
う
地
域
と
な
る
た
め
に
」
を
開
催

２
月
26
日

４
月
21
日

10
月
10
日

11
月
３
日

●
熊
本
県
立
劇
場
館
長
ら
を
講
師
に
「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
名
古
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

●
養
護
施
設
の
子
供
た
ち
の
１
日
親
代
わ
り
「
Ｊ
Ｃ
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催

●
超
常
現
象
や
心
霊
現
象
な
ど
の
世
界
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
「
人
は
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
〜
霊
的
な
も
の
を
語
る
」
を
開
催

●
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
以
来
、
政
界
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
続
出
の
中
、
３
月
例
会
「
激
論
！
日
本
の
政
治
は
変
え
ら
れ
る
か
！
」
を
開
催

３
月
10
日

８
月
16
日

９
月
19
日

10
月
９
日

●
第
10
回
名
古
屋
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
開
催
１
万
５
０
０
０
人
が
参
加

●
愛
知
国
体
の
開
催
に
伴
っ
て
「
ゆ
め
ぴ
っ
く
愛
知
・
後
夜
祭
」
を
開
催

●
経
済
人
と
し
て
の
社
会
開
発
運
動
を
テ
ー
マ
に
７
月
例
会
「
名
古
屋
経
済
人
会
議
」
を
開
催

●
中
華
人
民
共
和
国
、
上
海
市
で
中
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
開
催

４
月
10
日

７
月
30
日

11
月
13
日

11
月
23
日

●
第
６
回
「
夢
い
ち
ば
」
を
開
催

●
45
周
年
記
念
と
し
て
小
沢
一
郎
氏
の
記
念
講
演
な
ど
「
名
古
屋
政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

●
ビ
ー
ン
名
古
屋
開
催

●
阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
に
支
援
活
動
を
展
開

２
月
17
日

４
月
12
日

６
月
８
月
27
日

●
名
古
屋
港
市
民
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

●
エ
ン
ト
リ
ー
事
業
を
開
催

　名
古
屋
Ｊ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
日
本
の
農
業
を
考
え
る
た
め
に
「
田
植
え
、
稲
刈
り
の
体
験
学
習
」
を
実
施

●
名
古
屋
Ｊ
Ｃ
内
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
に
「
Ｊ
Ｃ

－

Ｎ
Ｅ
Ｔ
塾
」
を
企
画

３
月
５
月
19
日

６
月
27
日

８
月
25
日

●
地
域
の
芸
術
文
化
を
研
究
す
る
た
め
11
月
例
会
「
芸
術
へ
の
誘
い
」
を
開
催

●
理
事
選
出
選
挙
に
あ
た
り
公
開
意
見
交
換
会
を
初
め
て
開
催

●
７
月
例
会
「
日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

　名
古
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

●
福
井
県
三
国
町
重
油
災
害
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

２
月
27
日

７
月
15
日

８
月
26
日

11
月
11
日

●
21
世
紀
の
環
境
問
題
考
え
る
11
月
例
会
「
ゴ
ミ
問
題
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
か
ら
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
動
へ
」
を
開
催

●
加
藤
寛
氏
と
北
川
正
恭
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
中
坊
浩
平
氏
に
よ
る
講
演
に
よ
る
７
月
例
会
「
国
の
か
た
ち
と
国
民
の
在
り
方
」
を
開
催

●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
開
催

●
南
京
市
青
年
連
合
会
来
名
、
意
見
交
換
会
を
行
う

５
月
12
日

６
月
15
日

７
月
27
日

11
月
12
日

●
子
供
た
ち
み
ん
な
の
夢
を
応
援
す
る
「
夢
か
な
え
隊
」
を
実
施

●
国
際
交
流
モ
ン
ゴ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
施

●
社
本
理
事
長
、
衆
議
院
で
首
都
機
能
移
転
に
つ
い
て
意
見
陳
述
を
行
う

●
名
古
屋
青
年
会
議
所
初
の
理
事
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
実
施

１
月
28
日

７
月
14
日

７
月
30
日

８
月
８
日

●
東
海
豪
雨
に
対
し
て
、
事
務
局
内
に
支
援
本
部
を
設
置
。
復
興
に
向
け
延
べ
５
５
０
人
の
会
員
が
参
加

●
50
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
記
念
式
典
、
祝
賀
懇
親
会
を
開
催

●
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
第
11
回
夢
い
ち
ば
・
第
２
回
夢
か
な
え
隊
褒
賞
事
業
を
開
催

●
25
周
年
記
念
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
起
。
手
紙
な
ど
中
身
を
所
有
者
に
返
却
。

１
月
24
日

８
月
６
日

８
月
26
日

９
月
14
日

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

●
「
超
高
齢
化
社
会
の
幸
せ
づ
く
り
」
〜
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
新
し
い
主
役
と
し
て
今
を
生
き
る
〜
を
開
催

●
「
個
性
を
活
か
し
能
力
を
伸
ば
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
〜
個
人
の
意
識
改
革
が
組
織
を
向
上
さ
せ
る
〜
を
開
催

●
２
月
例
会
「
21
世
紀
経
営
者
の
幕
開
け
！
」
〜
い
つ
ま
で
も
青
年
ら
し
く
実
践
す
る
経
営
者
を
目
指
し
て
〜
を
開
催

２
月
22
日

４
月
19
日

６
月
26
日

８
月
４
日

●
久
屋
大
通
公
園
に
て
名
古
屋
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

●
市
民
参
加
型
事
業

　８
月
例
会
「
愛
・
感
・
動
（
Ｉ

　Ｃ
Ａ
Ｎ

　Ｄ
Ｏ 

！) 

名
古
屋
ま
ち
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催

●
７
月
例
会
「
人
生
の
意
義
と
目
的
」
「
地
球
環
境
と
共
生
し
た
こ
れ
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を
開
催

●
４
月
例
会
「
家
族
の
愛
と
き
ず
な
を
深
め
合
お
う
」
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
あ
お
い
ス
イ
星
の
い
ち
夜
」
上
演

４
月
20
日

７
月
19
日

８
月
24
日

10
月
５
日

●
少
年
少
女
合
唱
団
「
地
球
組
」
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
〜
始
ま
る
愛
・
地
球
博
。
伝
え
よ
う
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」
を
開
催

●
名
古
屋
の
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
堀
川
に
て
「
名
古
屋
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
３

　堀
川
文
化
祭
」
を
開
催

●
愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
に
て
７
月
例
会

　心
に
響
け
「
和
の
魂
」
を
開
催

●
３
月
例
会

　地
球
に
や
さ
し
い
と
い
う
の
は
ウ
ソ
だ
っ
た
‼
〜
環
境
運
動
の
表
裏
の
認
識
・
明
日
か
ら
の
実
践
か
ら
を
開
催

３
月
13
日

７
月
27
日

８
月
23
日

10
月
12
日

●
名
古
屋
Ｊ
Ｃ
会
館
の
竣
工

●
10
月
例
会
に
て
主
権
者
で
あ
る
国
民
一
人
ひ
と
に
、
自
分
の
頭
で
こ
の
国
の
か
た
ち
を
一
か
ら
考
え
直
し
て
も
ら
う
た
め
に
憲
法
に
つ
い
て
考
え
る
例
会
を
開
催

●
日
本
か
ら
世
界
平
和
を
念
頭
に
お
い
て
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
一
人
ひ
と
り
の
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
４
」
を
開
催

●
第
17
回
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
が
名
古
屋
の
地
で
開
催

７
月
13
日

８
月
22
日

10
月
13
日

12
月
27
日

●
名
古
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム

　取
り
戻
そ
う
！
「
豊
か
な
記
憶
」
〜
懐
か
し
き
未
来
に
向
か
っ
て
〜
の
開
催

●
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
名
古
屋
で
開
催
、
会
頭
選
挙
が
行
わ
れ
池
田
直
前
理
事
長
が
当
選

●
愛
・
地
球
博
「
モ
リ
ゾ
ー
キ
ッ
コ
ロ
メ
ッ
セ
」
に
「
地
球
を
守
れ
！
愛
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
〜
気
の
勇
気
が
地
球
を
救
う
〜
」
の
開
催

●
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
イ
ン
ナ
ゴ
ヤ
を
久
屋
大
通
公
園
に
て
開
催

６
月
21
日

７
月
14
日

７
月
21
日

８
月
26
日

●
名
古
屋
市
全
体
事
業
「
育
も
う
い
の
ち
へ
の
感
謝
の
こ
こ
ろ
！
つ
な
ご
う
み
ん
な
の
環
！
」
を
開
催

●
７
月
例
会

　Ｊ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
６
新
文
明
開
花
〜
百
匹
目
の
猿
現
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
〜
を
開
催

●
わ
ん
ぱ
く
相
撲
名
古
屋
場
所
を
16
区
に
て
２
日
間
で
開
催

●
30
年
ぶ
り
に
日
本
青
年
会
議
所
会
頭
に
池
田
佳
隆
君
を
輩
出

１
月
１
日

６
月
７
月
30
日

８
月
２
日

●
日
本
人
と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
10
月
例
会
「
国
語
力
が
育
て
る
私
た
ち
の
『
こ
こ
ろ
』
国
語
の
力
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
を
開
催

●
本
当
の
豊
か
さ
を
実
現
す
る
方
法
と
し
て

　９
月
例
会
「
ス
ト
ッ
ク
型
社
会
が
豊
か
さ
を
蓄
積
す
る
〜
成
長
か
ら
成
熟
へ
〜
」
を
開
催

●
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案

　７
月
例
会
「
ケ
ッ
タ
ス
タ
イ
ル
２
０
０
７
〜
自
転
車
か
ら
始
め
る
か
っ
こ
い
い
エ
コ
ラ
イ
フ
〜
」
を
開
催

●
２
月
例
会
「
近
代
史
っ
て
知
っ
て
る
？
見
方
が
か
わ
る
と
分
か
る
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
像
」
を
開
催

２
月
22
日

７
月
８
日

９
月
21
日

10
月
24
日

●
９
月
臨
時
総
会
に
お
い
て
公
益
社
団
法
人
格
取
得
が
審
議
可
決
、
制
度
改
革
へ
の
対
応
始
ま
る

●
第
60
回
全
国
会
員
大
会
誘
致
に
成
功

●
名
古
屋
人
の
堅
実
で
合
理
的
と
い
う
精
神
性
を
生
か
し
て
、
傘
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
「
和
か
や
さ
ん
」
を
設
置
開
始

●
対
外
広
報
紙
「
マ
ズ
モ
ッ
テ
」
を
創
刊

１
月
６
月
１
日

10
月
10
日

９
月

●
８
月
例
会

　Ｊ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９

　共
生
の
こ
こ
ろ
溢
れ
る
名
古
屋
か
ら
日
本
そ
し
て
世
界
へ

●
室
事
業
と
し
て
「
始
め
よ
う
！
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
〜
共
生
の
ま
ち
名
古
屋
を
目
指
し
て
〜
」

●
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
観
点
か
ら
学
ぶ
２
月
例
会
「
企
業
は
人
が
主
役
！
結
の
精
神
で
企
業
が
変
わ
る
」
を
開
催

●
60
回
全
国
大
会
へ
の
準
備
始
ま
る

２
月
２
月
23
日

８
月
８
日

８
月
８
日

●
秋
山
豊
寛
Ｔ
Ｂ
Ｓ
記
者
、
日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
士
と
し
て
ソ
連
の
ソ
ユ
ー
ズ
で
宇
宙
の
旅
を
体
験

●
米
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
ポ
ス
ト
冷
戦
後
初
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催

●
ペ
ル
ー
大
統
領
選
で
日
系
の
フ
ジ
モ
リ
氏
当
選

●
ソ
連
、
大
統
領
制
導
入
を
決
定

２
月
12
日

６
月
10
日

７
月
９
日

12
月
２
日

●
経
済
企
画
庁
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
た
と
発
表

●
新
宿
に
新
東
京
都
庁
が
完
成

●
日
本
と
北
朝
鮮
、
国
交
正
常
化
の
交
渉
開
始

●
多
国
籍
軍
が
イ
ラ
ク
に
対
し
「
砂
漠
の
嵐
作
戦
」
を
開
始

１
月
17
日

１
月
30
日

３
月
９
日

９
月
24
日

●
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
日
本
人
高
校
生
が
射
殺
さ
れ
ア
メ
リ
カ
で
銃
規
制
論
議
起
こ
る

●
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
案
成
立

●
日
本
新
党
結
成

●
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
白
人
警
官
の
暴
行
事
件
を
き
っ
か
け
に
黒
人
大
暴
動

４
月
29
日

５
月
22
日

６
月
14
日

10
月
17
日

●
イ
ン
ド
で
大
地
震
（
死
者
３
万
人
以
上
）

●
細
川
護
熙
日
本
新
党
代
表
を
首
班
指
名

●
徳
仁
皇
太
子
と
小
和
田
雅
子
さ
ん
ご
成
婚

●
北
朝
鮮
、
核
不
拡
散
条
約
を
脱
退

３
月
12
日

３
月
12
日

８
月
16
日

10
月
３
日

●
村
山
富
市
氏
が
第
81
代
首
相
に
指
名

●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
国
為
替
市
場
で
戦
後
初
め
て
円
相
場
が
１
ド
ル
＝
１
０
０
円
を
突
破

●
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
ボ
ス
ニ
ア
空
爆

●
衆
議
院
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
導
入
が
可
決

３
月
４
日

４
月
10
日

６
月
21
日

６
月
29
日

●
統
一
地
方
選
挙
で
東
京
都
は
青
嶋
幸
男
氏
、
大
阪
府
は
横
山
ノ
ッ
ク
氏
の
タ
レ
ン
ト
出
身
者
が
当
選

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
７
国
、
人
の
移
動
自
由
化

●
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

●
阪
神
淡
路
大
震
災

１
月
17
日

３
月
20
日

３
月
26
日

４
月
９
日

●
エ
イ
ズ
薬
害
問
題
で
安
部
英
前
帝
京
大
副
学
長
を
業
務
上
過
失
致
死
容
疑
で
逮
捕

●
公
安
調
査
庁
が
オ
ウ
ム
真
理
教
の
解
散
を
請
求

●
２
０
０
２
年
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
日
韓
共
同
開
催
決
定

●
東
京
三
菱
銀
行
が
発
足

４
月
１
日

５
月
31
日

７
月
11
日

８
月
29
日

●
韓
国
大
統
領
、
金
大
中
氏
が
当
選
、
与
野
党
逆
転

●
40
歳
以
上
の
国
民
の
保
険
料
負
担
に
よ
る
介
護
保
険
法
成
立

●
山
一
証
券
が
倒
産

●
ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー
「
ナ
ホ
ト
カ
号
」
が
日
本
海
で
沈
没
。
大
量
の
原
油
が
流
出
、
油
回
収
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
奮
闘

１
月
２
日

11
月
24
日

12
月
９
日

12
月
18
日

●
欧
州
連
合
は
99
年
か
ら
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
導
入
を
正
式
決
定

●
明
石
海
峡
大
橋
開
通

●
日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
（
金
融
制
度
改
革
）
ス
タ
ー
ト

●
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
大
会
開
催

２
月
７
日

４
月
１
日

４
月
５
日

５
月
２
日

●
Ｊ
Ｒ
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
ズ
、
展
望
台
と
レ
ス
ト
ラ
ン
街
オ
ー
プ
ン

●
茨
城
県
東
海
村
で
日
本
初
の
臨
界
事
故
発
生

●
第
一
勧
業
、
富
士
、
日
本
興
業
の
３
銀
行
が
２
０
０
２
年
春
に
事
業
を
統
合
す
る
と
発
表

●
臓
器
移
植
法
に
基
づ
き
、
脳
死
判
定
に
よ
る
日
本
初
の
合
法
的
な
心
臓
移
植
手
術
を
行
う

２
月
28
日

８
月
20
日

９
月
30
日

12
月
23
日

●
東
海
豪
雨
に
よ
る
水
害
発
生

●
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

●
ロ
シ
ア
大
統
領
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
代
行
兼
首
相
が
首
相
が
当
選

●
名
古
屋
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
高
橋
尚
子
選
手
が
優
勝
（
同
年
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
）

３
月
12
日

３
月
27
日

４
月
１
日

９
月
11
日

●
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
（
タ
リ
バ
ン
政
権
）
侵
攻
開
始

●
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
、
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
倒
壊

●
２
０
０
１
年
９
月
９
日
問
題
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
９
桁
か
ら
10
桁
へ
の
移
行
問
題
）

●
小
泉
純
一
郎
が
日
本
の
第
87
代
首
相
に
就
任

４
月
26
日

９
月
９
日

９
月
11
日

10
月
７
日

●
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
日
本
人
５
人
が
帰
国

●
小
泉
首
相
が
日
本
首
相
史
上
初
訪
朝

●
２
０
０
２
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催

●
雪
印
牛
肉
偽
装
事
件

１
月
23
日

５
月
31
日

９
月
17
日

10
月
15
日

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
開
始

●
郵
政
事
業
庁
が
日
本
郵
政
公
社
に

●
宮
崎
駿
監
督
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
が
第
75
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
長
編
ア
ニ
メ
映
画
賞
を
受
賞

●
朝
青
龍
が
第
68
代
横
綱
に
昇
進
（
モ
ン
ゴ
ル
人
初
の
横
綱
誕
生
）

１
月
29
日

３
月
24
日

４
月
１
日

12
月
１
日

●
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
Ｄ
Ｓ
発
売

●
新
紙
幣
発
行
（
１
万
円
札
福
沢
諭
吉
、
５
千
円
札
樋
口
一
葉
、
千
円
札
野
口
英
世
）

●
新
潟
県
中
越
地
震
発
生

●
山
口
県
の
養
鶏
場
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

１
月
12
日

10
月
23
日

11
月
１
日

12
月
２
日

●
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故

●
２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
「
愛
・
地
球
博
」
が
開
幕

●
中
部
国
際
空
港
が
常
滑
市
に
開
港

●
京
都
議
定
書
発
効

２
月
16
日

２
月
17
日

３
月
25
日

４
月
25
日

●
第
一
次
安
倍
内
閣
発
足

●
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
月
間
新
車
発
売
台
数
で
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
フ
ォ
ー
ド
を
抜
き
２
位
へ

●
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
事
件
（
テ
ポ
ド
ン
２
号
な
ど
７
発
日
本
海
へ
発
射
）

●
第
１
回
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
開
幕

３
月
３
日

７
月
５
日

８
月
１
日

９
月
26
日

●
ロ
ン
ド
ン
と
ユ
ー
ロ
ト
ン
ネ
ル
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
路
線
Ｃ
Ｔ
Ｒ
Ｌ
開
業

●
ア
メ
リ
カ
政
府
が
中
国
に
お
け
る
知
的
財
産
権
侵
害
に
つ
い
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
提
訴

●
ジ
ョ
ー
ジ
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
イ
ラ
ク
へ
２
万
２
千
に
増
員
発
表
し
国
民
か
ら
批
判

●
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
27
か
国
と
な
る

１
月
１
日

１
月
10
日

４
月
10
日

11
月
14
日

●
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
バ
ラ
ク
オ
バ
マ
氏
が
当
選

●
松
下
電
器
産
業
が
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
」
に
商
標
も
「
Ｐ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
」
に
統
一

●
北
海
道
洞
爺
湖
で
第
34
回
主
要
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
催

●
航
空
券
か
ら
紙
媒
体
が
廃
止
さ
れ
、
電
子
航
空
券
化
さ
れ
る

６
月
１
日

７
月
７
日

10
月
１
日

11
月
４
日

●
衆
議
院
選
挙
で
民
主
党
圧
勝
。
政
権
交
代
へ

●
歌
手
マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
逝
去

●
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
警
戒
水
準
を
最
高
の
フ
ェ
ー
ズ
６
へ

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言

●
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
開
催

１
月
28
日

６
月
11
日

６
月
25
日

９
月
16
日
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2000

名古屋青年会議所の歩み78

社
会
の
動
き

名
古
屋
青
年
会
議
所
の
歩
み

●
福
田
赳
夫
元
総
理
を
講
師
に
講
演
会
「
世
界
の
中
の
日
本
の
役
割
〜
次
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
開
催

●
社
団
法
人
名
古
屋
青
年
会
議
所
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催

●
子
供
た
ち
の
未
来
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
「
名
古
屋
地
球
市
民
会
議
」
を
開
催

●
落
合
信
彦
氏
を
講
師
に
講
演
会
「
目
覚
め
よ
変
革
の
能
動
者
た
ち
」
を
開
催

６
月
27
日

８
月
３
日

８
月
25
日

11
月
６
日

●
市
民
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
「
夢
い
ち
ば
‘91
」
を
開
催

●
岩
國
哲
人
出
雲
市
長
を
迎
え
「
ア
ク
ト
の
時
代
〜
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
へ
の
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」
を
開
催

●
高
坂
正
尭
京
大
教
授
を
講
師
に
迎
え
「
日
本
の
自
立
〜
岐
路
に
立
つ
日
本
の
政
治
シ
ス
テ
ム
」
を
開
催

●
３
月
例
会

　講
演
会
「
自
ら
の
シ
ナ
リ
オ
づ
く
り
を
考
え
る
〜
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
か
ら
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
」
を
開
催

３
月
18
日

５
月
１
日

６
月
24
日

７
月
28
日

●
11
月
例
会
「
ま
ち
づ
く
り
運
動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
開
催

●
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
一
帯
で
音
楽
の
祭
典
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
名
古
屋
‘92
〜
人
と
街
の
シ
ン
パ―

」
を
開
催

●
地
域
に
密
着
し
た
文
化
活
動
を
実
践
し
て
い
る
講
師
を
招
い
て
４
月
例
会
「
文
化
環
境
づ
く
り
〜
心
か
ら
の
出
発
」
を
開
催

●
葛
西
敬
之
Ｊ
Ｒ
東
海
副
社
長
を
講
師
に
迎
え
２
月
例
会
「
名
古
屋
経
済
圏
の
自
立
〜
日
本
の
21
世
紀
を
担
う
地
域
と
な
る
た
め
に
」
を
開
催

２
月
26
日

４
月
21
日

10
月
10
日

11
月
３
日

●
熊
本
県
立
劇
場
館
長
ら
を
講
師
に
「
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
名
古
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

●
養
護
施
設
の
子
供
た
ち
の
１
日
親
代
わ
り
「
Ｊ
Ｃ
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催

●
超
常
現
象
や
心
霊
現
象
な
ど
の
世
界
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
「
人
は
ど
こ
か
ら
き
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
〜
霊
的
な
も
の
を
語
る
」
を
開
催

●
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
以
来
、
政
界
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
続
出
の
中
、
３
月
例
会
「
激
論
！
日
本
の
政
治
は
変
え
ら
れ
る
か
！
」
を
開
催

３
月
10
日

８
月
16
日

９
月
19
日

10
月
９
日

●
第
10
回
名
古
屋
シ
テ
ィ
ー
マ
ラ
ソ
ン
開
催
１
万
５
０
０
０
人
が
参
加

●
愛
知
国
体
の
開
催
に
伴
っ
て
「
ゆ
め
ぴ
っ
く
愛
知
・
後
夜
祭
」
を
開
催

●
経
済
人
と
し
て
の
社
会
開
発
運
動
を
テ
ー
マ
に
７
月
例
会
「
名
古
屋
経
済
人
会
議
」
を
開
催

●
中
華
人
民
共
和
国
、
上
海
市
で
中
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
開
催

４
月
10
日

７
月
30
日

11
月
13
日

11
月
23
日

●
第
６
回
「
夢
い
ち
ば
」
を
開
催

●
45
周
年
記
念
と
し
て
小
沢
一
郎
氏
の
記
念
講
演
な
ど
「
名
古
屋
政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

●
ビ
ー
ン
名
古
屋
開
催

●
阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災
者
に
支
援
活
動
を
展
開

２
月
17
日

４
月
12
日

６
月
８
月
27
日

●
名
古
屋
港
市
民
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

●
エ
ン
ト
リ
ー
事
業
を
開
催

　名
古
屋
Ｊ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
日
本
の
農
業
を
考
え
る
た
め
に
「
田
植
え
、
稲
刈
り
の
体
験
学
習
」
を
実
施

●
名
古
屋
Ｊ
Ｃ
内
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
的
に
「
Ｊ
Ｃ

－

Ｎ
Ｅ
Ｔ
塾
」
を
企
画

３
月
５
月
19
日

６
月
27
日

８
月
25
日

●
地
域
の
芸
術
文
化
を
研
究
す
る
た
め
11
月
例
会
「
芸
術
へ
の
誘
い
」
を
開
催

●
理
事
選
出
選
挙
に
あ
た
り
公
開
意
見
交
換
会
を
初
め
て
開
催

●
７
月
例
会
「
日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

　名
古
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

●
福
井
県
三
国
町
重
油
災
害
に
対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

２
月
27
日

７
月
15
日

８
月
26
日

11
月
11
日

●
21
世
紀
の
環
境
問
題
考
え
る
11
月
例
会
「
ゴ
ミ
問
題
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
か
ら
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
運
動
へ
」
を
開
催

●
加
藤
寛
氏
と
北
川
正
恭
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
中
坊
浩
平
氏
に
よ
る
講
演
に
よ
る
７
月
例
会
「
国
の
か
た
ち
と
国
民
の
在
り
方
」
を
開
催

●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
開
催

●
南
京
市
青
年
連
合
会
来
名
、
意
見
交
換
会
を
行
う

５
月
12
日

６
月
15
日

７
月
27
日

11
月
12
日

●
子
供
た
ち
み
ん
な
の
夢
を
応
援
す
る
「
夢
か
な
え
隊
」
を
実
施

●
国
際
交
流
モ
ン
ゴ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
施

●
社
本
理
事
長
、
衆
議
院
で
首
都
機
能
移
転
に
つ
い
て
意
見
陳
述
を
行
う

●
名
古
屋
青
年
会
議
所
初
の
理
事
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
を
実
施

１
月
28
日

７
月
14
日

７
月
30
日

８
月
８
日

●
東
海
豪
雨
に
対
し
て
、
事
務
局
内
に
支
援
本
部
を
設
置
。
復
興
に
向
け
延
べ
５
５
０
人
の
会
員
が
参
加

●
50
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
記
念
式
典
、
祝
賀
懇
親
会
を
開
催

●
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
第
11
回
夢
い
ち
ば
・
第
２
回
夢
か
な
え
隊
褒
賞
事
業
を
開
催

●
25
周
年
記
念
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
起
。
手
紙
な
ど
中
身
を
所
有
者
に
返
却
。

１
月
24
日

８
月
６
日

８
月
26
日

９
月
14
日

●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

●
「
超
高
齢
化
社
会
の
幸
せ
づ
く
り
」
〜
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
新
し
い
主
役
と
し
て
今
を
生
き
る
〜
を
開
催

●
「
個
性
を
活
か
し
能
力
を
伸
ば
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
〜
個
人
の
意
識
改
革
が
組
織
を
向
上
さ
せ
る
〜
を
開
催

●
２
月
例
会
「
21
世
紀
経
営
者
の
幕
開
け
！
」
〜
い
つ
ま
で
も
青
年
ら
し
く
実
践
す
る
経
営
者
を
目
指
し
て
〜
を
開
催

２
月
22
日

４
月
19
日

６
月
26
日

８
月
４
日

●
久
屋
大
通
公
園
に
て
名
古
屋
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

●
市
民
参
加
型
事
業

　８
月
例
会
「
愛
・
感
・
動
（
Ｉ

　Ｃ
Ａ
Ｎ

　Ｄ
Ｏ 

！) 

名
古
屋
ま
ち
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催

●
７
月
例
会
「
人
生
の
意
義
と
目
的
」
「
地
球
環
境
と
共
生
し
た
こ
れ
か
ら
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」
を
開
催

●
４
月
例
会
「
家
族
の
愛
と
き
ず
な
を
深
め
合
お
う
」
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
あ
お
い
ス
イ
星
の
い
ち
夜
」
上
演

４
月
20
日

７
月
19
日

８
月
24
日

10
月
５
日

●
少
年
少
女
合
唱
団
「
地
球
組
」
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
＆
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
〜
始
ま
る
愛
・
地
球
博
。
伝
え
よ
う
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」
を
開
催

●
名
古
屋
の
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
る
堀
川
に
て
「
名
古
屋
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
３

　堀
川
文
化
祭
」
を
開
催

●
愛
知
県
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル
に
て
７
月
例
会

　心
に
響
け
「
和
の
魂
」
を
開
催

●
３
月
例
会

　地
球
に
や
さ
し
い
と
い
う
の
は
ウ
ソ
だ
っ
た
‼
〜
環
境
運
動
の
表
裏
の
認
識
・
明
日
か
ら
の
実
践
か
ら
を
開
催

３
月
13
日

７
月
27
日

８
月
23
日

10
月
12
日

●
名
古
屋
Ｊ
Ｃ
会
館
の
竣
工

●
10
月
例
会
に
て
主
権
者
で
あ
る
国
民
一
人
ひ
と
に
、
自
分
の
頭
で
こ
の
国
の
か
た
ち
を
一
か
ら
考
え
直
し
て
も
ら
う
た
め
に
憲
法
に
つ
い
て
考
え
る
例
会
を
開
催

●
日
本
か
ら
世
界
平
和
を
念
頭
に
お
い
て
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
一
人
ひ
と
り
の
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
サ
マ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
４
」
を
開
催

●
第
17
回
国
際
ア
カ
デ
ミ
ー
が
名
古
屋
の
地
で
開
催

７
月
13
日

８
月
22
日

10
月
13
日

12
月
27
日

●
名
古
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム

　取
り
戻
そ
う
！
「
豊
か
な
記
憶
」
〜
懐
か
し
き
未
来
に
向
か
っ
て
〜
の
開
催

●
サ
マ
ー
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
名
古
屋
で
開
催
、
会
頭
選
挙
が
行
わ
れ
池
田
直
前
理
事
長
が
当
選

●
愛
・
地
球
博
「
モ
リ
ゾ
ー
キ
ッ
コ
ロ
メ
ッ
セ
」
に
「
地
球
を
守
れ
！
愛
・
レ
ン
ジ
ャ
ー
〜
気
の
勇
気
が
地
球
を
救
う
〜
」
の
開
催

●
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
イ
ン
ナ
ゴ
ヤ
を
久
屋
大
通
公
園
に
て
開
催

６
月
21
日

７
月
14
日

７
月
21
日

８
月
26
日

●
名
古
屋
市
全
体
事
業
「
育
も
う
い
の
ち
へ
の
感
謝
の
こ
こ
ろ
！
つ
な
ご
う
み
ん
な
の
環
！
」
を
開
催

●
７
月
例
会

　Ｊ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
６
新
文
明
開
花
〜
百
匹
目
の
猿
現
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
！
〜
を
開
催

●
わ
ん
ぱ
く
相
撲
名
古
屋
場
所
を
16
区
に
て
２
日
間
で
開
催

●
30
年
ぶ
り
に
日
本
青
年
会
議
所
会
頭
に
池
田
佳
隆
君
を
輩
出

１
月
１
日

６
月
７
月
30
日

８
月
２
日

●
日
本
人
と
し
て
の
基
礎
を
学
ぶ
10
月
例
会
「
国
語
力
が
育
て
る
私
た
ち
の
『
こ
こ
ろ
』
国
語
の
力
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
を
開
催

●
本
当
の
豊
か
さ
を
実
現
す
る
方
法
と
し
て

　９
月
例
会
「
ス
ト
ッ
ク
型
社
会
が
豊
か
さ
を
蓄
積
す
る
〜
成
長
か
ら
成
熟
へ
〜
」
を
開
催

●
環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案

　７
月
例
会
「
ケ
ッ
タ
ス
タ
イ
ル
２
０
０
７
〜
自
転
車
か
ら
始
め
る
か
っ
こ
い
い
エ
コ
ラ
イ
フ
〜
」
を
開
催

●
２
月
例
会
「
近
代
史
っ
て
知
っ
て
る
？
見
方
が
か
わ
る
と
分
か
る
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
人
像
」
を
開
催

２
月
22
日

７
月
８
日

９
月
21
日

10
月
24
日

●
９
月
臨
時
総
会
に
お
い
て
公
益
社
団
法
人
格
取
得
が
審
議
可
決
、
制
度
改
革
へ
の
対
応
始
ま
る

●
第
60
回
全
国
会
員
大
会
誘
致
に
成
功

●
名
古
屋
人
の
堅
実
で
合
理
的
と
い
う
精
神
性
を
生
か
し
て
、
傘
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
「
和
か
や
さ
ん
」
を
設
置
開
始

●
対
外
広
報
紙
「
マ
ズ
モ
ッ
テ
」
を
創
刊

１
月
６
月
１
日

10
月
10
日

９
月

●
８
月
例
会

　Ｊ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９

　共
生
の
こ
こ
ろ
溢
れ
る
名
古
屋
か
ら
日
本
そ
し
て
世
界
へ

●
室
事
業
と
し
て
「
始
め
よ
う
！
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
〜
共
生
の
ま
ち
名
古
屋
を
目
指
し
て
〜
」

●
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
観
点
か
ら
学
ぶ
２
月
例
会
「
企
業
は
人
が
主
役
！
結
の
精
神
で
企
業
が
変
わ
る
」
を
開
催

●
60
回
全
国
大
会
へ
の
準
備
始
ま
る

２
月
２
月
23
日

８
月
８
日

８
月
８
日

●
秋
山
豊
寛
Ｔ
Ｂ
Ｓ
記
者
、
日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行
士
と
し
て
ソ
連
の
ソ
ユ
ー
ズ
で
宇
宙
の
旅
を
体
験

●
米
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
ポ
ス
ト
冷
戦
後
初
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催

●
ペ
ル
ー
大
統
領
選
で
日
系
の
フ
ジ
モ
リ
氏
当
選

●
ソ
連
、
大
統
領
制
導
入
を
決
定

２
月
12
日

６
月
10
日

７
月
９
日

12
月
２
日

●
経
済
企
画
庁
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
た
と
発
表

●
新
宿
に
新
東
京
都
庁
が
完
成

●
日
本
と
北
朝
鮮
、
国
交
正
常
化
の
交
渉
開
始

●
多
国
籍
軍
が
イ
ラ
ク
に
対
し
「
砂
漠
の
嵐
作
戦
」
を
開
始

１
月
17
日

１
月
30
日

３
月
９
日

９
月
24
日

●
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
日
本
人
高
校
生
が
射
殺
さ
れ
ア
メ
リ
カ
で
銃
規
制
論
議
起
こ
る

●
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
案
成
立

●
日
本
新
党
結
成

●
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
白
人
警
官
の
暴
行
事
件
を
き
っ
か
け
に
黒
人
大
暴
動

４
月
29
日

５
月
22
日

６
月
14
日

10
月
17
日

●
イ
ン
ド
で
大
地
震
（
死
者
３
万
人
以
上
）

●
細
川
護
熙
日
本
新
党
代
表
を
首
班
指
名

●
徳
仁
皇
太
子
と
小
和
田
雅
子
さ
ん
ご
成
婚

●
北
朝
鮮
、
核
不
拡
散
条
約
を
脱
退

３
月
12
日

３
月
12
日

８
月
16
日

10
月
３
日

●
村
山
富
市
氏
が
第
81
代
首
相
に
指
名

●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
国
為
替
市
場
で
戦
後
初
め
て
円
相
場
が
１
ド
ル
＝
１
０
０
円
を
突
破

●
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
ボ
ス
ニ
ア
空
爆

●
衆
議
院
の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
導
入
が
可
決

３
月
４
日

４
月
10
日

６
月
21
日

６
月
29
日

●
統
一
地
方
選
挙
で
東
京
都
は
青
嶋
幸
男
氏
、
大
阪
府
は
横
山
ノ
ッ
ク
氏
の
タ
レ
ン
ト
出
身
者
が
当
選

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
７
国
、
人
の
移
動
自
由
化

●
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

●
阪
神
淡
路
大
震
災

１
月
17
日

３
月
20
日

３
月
26
日

４
月
９
日

●
エ
イ
ズ
薬
害
問
題
で
安
部
英
前
帝
京
大
副
学
長
を
業
務
上
過
失
致
死
容
疑
で
逮
捕

●
公
安
調
査
庁
が
オ
ウ
ム
真
理
教
の
解
散
を
請
求

●
２
０
０
２
年
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
日
韓
共
同
開
催
決
定

●
東
京
三
菱
銀
行
が
発
足

４
月
１
日

５
月
31
日

７
月
11
日

８
月
29
日

●
韓
国
大
統
領
、
金
大
中
氏
が
当
選
、
与
野
党
逆
転

●
40
歳
以
上
の
国
民
の
保
険
料
負
担
に
よ
る
介
護
保
険
法
成
立

●
山
一
証
券
が
倒
産

●
ロ
シ
ア
タ
ン
カ
ー
「
ナ
ホ
ト
カ
号
」
が
日
本
海
で
沈
没
。
大
量
の
原
油
が
流
出
、
油
回
収
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
奮
闘

１
月
２
日

11
月
24
日

12
月
９
日

12
月
18
日

●
欧
州
連
合
は
99
年
か
ら
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
導
入
を
正
式
決
定

●
明
石
海
峡
大
橋
開
通

●
日
本
版
ビ
ッ
グ
バ
ン
（
金
融
制
度
改
革
）
ス
タ
ー
ト

●
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
大
会
開
催

２
月
７
日

４
月
１
日

４
月
５
日

５
月
２
日

●
Ｊ
Ｒ
セ
ン
ト
ラ
ル
タ
ワ
ー
ズ
、
展
望
台
と
レ
ス
ト
ラ
ン
街
オ
ー
プ
ン

●
茨
城
県
東
海
村
で
日
本
初
の
臨
界
事
故
発
生

●
第
一
勧
業
、
富
士
、
日
本
興
業
の
３
銀
行
が
２
０
０
２
年
春
に
事
業
を
統
合
す
る
と
発
表

●
臓
器
移
植
法
に
基
づ
き
、
脳
死
判
定
に
よ
る
日
本
初
の
合
法
的
な
心
臓
移
植
手
術
を
行
う

２
月
28
日

８
月
20
日

９
月
30
日

12
月
23
日

●
東
海
豪
雨
に
よ
る
水
害
発
生

●
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

●
ロ
シ
ア
大
統
領
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
代
行
兼
首
相
が
首
相
が
当
選

●
名
古
屋
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
高
橋
尚
子
選
手
が
優
勝
（
同
年
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
）

３
月
12
日

３
月
27
日

４
月
１
日

９
月
11
日

●
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
（
タ
リ
バ
ン
政
権
）
侵
攻
開
始

●
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
、
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
倒
壊

●
２
０
０
１
年
９
月
９
日
問
題
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
９
桁
か
ら
10
桁
へ
の
移
行
問
題
）

●
小
泉
純
一
郎
が
日
本
の
第
87
代
首
相
に
就
任

４
月
26
日

９
月
９
日

９
月
11
日

10
月
７
日

●
北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
日
本
人
５
人
が
帰
国

●
小
泉
首
相
が
日
本
首
相
史
上
初
訪
朝

●
２
０
０
２
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催

●
雪
印
牛
肉
偽
装
事
件

１
月
23
日

５
月
31
日

９
月
17
日

10
月
15
日

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
開
始

●
郵
政
事
業
庁
が
日
本
郵
政
公
社
に

●
宮
崎
駿
監
督
「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
が
第
75
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
長
編
ア
ニ
メ
映
画
賞
を
受
賞

●
朝
青
龍
が
第
68
代
横
綱
に
昇
進
（
モ
ン
ゴ
ル
人
初
の
横
綱
誕
生
）

１
月
29
日

３
月
24
日

４
月
１
日

12
月
１
日

●
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
Ｄ
Ｓ
発
売

●
新
紙
幣
発
行
（
１
万
円
札
福
沢
諭
吉
、
５
千
円
札
樋
口
一
葉
、
千
円
札
野
口
英
世
）

●
新
潟
県
中
越
地
震
発
生

●
山
口
県
の
養
鶏
場
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

１
月
12
日

10
月
23
日

11
月
１
日

12
月
２
日

●
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故

●
２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
「
愛
・
地
球
博
」
が
開
幕

●
中
部
国
際
空
港
が
常
滑
市
に
開
港

●
京
都
議
定
書
発
効

２
月
16
日

２
月
17
日

３
月
25
日

４
月
25
日

●
第
一
次
安
倍
内
閣
発
足

●
ア
メ
リ
カ
国
内
で
の
月
間
新
車
発
売
台
数
で
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
フ
ォ
ー
ド
を
抜
き
２
位
へ

●
北
朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
事
件
（
テ
ポ
ド
ン
２
号
な
ど
７
発
日
本
海
へ
発
射
）

●
第
１
回
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
開
幕

３
月
３
日

７
月
５
日

８
月
１
日

９
月
26
日

●
ロ
ン
ド
ン
と
ユ
ー
ロ
ト
ン
ネ
ル
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
路
線
Ｃ
Ｔ
Ｒ
Ｌ
開
業

●
ア
メ
リ
カ
政
府
が
中
国
に
お
け
る
知
的
財
産
権
侵
害
に
つ
い
て
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
提
訴

●
ジ
ョ
ー
ジ
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
イ
ラ
ク
へ
２
万
２
千
に
増
員
発
表
し
国
民
か
ら
批
判

●
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
27
か
国
と
な
る

１
月
１
日

１
月
10
日

４
月
10
日

11
月
14
日

●
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
バ
ラ
ク
オ
バ
マ
氏
が
当
選

●
松
下
電
器
産
業
が
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会
社
」
に
商
標
も
「
Ｐ
ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
」
に
統
一

●
北
海
道
洞
爺
湖
で
第
34
回
主
要
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
催

●
航
空
券
か
ら
紙
媒
体
が
廃
止
さ
れ
、
電
子
航
空
券
化
さ
れ
る

６
月
１
日

７
月
７
日

10
月
１
日

11
月
４
日

●
衆
議
院
選
挙
で
民
主
党
圧
勝
。
政
権
交
代
へ

●
歌
手
マ
イ
ケ
ル
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
逝
去

●
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
警
戒
水
準
を
最
高
の
フ
ェ
ー
ズ
６
へ

　パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言

●
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）
開
催

１
月
28
日

６
月
11
日

６
月
25
日

９
月
16
日
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１月例会「新年賀詞交歓会」
開催日：２０２０年１月１４日（火）
開催場所：名古屋観光ホテル
担　当：総務委員会
第７０代光田侑司理事長が、第７０年度の所
信を発表した。また、ご臨席いただいた中部
経済産業局長 高槗淳氏・愛知県知事 大村秀
章氏・名古屋市長 河村たかし氏・ＪＣＩ日本副
会頭 岡村徳久君から祝辞をいただいた。

２月例会「みんなが活躍できる社会へ 持続
可能な名古屋をつくろう」
開催日：2020 年 2 月 16 日（日）
開催場所：ウィンクあいち 大ホール
担　当：経世済民確立特別委員会他
サブフォーラム 1 では、原田宗彦氏（早稲田大
学スポーツ科学学術院 教授）・山口素弘氏（名
古屋グランパスエイト アカデミーダイレクター）・
中尾美樹氏（元水泳日本代表選手）を講師にお
招きし、アジア競技大会を契機とした人づくり・
まちづくりについてお話しいただいた。サブ
フォーラム 2 では、厚切りジェイソン氏（お笑
いタレント）・近藤秀将氏（特定行政書士・社会
学者）を講師にお招きし、日本企業の現状と外
国人雇用についてパネルディスカッションをして
いただいた。メインフォーラムでは、青野慶久氏

（サイボウズ株式会社 代表取締役社長）を講師
としてお招きし、「良い会社」のあり方について、
サイボウズ株式会社での実績を踏まえてご講演
いただいた。

５月例会「職場環境を整えて持続可能な会
社をつくろう！～家事・育児分業の促進が会
社を変える～」
開催日：2020 年 5 月 14 日（木）
開催場所：名古屋 JC 会館
担　当：ジェンダー平等社会構築委員会
会員が抱える会社の悩みを解決するための
サービスを提供する 3 社の企業にご参加い
ただき、プレゼンテーション大会を実施した。
また、「家族を最強チームにするミーティング
シート」の作成にご協力いただいた家事シェ
ア研究家の三木智有氏と、このシートを 5 月
13 日までに最も推進していただいたアウラ
インターナショナル株式会社の右近雅也氏の
対談を通じて、家庭内における家事・育児分
担の推進の重要性について理解を深めた。

（新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
Zoom にてオンライン開催した。）

６月例会「民間外交を推進する例会 GLOBAL 
NIGHT ～民間外交を語る熱い夜～」
開催日：2020 年 6 月 8 日（月）
開催場所：名古屋 JC 会館
担　当：民間外交推進委員会
JETRO（日本貿易振興機構）並びに中小機
構のアドバイザーを務め、中小企業診断士と
しても活躍されている大槻恭久氏を講師に迎
え、緊急事態に直面しても持続可能な経営を
行っていくために必要なこととは何かについ
てご講演いただいた。また、JCI マニラの
John Ignacio Bautista Jr. 理事長や、カ
ンボジアで飲食店を経営されている中尾健太
氏にも現地から飛び入り参加していただき、
国際色あふれる例会となった。（新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、Zoom と
YouTube を併用し、オンライン開催した。）

８月例会「理事候補者選出選挙 立会演説会」
開催日：2020 年 8 月 28 日（金）
開催場所：ウィンクあいち 大ホール
担　当：総務委員会
2021 年度（第 71 年度）の理事を選出す
るための理事候補者選出選挙の立会演説会と
して開催した。第 1 回コーカス・第 2 回コー
カスは YouTube によるライブ配信にて開催
し、選挙事務所も Zoom 上で設営するなど、
感染症対策を徹底し、オンラインを活用した
選挙となったが、締めくくりとなる本例会は、
会員が会場に集まる形で開催した。

３月例会「名古屋人間力大賞」
開催日：2020 年 3 月 16 日（月）
開催場所：愛知大学名古屋キャンパスグローバ
ルコンベンションホール
担　当：リカレント教育推進委員会
人生 100 年時代のロールモデルとなる人財
を発掘して広く活動を発信するため、事前選
考会を経て選出された 5 名のプレゼンターに
よるプレゼンテーションを実施した。また、
山本左近氏（元 F1ドライバー）と鵜飼宏成
氏（名古屋市立大学大学院経済学研究科 教
授）をお招きし、人生 100 年時代の生き方
についてディスカッションをしていただいた。

（新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
無観客にて開催し、YouTube にてライブ配
信を行った。）

第70年度活動概要
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９月例会「社会課題解決×ビジネス～社会課
題に取り組みたいあなたへ～」
開催日：2020 年 9 月 14 日（月）
開催場所：なごのキャンパス 体育館
担　当：社会課題解決人財育成委員会
学生起業家である小川嶺氏（株式会社タイ
ミー 代表取締役）を講師に迎え、起業を志
す上で大切なマインド等についてお話しいた
だいた。パネルディスカッションでは、ZIP-
FM ミュージックナビゲーターの MEGURU
氏の司会のもと、パネリストに佐々木紀彦氏

（株式会社ニューズピックス 取締役）や、名
古屋青年会議所と共同事業を実施した学生た
ちにもご参加いただき、社会課題解決の活動
を持続的に行うために活動していくことの大
切さについて意見交換が行われた。（新型コ
ロナウイルス感染症拡大防止の観点から、会
場 参 加 者 は 100 名 に 限 定し、 同 時 に
YouTube にてライブ配信を実施した。）

開催日：2020 年 7 月 11 日（土）
開催場所：ホテルナゴヤキャッスル 天守の間
担　当：７０周年特別委員会
70 周年という節目に際し、今一度名古屋青
年会議所の歴史・先達の想いに触れて、これ
らを次代に引き継ぐことを目的として開催し
た。特別来賓として名古屋市長 河村たかし
氏をお迎えし、ご挨拶いただいたほか、中部
経済産業局長 高槗淳氏・愛知県知事 大村秀
章氏からはビデオメッセージにてご挨拶いた
だいた。来訪青年会議所を代表して、公益
社団法人日本青年会議所 2020 年度会頭 
石田全史君よりご挨拶いただいたほか、当会
議所の姉妹青年会議所である JCI 九龍・JCI
マニラ・JCI 台北女子・JCI ハワイカイ・JCI
シドニーより、各国の特色が存分に詰まった
ビデオメッセージをいただいた。歴代理事長
を代表して、第 21 代理事長 中北智久先輩
よりご挨拶いただいた。また、当会議所の事
業として 20 年前に生まれた少年少女合唱団
地球組には、With コロナ時代ならではの、
123 名によるリモート合唱動画をご披露いた

開催日：2020 年 10 月 3 日（土）
開催場所：ポートメッセなごや他
担　当：７０周年特別委員会他
メインフォーラムでは、まず、名古屋におけ
る能の第一人者である久田勘鷗氏から、数百
年にわたり連綿と受け継がれてきた能文化に
ついて、ご講演いただき、その後、久田勘
鷗氏による半能「石橋」、野村萬斎氏による
狂言「佐渡狐」、観世清和氏による能「羽衣」
をご披露いただいた。また、メインフォーラ
ム開会前、同会場にて、企業ブース等の展
示を行った。多くの協賛企業にブースをご出
展いただいたほか、当会議所が雇用格差解
消を実現するために取り組んできた事業にお
いて開発された、障がい者支援施設等とのコ
ラボレーション商品「サクッキー」の紹介も
させていただいた。さらに、名古屋のまちの

だいた。時間差入場・サーモグラフィーによ
る入口での体温チェック・マスク着用の義務化・
個別の体温検査・客席のソーシャルディスタ
ンスの確保・演台前の飛沫防止用アクリル板
設置・インターネット配信の併用等、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のためにあらゆる
手段を講じた。新型コロナウイルス禍におい
て、全国の青年会議所が活動を制限される
中、数百人規模での周年行事が開催された
のは本例会が初めてとなった。

魅力を発信し、インバウンド需要の増加につ
なげるため、公益財団法人名古屋観光コンベ
ンションビューローとの共催にて、ロゲイニン
グ～アクセシブルナゴヤ 2020 ～を開催し
た。

１０月例会「ＪＣフェスティバル例会」 理 事 長… 光田　侑司…
直前理事長… 浅野　弘義…
副理事長… 鈴木　信輝… 橘田　英明
… 遠藤　　圭… 高橋　雅大…
専務理事… 齋藤　亮治…
常務理事… 土屋　勝義…
監　　事… 田中　良知… 伊藤　　崇
… 大井　貴正… 春名　潤也
顧　　問… 武田　裕規… 佐地　宏之
… 白瀧　征人… 寺田　拓也
… 西原　政熙…
常任理事… 小林　靖浩… 木下　智靖
… 高田　智仁… 山田　洋資
… 太田　武志… 山内　昭吾
… 鵜飼　伸弥… 相羽　哲弘
… 杉山　浩子…
出向役員… 深澤　和将… 早矢仕友幸
理　　事… 竹腰　正見… 吉川　　徹
… 岩下　大高… 安田　将之
… 岩崎英一郎… 安井　琢磨
… 太田　佳典… 松岡　秀佳
… 三宅　功一… 寺嶋　　聡
… 杉原　雅也… 秋元　隆弘
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７０周年を記念した事業の１つとして、近年急速にシェアを拡大している経済情報アプリ『ＮｅｗｓＰｉｃｋｓ』に、
第７０代光田侑司理事長のインタビュー記事の掲載、そして名古屋のまちの未来をテーマとした討論番組
を制作した。
理事長インタビュー記事では、光田理事長より青年会議所活動の魅力が存分に語られ、討論番組「名古
屋は日本のデトロイトか？シリコンバレーか？」では、名古屋のまちや市民の特性を踏まえ、名古屋のまち
が向かうべき未来像について熱い議論が交わされた。

理事長インタビュー記事
https://newspicks.com/news/4599643/body/

名古屋青年会議所公式ＳＮＳ フォロー・チャンネル登録をお願いします！

討論番組
https://www.pscp.tv/NewsPicksStudio/1nAJEdPWWznGL
又は
https://youtu.be/zjs3O1wuT6c

経済情報アプリ『ＮｅｗｓＰｉｃｋｓ』　理事長インタビュー記事掲載＆討論番組制作

経済情報アプリ『ＮｅｗｓＰｉｃｋｓ』　理事長インタビュー記事掲載＆討論番組制作84

企画・制作　中部経済新聞社　企画開発局

学びの機会　提供し続ける
　　　ＪＣらしい「不連続の連続」実現へ　　　

献血を呼びかける
外出自粛で血液不足

名古屋青年会議所　設立周年記念特集

名
古
屋
Ｊ
Ｃ
第

代
理
事
長
　

光
田
侑
司
氏
に
聞
く

︵
み
つ
だ
・
ゆ
う
じ
︶


周
年
記
念
式
典
を
実
施

入
念
な
感
染
症
対
策
で

２
０
２
０
名
港
薪
能
﹂開
催

き

う﹁
Ｊ
Ｃ
フ

ス
テ

バ
ル

医療従事者に感謝
コロナ感染拡大

防護服とマスク寄贈
名古屋医師会に

　ジャパンレンタカー四軒家店（名古屋市守山区）で４月に献
血活動を実施、メンバーと家族人が献血に協力した。新型コ
ロナの感染拡大で大規模な献血活動が制限され、血液が不足し
ていた。鈴木信輝副理事長は「三密を避ける状況だが、血液が
不足している現実もある。可能な状況下で続けたい」と話し、
５月末まで県内８つの献血ルームで協力を呼びかけた。

　新型コロナの感染拡大を受け、＠ＮＡＧＯＹＡモニュメント
（名古屋市中区）で４月、医療従事者への感謝の気持ちと手洗
いの励行を呼びかけるプロジェクトマッピングを行った。モニ
ュメントは名古屋ＪＣが観光スポットにと、年に設置した。
マッピングの様子は公式ＹＯＵＴＵＢＥチャンネル（動画サイ
ト）でも公開されている。

　コロナ対応に奔走する医療現場を支援しようと、名古屋医師
会に防護服着とマスク６千枚を寄贈した。光田侑司理事長
が「会員には飲食業も多く、コロナの影響で経営的にも非常に
厳しいと聞いている」と伝えると、医師会の服部達哉会長は
「経済がうまく回転してこそ、私たちの生活が成り立つ。医療
を通じて貢献していきたい」と話していた。

（１２）（第三種郵便物認可） ２０２０年　（令和２年）１０月　３　日　土曜日

周年記念式典の様子
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策
は

し

か
り
と
行
い
ま
す

出
演
者
は

観

世
清
和
︵
能
︶
野
村
萬
斎
︵
狂
言
︶
久

田
勘
鷗
︵
半
能
︶
名
古
屋
と
も
縁
が
深

い
能
と
狂
言
に
よ

て

﹃
芸
ど
こ
ろ
名

古
屋
﹄
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
﹂

　
﹁
名
古
屋
市
・
社
会
福
祉
法
人
名
古
屋

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ

シ

ン
事
業
団
と
の

共
催
で

﹃
誰
も
が
共
生
で
き
る
社
会
を

実
現
す
る
﹄
と
い
う
テ

マ
の
例
会
を



月

日
︵
土
︶
会
場
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
つ
つ
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
も
併
用
す

る
ハ
イ
ブ
リ

ド
な
形
で
開
催
し
ま
す
﹂

　

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

ア
フ
タ

コ

ロ
ナ
時
代

い
ろ
ん
な
言
い
方
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が

こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ｃ
活
動

は
ど
の
よ
う
に
変
わ

て
い
く
の
で
し


う
か

ま
た

ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
け

ば
Ｊ
Ｃ
ら
し
い
﹁
不
連
続
の
連
続
﹂
を
実

現
で
き
る
で
し

う
か


　
﹁
私
は
引
き
続
き
通
常
ど
お
り
や
る
べ

き
だ
と
思

て
い
る
ん
で
す

も
ち
ろ
ん

感
染
症
の
問
題
等
は
あ
り
ま
す
が

私
た

ち
が
活
動
を
止
め
る
と
経
済
が
終
わ
り
そ

う
な
ん
で
す
ね

実
際
今
年

飲
食
店
関

係
や
人
材
派
遣
を
や

て
る
会
員
が
か
な

り
辞
め
て
し
ま
い
ま
し
た

私
も
観
光
に

近
い
商
売
を
し
て
い
ま
す
が

売
り
上
げ

は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
戻

て
こ
な
い
ん
で
す

よ

で
も

こ
の
ま
ま
シ

ン
と
し
て
い

て
は
駄
目
な
ん
じ

な
い
か

こ
れ
以
上

こ
の
状
態
が
続
け
ば
中
小
企
業
は
再
起
で

き
な
い
深
刻
な
状
況
で
す

で
き
る
範
囲

を
探

て
や

て
い
か
な
い
と

ま
ず
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
﹂

　
﹁
﹃
ご
時
世
柄
し

う
が
な
い
ね
﹄
と

い

て
活
動
を
や
め
て
し
ま
う
の
は
簡
単

で
す

で
も

一
回
や
め
る
と
次
に
や
る

理
由
が
な
い
ん
で
す
よ

Ｊ
Ｃ
が
な
い
と

会
社
が
つ
ぶ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
し

Ｊ

Ｃ
が
な
い
と
何
か
が
起
こ
る
わ
け
で
も
な

い
で
す
か
ら

﹃
Ｊ
Ｃ
は
学
び
の
機
会
を

提
供
す
る
団
体
﹄
と
言

て
い
る
以
上


提
供
す
る
機
会
を
持
ち
続
け
な
い
と

Ｊ

Ｃ
の
存
在
そ
の
も
の
が
意
味
が
な
く
な


て
し
ま
い
ま
す

こ
ん
な
ご
時
世
に

周

年
の
お
祝
い
を
や

て
い
る
場
合
で
す
か

と
い
う
声
も
頂
戴
し
ま
し
た
が

や
る
と

決
め
て
突
き
進
ん
で
い
か
な
い
と

ど
う

に
も
な
ら
な
く
な

て
し
ま
う
と
思
う
の

で
す
﹂

　

次
の

年
を
見
据
え
た
活
動
方
針

は


　
﹁
正
直

年
と
い
う
ス
パ
ン
が
長
過
ぎ

て
非
常
に
難
し
い
で
す
ね
向
こ
う

年

で
大
き
な
地
震
が
起
き
る
可
能
性
も
上
が


て
き
て
い
ま
す
し
何
が
ど
う
な

て

い
く
の
か
分
か
ら
な
い
そ
の
よ
う
な
中

で
何
が
あ

て
も
存
続
し
て
い
く
気
概

を
持

て
い
た
い
で
す
し
極
め
て
昭
和

の
良
さ
が
残

て
い
る
団
体
で
も
あ
る
の

で
そ
れ
を
う
ま
く
残
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
多
種
多
様
な
人
た
ち
が
集
ま

て

泥
臭
い
こ
と
を
真
剣
に
や
る
そ
う
い
う

と
こ
ろ
に
学
び
が
あ
る
と
思

て
い
ま

す
だ
か
ら
と
い

て
時
間
を
か
け
れ
ば

い
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
効

率
化
を
図
る
と
こ
ろ
は
そ
の
時
代
の
技
術

を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
﹂

　
﹁

年
度
代
に
入
り

﹃
公
益
﹄
に
思

い
切
り
か
じ
を
切
り

外
向
き
の
例
会
を

た
く
さ
ん
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

た

だ

世
の
た
め
人
の
た
め
の
精
神
を
広
く

一
般
の
人
た
ち
に
知

て
も
ら
う﹃
公
益
﹄

の
形
が

何
と
な
く
変
わ

て
き
て
い
る

よ
う
に
感
じ
る
の
で
す

世
の
た
め
人
の

た
め
の
活
動
は


年
前
に
名
古
屋
青
年

会
議
所
と
い
う
名
前
が
つ
い
た
時
代
か
ら

ず

と
行

て
い
る
こ
と
で
す
か
ら

こ

れ
か
ら
の

年
は
会
員
の
成
長
友
情


自
己
研
鑚

組
織
の
強
化
を
打
ち
出
し
て

い
き
た
い
で
す
ね

﹃
自
ら
の
成
長
が
企

業
を
成
長
さ
せ

企
業
の
発
展
が
ま
ち
の

発
展
に
つ
な
が

て
い
く
﹄
と
い
う
創
始

の
時
代
か
ら
の
ロ
ジ

ク
を

も
う
一
度

見
直
し
て
い

た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い

で
し

う
か
﹂

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


　


周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


年
を
振
り
返

て
い
か
が
で
す
か


　
﹁
戦
後
間
も
な
い
時
代
に
誕
生
し
て


年

歴
史
は
長
く
な
り
ま
し
た

Ｊ
Ｃ
運

動
自
体

美
化
運
動

職
場
の
安
全
運
動

か
ら
始
ま
り
こ
こ
数
年
は﹃
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
﹄

と
国
際
色
が
強
ま

て
い
ま
す

運
動
は

変
化
し
て
き
ま
し
た
が

単
年
度
と
い
う

短
い
期
間
の
連
続
を
積
み
重
ね
つ
つ

そ

の
時
代
が
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
に
取
り

組
む
と
い
う
柔
軟
な
姿
勢
は

昔
も
今
も

変
わ

て
い
ま
せ
ん
﹂

　


年
度
の
活
動
を
振
り
返

て
ど
う

で
す
か


　
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
大
変
な
１
年
に

な

て
し
ま

た
と
い
う
の
が
正
直
な
感

想
で
す

今
年
は
横
浜
で
２
０
２
０
Ｊ
Ｃ

Ｉ
世
界
会
議
横
浜
大
会
が
予
定
さ
れ

私

た
ち
も
国
際
化
に
力
を
入
れ
て
い
た
の
で

す
が

計
画
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た

２
月
ま
で
は
通
常
ど
お
り
活
動
は
で

き
ま
し
た
が

３
月
に
な

て
状
況
が
怪

し
く
な
り
ま
し
た

参
加
人
数
を
絞

た

り
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
す
る
な
ど
の
対
応
は
し

て
き
ま
し
た
が

４
月
例
会
は
中
止
を
決

断

例
会
を
行
わ
な
か

た
の
は
発
足
以

来
初
め
て
か
も
し
れ
ま
せ
ん

５
月

６

月
は
会
員
対
象
の
例
会
で
し
た
の
で

Ｗ

ｅ
ｂ
を
使
い
問
題
な
く
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
﹂

　
﹁
そ
ん
な
中

大
事
な
節
目
で
も
あ
る

７
月
の

周
年
記
念
式
典
は
何
と
し
て
も

行
い
た
い
と
考
え
ま
し
た

あ
ら
ゆ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
施

し

４
０
０
人
規
模
の
式
典
を
無
事
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

周
年
行
事
を

見
送
る
と
こ
ろ
も
多
く

全
国
に
６
９
２

あ
る
青
年
会
議
所
の
中
で
今
年
初
め
て
数

百
人
規
模
で
周
年
式
典
を
行

た
と
こ
ろ

が
私
た
ち
だ

た
と
聞
い
て
い
ま
す

８

月
は
理
事
候
補
者
選
出
選
挙
を
実
施
し
ま

し
た
例
年
よ
り
多
く
の
候
補
者
が
立
ち


大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た

選
挙
活
動
は

す
べ
て
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い

立
会

演
説
会
の
み
例
会
と
し
て
リ
ア
ル
開
催
し

ま
し
た

９
月
は
対
外
向
け
の
例
会
を


な
ご
の
キ

ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
﹂

　
﹁
も
と
も
と
今
年
度
は

例
会
を
会
員

の
学
び
の
場
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の

で

外
に
向
け
た
発
信
は
控
え
目
で
す


公
益
社
団
法
人
に
な

て

年
あ
ま
り


世
の
た
め
人
の
た
め
を
第
一
に
考
え

力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が

今

年
は
そ
も
そ
も
会
員
益
と
は
何
な
の
か
を

見
直
そ
う
と
考
え
た
の
で
す
﹂
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まずは、本誌作成に当たってご祝辞を賜りました関係者の皆様、そして、多大なるご協力を賜りました第 21
代理事長 中北智久先輩をはじめとします歴代理事長の皆様へ、この場を借りて、厚く御礼申し上げます。
歴代理事長と光田理事長との対談記事作成に当たり、歴代理事長の皆様の会社を訪問させていただき、
光田理事長とのお話を横で聞かせていただきました。歴代理事長の皆様のお話から、毎年度、形は違えど、
強い想いをもって運動構築をされてきたのだということを強く感じました。また、異口同音に「失敗を恐れずチャ
レンジすること」の大切さを説かれていたのが印象的でした。そして何より、先輩方が連綿と紡いでこられた歴
史こそが、私たち名古屋青年会議所にとって何ものにも代えがたい財産なのだと、改めて強く認識させていた
だきました。
本誌が、今後の名古屋青年会議所を背負っていく次代のリーダーたちにとって、運動構築の道しるべとな

り、ひいては、持続可能な名古屋の創造への一助となれば幸いです。改めまして、70 周年記念誌作成という
大役をお任せいただきましたことに感謝申し上げます。

2020年12月吉日
公益社団法人名古屋青年会議所　2020年度（第70年度）

広報・ブランディング委員会　委員長　吉川　徹

事務局長 ： 西垣　香織
事務局員 ： 磯村　　彩 向田　有香 中村　春奈

広報・ブランディング委員会

事務局

加納 靖子 河本 和寛 小嶋 将 近藤 哲哉 重田 一親 高田 総一郎
相原 玲彦 青木 久将 安藤 恭平 石神 正雄 石川 大輔 石田 大輔 加藤 丈博
亀島 寛大 木全 貴大 小島 将輝 後藤 迪廣 近藤 洋平 酒井 大輔 櫻井 通
佐藤 恭亮 須田 悠花子 髙木 茂太朗 則竹 雄 福井 敏志 藤原 幹 舟橋 壱真
松田 吉史 松本 崇義 矢内 直也 吉田 憲司
高橋 亮

吉川 徹委 員 長：
副委員長：
委　　員：
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公益社団法人 名古屋青年会議所

設立70周年記念誌

公
益
社
団
法
人 

名
古
屋
青
年
会
議
所

設
立
70
周
年
記
念
誌

「持続可能な名古屋をつくろう！！」


